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岡部町は埼玉県北部に位置し、四十坂遺跡や西浦北遺跡をはじめ数多くの埋蔵文化財の

所在が知られており、近年、宅地造成や道路建設に伴う発掘調査が増加しております。

一般国道17号深谷バイパスは、熊谷市玉井を起点とし、深谷市を経て岡部町四十坂に達

する約14.8kmの区間にかけて建設されたものであります。この区間に所在する埋蔵文化財

の取り扱いについては、建設省大宮国道工事事務所と埼玉県教育委員会との間で慎重に協

議を重ねられましたが、路線決定にあたってどうしても避けきれない遺跡については、建

設省の委託を受け、埼玉県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査を実施することとなりました。

岡部町では 4遺跡が該当し、発掘調査により縄文時代から平安時代にいたる数多くの貴

重な成果を得ることができました。

本書はこれらのうち樋詰遺跡・砂田前遺跡の 2遺跡の発掘調査報告書であります。樋詰

遺跡では古墳時代後期の階段付きの溝が検出され、多量の遺物が出土しております。砂田

前遺跡では100軒を超す住居跡が検出され、当時の生活を考える上で貴重な資料を提供して

くれました。本書が学術研究、埋蔵文化財の保護・教育普及に御活用いただければ幸いで

す。

刊行にあたり、発掘調査について諸調整をしていただきました埼玉県教育局文化財保護

課をはじめ、発掘調査から報告書の刊行に至るまで多大な御支援と御協力を賜りました建

設省大宮国道工事事務所・同熊谷出張所、岡部町教育委員会、深谷市教育委員会ならびに

地元関係各位、発掘・整理作業に携われた方々に対しまして厚く感謝の意を表します。

平成 3年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井修二



例 言

1.本書は、岡部町大字普済寺字樋詰384-2他、同町大字岡字矢島道703-3他に所在する、樋詰遺跡、

砂田前遺跡の発掘調査報告書である。発掘調査届に対する文化庁長官からの指示通知番号は、樋

詰遺跡が昭和62年 5月18日付け委保第 5の614号、砂田前遺跡が昭和62年 5月18日付け委保第 5の

615号と昭和63年 5月23日付け委保第 5の683号である。樋詰遺跡、砂田前遺跡に関する文献は下

記のものが発表されているが、内容等に関しては本書が優先するものである。なお、年報 8の普

済寺遺跡を樋詰遺跡、岡遺跡を砂田前遺跡としていただきたい。

（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 年報8、9

2.発掘調査は一般国道17号深谷バイパス建設に先立つ事前調査であり、埼玉県教育局文化財保護

課の調整を経て、建設省大宮国道工事事務所の委託により、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団が実施した。整理・報告書作成作業も引き続き財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施し

た。

3.発掘調査は、樋詰遺跡が昭和62年 5月1日～昭和63年3月31日、砂田前遺跡は昭和62年 4月1

日～昭和63年 6月30日まで実施し、整理・報告書作成作業は平成元年 4月1日～平成 3年3月31

日まで実施した。遺構番号は、原則的には発掘調査時のものを使用し、欠番はそのままとした。

4.土器の胎土分析は、（掬第四紀地質研究所井上巖氏に委託した。

5.本書の執筆は、第 I章第 1節を埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第85集より転載し、他を岩

瀬譲が担当し、井上尚明の助言を得た。

6.発掘調査時の写真は井上尚明、山本禎、栗島義明、岩瀬譲、瀧瀬芳之、吉田稔、山本靖

が撮影し、遺物写真は岩瀬が行った。出土品の整理及び図の作成は岩瀬が担当し、原田千里の補

助を得た。

7.本書の編集は資料部資料整理第 2課の岩瀬が行った。

8.本書にかかる資料は、平成 3年度以降埼玉県埋蔵文化財センターが管理・保管する。

9.本書を作成するに当たり、下記の方々から御教示、御協力を賜った。記して謝意を表したい。

古池晋禄 酒井清治 澤出晃越 関 義則 外尾常人

鳥羽政之 長谷川勇 平田重之



凡 例

1.本書内の挿図における指示は次のとおりである。

・遺構の表記記号はsJ :住居跡、 SK:土墳、 SD:溝、 SB:掘立柱建物跡、p:ピットで

ある。

・X、Yの座標表示は国家標準直角座標第IX系に基づく座標値を表し、方位はすべて座標北を示

す。

・グリッドは樋詰遺跡・砂田前遺跡共通で、名称は北東隅の杭名称を用い、東西一南北の順で表

示している。

・縮尺は次の率を原則とし、それ以外は個別に示した。

遺構 住居跡 1/60 掘立柱建物跡・土壌 1/80 

溝 1/120 

遺物 土器 1/4 土錘・紡錘車・鉄器 1/2 

拓本・砥石 1/3 玉類・耳環 1/1 石錘 1/8 

・遺構挿図におけるスクリーントーンの部分は次のことを示す。

冒言］焼土 炭化部分

噴 砂 ロニ］粘土

・遺物挿図におけるスクリーントーンは、釉の範囲を示す。

・土器の断面は、土師器は白抜きとし、須恵器は塗りつぶしで表現している。

2.土器観察表の記載は以下のとおりである。

・法量の記号は、 1 ＝口径 II＝胴径 III＝底径 IV＝器高 v＝残高

VI＝高台径 VII＝孔径を表し、（ ）内の数値は推定値である。

・色調は、「新版標準土色帖」（農林省水産技術会議事務局監修）による。

・胎土は、肉眼で観察した範囲で確認された混入鉱物を記載し、 W＝白色 W’＝白色透明なもの

B＝黒色 R＝赤色である。また、「多・少」「粗・密」は相対的なものである。

・残存率は、図示した部分に関してであり、甕の口縁部のみの残存でも口縁部が完存していれば

100％と記載してある。

・注記NQは発掘調査時の取り上げNo．であり、遺物に直接注記してあるものである。
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I.調査の概要

1.発掘調査に至るまでの経過

一般国道17号は、東京から新潟に至る幹線道路で、増大する交通量に対処するため、建設省では

昭和37年以来、各種バイパスを建設している。深谷バイパスもその一環として計画された。

埼玉県教育委員会では、この事業と埋蔵文化財保護との調整を図るため、昭和45年に国庫補助を

得て分布調査を実施してきた。

昭和46年、深谷バイパスの計画にあたり、建設省関東地方建設局大宮国道工事事務所調査課長か

ら文化財保護室長（当時）あて、昭和46年11月25日付け大国調第146号をもって、「一般国道16号線

の東大宮バイパス、西大宮バイパスおよび一般国道17号線の熊谷バイパス、深谷バイパス、上武バ

イパスの建設予定地内における埋蔵文化財の所在について（依頼）」があり、分布調査の結果とを照

合し、深谷バイパス線路上に数箇所の遺跡が確認されているため、即日、教文第854号をもって埋蔵

文化財が所在する旨回答した。

昭和48年 7月30日付け大国調151号をもって、調査費用等について協議があり、調査機関、時期、

経費の明細等については改めて協議するよう回答した。昭和55年財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事

業団が設立され、実施機関は事業団とし、昭和55年10月、新ヶ谷戸遺跡から発掘調査は開始された。

これについては昭和57年3月に報告書が刊行された。

工事区間の延長にともなって、昭和57年12月16日付け大国調第167号をもって、大宮国道工事事務

所長から県教育長あて、「一般国道17号深谷バイパス改良工事に伴う埋蔵文化財の所在について（照

会）」があり、昭和58年11月8日付け教文第755号をもって、上敷免遺跡ほか 4遺跡が所在する旨回

答した。また、これにともない、昭和59年3月14日付け大国調第27号で発掘調査について協議があ

り、昭和59年3月16日付け教文第1163号で、発掘調査は財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団に依

頼して実施するのが適当と思われる旨回答した。これらの遺跡の調査は、昭和55年4月から実施さ

れた。

さらに、工事区間が岡部町方面に延長するにともない、その区間の埋蔵文化財の所在について、

昭和60年10月9日付け大国調第147号で照会があり、昭和60年10月21日付け教文第699号をもって四

十坂下遺跡のほか 2遺跡が所在する旨回答した。これについては、埋蔵文化財包蔵地の範囲を明確

にするため予備調査を実施し、実施については文化財保護課と協議して欲しい旨付け加えた。

この回答をもとに、大宮国道工事事務所長から県教育長あて、昭和62年 3月3日付け大国調第17

号をもって「一般国道17号（深谷バイパス）改良工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査について（協議）」

があり、昭和62年 3月23日付け教文第1127号で、その後新たに発見された明戸上敷免遺跡を加え、

先に回答をした四十坂下遺跡、矢島遺跡、戸森遺跡の 4遺跡が発掘調査を実施する必要があり、実

施機関を財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団にする旨の回答をした。これらの遺跡は昭和62年4

月から発掘調査が開始された。 （文化財保護課）
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発掘調査の組織

1.発掘調査（昭和62年度）

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団
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2.発掘調査（昭和63年度）
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3.整理事業（平成元年度）
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理 事 長 荒井修二

副理事長 百瀬陽二
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主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 荒井修二

副理事長 早川智明
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2.調査の経過

(1) 樋詰遺跡

発掘調査は昭和62年 (1987年） 5月1日から昭和63年 3月31日にかけて行なわれた。発掘調査対

象面積は30,270mである。発掘区は農道によって 3区に分割され、便宜的に東より A・B・C区と

し、調査はA区、 C区、 B区の順に実施した。途中 6月下旬から 9月上旬にかけては、周辺の水田

に水が引かれているため調査区内での湧水が激しく、一時は完全に水没し、やむなく室内作業を実

施した時期もあった。しかし、比較的遺構の密度が希薄だったため最後まで残った C区の調査も 3

月下旬には終了した。

(2) 砂田前遺跡

発掘調査は昭和62年 (1987年） 4月1日から昭和63年 6月30日にかけて行なわれた。発掘調査対

象面積は12,680面である。発掘区は農道によって東西に二分され、東半部より調査を開始した。樋

詰遺跡と同様に、調査区が水没した期間は室内作業を実施した。西半部は湧水が完全に治まった 9

月下旬に着手した。 63年 1月に調査区を二分していた農道を通行止ののち調査を実施し、 3月に復

旧した。同年 5月には季節はずれの長雨のため、遺構内に大量の雨水が溜り、調査は困難を極めた

が水中ポンプによる強制排水を行ない、 6月中旬に調査を終了、埋め戻し・器材撤収を行なった。

(3) 整理事業

報告書作成作業は平成元年 (1989年） 4月1日から平成 3年3月31日まで実施した。平成元年度

(4月～ 3月）は、遺物の水洗・注記および接合・復元を行ない、併行して図面整理、遺物の実測

を行った。平成 2年度は、遺物の復元・実測が終了ののち、遺構・遺物のトレース、版組、割り付

け、遺物写真の撮影を行ない、原稿執筆を開始、 3月報告書を刊行する。

水没した砂田前遺跡
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II.遺跡の立地と環境

岡部町は埼玉県の北部に位置し、JR高崎線岡部駅の北方約1.5kmに砂田前遺跡、その東方に隣接

して樋詰遺跡が所在する。

岡部町の地形は(1)志戸川・小山川に開析された沖積地、 (2)櫛挽台地、 (3)妻沼低地、 (4)山崎山丘陵

に区分される。樋詰遺跡。砂田前遺跡は、櫛挽台地北方の福川と小山川とに挟まれた妻沼低地にあ

り、台地との比高差は約10mを測る。妻沼低地は、利根川の流向によって形成された低地であり、

自然堤防の発達が良好である。遺跡はこの自然堤防上に立地する。

岡部町の古墳時代五領期の遺跡は、水窪遺跡、大寄A・B遺跡、地神祇A・B遺跡、石蒔A・B

遺跡等があげられる。水窪遺跡は櫛挽台地上に位置するが、他はいずれも志戸川と小山川に挟まれ

た地域に位置する。水窪遺跡では S字状口縁を持つ台付甕や該期の土器が多量に出土し、石蒔B遺

跡では前方後方型周溝墓を中心とした12基の周溝墓群が検出されている。また、大寄A遺跡、地神

祇B遺跡、石蒔A遺跡では灌漑用水路と考えられる大溝が確認されている。

和泉期の遺跡は、宮西遺跡、千光寺遺跡があげられる。千光寺遺跡は山崎山丘陵の北斜面に位置

し、方形周溝墓 2基、方形台状墓 1基、変形墳 1基、円墳 2基、帆立貝式古墳 1基が調査され、 4

世紀末から 6世紀中頃までの墳墓が連綿と継続していることが判明している。

鬼高期にはいると各地に群集墳が出現する。山崎山丘陵には諏訪山古墳群、西山古墳群がある。

西山古墳群は、前方後円墳 1基を中心に10数基の円墳からなる古墳群で、前方後円墳 (5号墳）は

7世紀初頭前後の築造と考えられている。

櫛挽台地では、台地縁辺部に後期古墳が広く分布している。四十坂周辺には前方後円墳の寅稲荷

古墳•お手長山古墳、円墳の浅間山古墳があり、水窪遺跡では10基の古墳跡が検出されている。ま

た、かって弥生時代の再葬墓が検出された四十坂遺跡では岡部町教育委員会によって10数基の古墳

跡が確認されている（註 1)。

岡里周辺では、白山遺跡において帆立貝式古墳 1基を含臼24基の古墳跡が調査されている。この

古墳群は、 1mから 6mの間隔を持って古墳が構築され、古墳周溝の切り合いが全くなく、後出の

周溝は前のものをよけて造っている。また、比較的密集しているにもかかわらず、中央やや西より

に約35mX25mの空間があり、その中央にカマドを持たない鬼高期の住居跡が検出されている。

河道氾濫原 □□ 旧流路跡

口自然堤防 砂礫層

Ill 後背湿地・谷地田の腐植土を含む

スクリーントーンなしはローム
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第 1図 周辺の表層地層

_ 5 



第 2図周辺の遺跡
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普済寺から岡部周辺では愛宕神社古墳、上原遺跡 1号墳があげられる。愛宕神社古墳はこの周辺

では現存する唯一の古墳であり、方墳と考えられているが、詳細な調査が行われていないため古墳

とするには疑わしい点もあげられる。上原遺跡 1号墳は、墳丘、主体部ともに消失しているが、周

溝内側の直径が20.Smを測る円墳で、周溝底部から 7世紀後半代の土師器が検出されている。

鬼高期の集落跡は、大寄B遺跡、地神祇A遺跡があげられる。大寄B遺跡では該期の住居跡が46

軒と玉造り工房跡が調査されている。地神祇A遺跡では住居跡19軒と大溝が検出され、大溝は人工

的な幹線用水路の可能性が考えられている。

奈良•平安時代の遺跡は、櫛挽台地北西部の内出遺跡、熊野遺跡、白山遺跡、志度川・小山川に

挟まれた地域にある西浦北遺跡、六反田遺跡があげられる。内出遺跡では、古墳時代後期から平安

時代の住居跡22軒が検出され、和銅開跡・帯金具などが出上している。熊野遺跡では住居跡43軒、

掘立柱建物跡 2棟が検出され、円面硯・帯金具や多量の鉄製品が出土し、白山遺跡では87軒の住居

跡が調査されている。西浦北遺跡は該期の住居跡49軒、製鉄・精錬遺構14基が検出され、帯金具や

国重要文化財に指定された緑釉手付瓶・灰釉長頸瓶が出上している。六反田遺跡では、該期の住居

跡60数軒、掘立柱建物跡12棟が検出されている。

岡部町の妻沼低地の遺跡はこれまで明らかでなかったが、本報告書をはじめとする深谷バイパス

建設に伴う発掘調査において 3遺跡が確認され、今後増加すると思われる。

註1 岡部町教育委員会鳥羽政之•平田重之両氏より御教示
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宕神社古墳 30.お手長山古墳 31。寅稲荷古墳 32.千光寺遺跡 33.浅間山古墳 34.岡部町No.82

遺跡 35. 川輪聖天塚古墳 36.長坂聖天塚古墳 37.諏訪山古墳群 38. 西山古墳群 39. 山崎山

古墳群
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III.樋詰遺跡の調査

1. 遺跡の概要

樋詰遺跡は、櫛挽台地北方の小山川と福川に挟まれた妻沼低地の自然堤防上に位置する。遺跡の

東端は深谷市との市町境になっており、深谷市側には矢島南遺跡がある。遺跡は農道によって 3区

に分割され、東より A区• B区・ C区とした。標高は37.0m~38.0mを測り、全体としては、西か

ら東へ緩やかに傾斜し、 A区の東端では青灰色粘土層が見られ、かつて埋没谷状の地形であったこ

とが確詞された。

検出された遺構は、住居跡 1軒・溝44条・土塙70基・ピット群・風倒木痕10箇所・畝状遺構 l箇

所である。以下、各区ごとにその概要を示す。なお、遺構番号は区ごとに付けられ、各々 1から始

まっている。

A区

遺跡東端の県道中瀬。普済寺線に接する地区で、それ以東は深谷市となる。 180~221-51~65グ

リッドの範囲にある。

検出された遺構は、溝 9条・土塙11基・ピット群。風倒木痕10箇所である。土塙・ピット群は中

央部より西側に、風倒木痕は中央部やや東側に集中する傾向が見られる。遺構からの出土遺物は極

めて少量であり、各遺構の時期を限定するものはないが、おおまかには古墳時代から中世の所産と

考えられる。

また、東半部において、縄文時代後・晩期と弥生時代中期初頭にかけての薄い包含層が見られ、

ごく少量であるが土器片が出上している。このうち弥生時代中期初頭の土器は、関東地方では古い

段階に位置付けられると思われる。

B区

遺跡の中央に位置し、 145~179-42~54グリッドの範囲にある。検出された遺構は、溝16条・上

壇13基である。遺構は全体に散在し、掘り込みの浅いものが大半を占める。また、出土遺物は極め

て小片少量であり、図示できるものはない。

c区

遺跡西端の標高が最も高い位置にあり、約120m西には砂田前遣跡がある。 98~143ー 28~44グリ

ッドの範囲にある。検出された遺構は、住居跡 1軒・溝19条・土壊47基・畝状遺構 1箇所である。

遺構は東端部では全く検出されず、中央部と西端部に集中する傾向が見られる。住居跡は大部分削

平されており、床面とカマドの掘り込みの一部を検出しただけで、出土遺物もないため時期等は不

明である。溝のうち数条は時期を限定できるものがある。第 6号溝は長さ約750mにわたって検出さ

れ、古墳時代後期の土器を多量に出土している。第12号溝は小片ではあるが平安時代の土器が出土

している。

-11-
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2.検出された遺構と遺物

樋詰遺跡では、既述のように住居跡 1軒・溝44条・土壊70基・ピット群・風倒木痕10箇所・畝状

遺構 1箇所が検出されているが、 C区第 6号溝以外の遺構では出土遺物がなかったり小片少量のた

めその時期や性格等不明な点が多い。しかし、 A区第 7. 第 1 号溝、 B 区第10• 第 1 号溝、 C 区第

15 ・第12・第11号溝（東から）は、ほぽ南北に走りその間隔は110~115mである。 C区第15・第12

号溝では調査区内で直角に曲がって東西にも溝が走っており、小片ではあるが平安時代の土器片が

出土している。また、これらの溝は覆土が極めて類似しており、条里制との関連も考えられる。

(1) 住居跡

c区第 1号住居跡（第 7図）

103-31グリッドに位置し、第 5 号溝•第 7 号土壊に切られる。規模は長軸3.2m ・短軸2.9m を測

り、東西にわずかに長い。掘り込みはほとんどなく、床面の一部がわずかに残る程度である。カマ

ドは東壁の南よりに構築されているが、燃焼部の一部が検出されたのみで煙道部等は第 5号溝によ

って切られている。出土遺物はない。

c区

SJ 1 
1.暗褐色土褐色粒子・炭化粒子含む

2.褐色土炭化粒子含む、硬いプロック質

3.炭化物

4.褐色土炭化粒子含む、粘性強い

呵

<I 

゜
2m 

第7図第1号住居跡
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(2) 溝

c区第6号溝及び周辺の遺構（第 8~11図）

c区第 6号溝は、西端の98~110---31~33グリッドに位置し、西から東に約76mにわたって直線的

に走り、幅 2~5m、深さ0.5~0.9mを測る。途中数箇所に階段状施設が設置され、便宜的に西か

らE・D・A・B・C階段とした。 E・D・A階段は、溝の西端にまとまって設置されており、 E

階段は一部調査区外にあるが溝の南北両側から、D階段は南から、A階段は両側から使用できるよう

にしている。 B階段は、 A階段の約25m東の溝中央部に設置され、南北両側から使用できる。 C階

段は、 B階段の約20m東に設置され、一部第8号溝に切られているが両側から使用でき、北壁のも

のは中央に一列、不明瞭だがそれを挟み「ハ」の字状に構築され計3列の階段がある。各々の階段

部分の溝底は他の部分より深くなっており、特にA階段付近の溝底はそれが顕著である。この部分

は溝底が大きく掘り込まれ、多数の小ピットが検出されており、付近から手捏ね土器が出土してい

る。第 6号溝では手捏ね土器の他、多量の坪や甕・耳環・臼玉・土錘・鉄製鋤先等が出土している。

周辺の遺構では、第 3•第 5 •第 7 •第 8 号溝、第 1 •第 2 •第 4 号溝は覆土の観察からそれぞ

れが同時期のものと考えられ、第 1号溝の覆土は、後述する砂田前遺跡第 1号溝と類似している。

畝状遺構は、出土遺物がないため時期等は不明である。

A 37.20 A

＿
 

837.20 旦

゜
2m 

c区

SD 8 
1.暗褐色土 B軽石（少）含む

2.暗褐色土 1層色土 1層よりやや暗い

c区

SD6 
1.暗褐色土 褐色粒子・プロック• B軽石（少）含む

2. 暗褐色砂炭化粒子• B軽石（少）含む

2’．暗褐色砂 B軽石含まない

3. 暗褐色砂

4. 黒褐色土褐色プロック、砂粒子含む

5.黒褐色土 4層より砂粒が少ない

6. 暗褐色土褐色粒子含む

7.黒褐色土 褐色粒子含む、しまり良

8. 黒褐色土褐色粒子・砂粒含む

9.褐色土灰褐色粒子・黒褐色プロック含む

10. 暗褐色土

11.暗褐色土褐色粒子含む

第8図 c区第 6号溝（1)
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樋詰遺跡c区6号溝出土遺物（1)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12 0 IV 4 7 橙 W少 80% 全体に風化が著しい

2 坪 I (12 9)IV(4 9) にぶい橙 W多 10% 内外面共に風化著しい

3 坪 I (13 0) IV5 0 橙 w 70% 内外面共にやや風化 No.15 

4 坪 I (12 9) IV 4 1 にぶい橙 W(2~3 mm)多 30% 

5 坪 I (12.6)IV(4.9) にぶい橙 w 20% 内外面共にやや風化

6 坪 I 15.1 IV 4 7 にぶい橙 W多 100% 内外面共に風化著しい No19 

7 坪 I (8 8) IV(5.4) 1こぶい橙 W少 40% 

8 坪 I (13.2)IV(4.4) にぶい赤褐 W少 40% 

， 坪 I (13 0) IV 4 2 明赤褐 w少、極密 20% 

10 坪 I 11.7 IV4.3 橙 W。B多、やや粗 70% 内外面共にやや風化

1 1 坪 I 12 8 IV(4.4) にぶい赤褐 W・ B多 90% 

12 坪 I (12.5)IV(4 1) にぶい橙 W極多、粗 20% 外面やや風化

13 坪 I (13.4) IV4 2 明赤褐 w 60% 

14 坪 I (13.9)IV(4 3) 明赤褐 W極少 10% 

15 坪 I (13.4)IV(4 4) にぶい黄褐 W・ B多 20% 

16 坪 I (13 7) IV4.2 にぶい赤褐 w氾 30% 内面黒色仕上げ、外面一部黒色

17 坪 I 13.4 IV(4 9) にぶい橙 W少、極密 80% 極めて丁寧な作り No.1 

18 坪 I (13.7)IV(4.9) にぶい赤褐 W多、やや粗 20% 

19 坪 I 13.6 IV4.3 にぶい横橙 W多 95% No. 2 

20 坪 I (13 7)IV(4.5) 明赤褐 B (3mm含） 20% 

21 坪 I (13 7)IV(5.4) にぶい褐 W多、やや粗 20% 

22 坪 I (13.8) IV5 2 黒褐 W。B少 40% 内外面共に一部剥落

23 坪 I 13 5 IV 4 4 明赤褐 w 95% No. 3 
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樋詰遺跡c区6号溝出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

24 坪 I (15.0)IV(4.l) 赤褐 w 40% 

25 坪 I (13.6)IV(4 7) 黒 W少 10% 

26 坪 I (14.2)IV(4 9) 橙 W•B (l ~2mm) 20% 

27 坪 I (14.3)IV(4 2) にぶい橙 W少 25% 内外面共に部分的に黒色

28 坪 I (14.2 IV(4 8) 褐 w 40% 内面は丁寧な仕上げ

29 坪 I (12.8) IV5.0 にぶい褐 W多、やや粗 40% 全体的に歪み有り

30 坪 I (13.7) IV5.3 にぶい掲 W少 30% 

31 坪 I (12. 7)IV(3.9) にぶい橙 w極多、粗 40% 

32 坪 I (13.7)IV(4.8) にぶい褐 B (1~2 mm)多 20% 

33 坪 I (10.9)IV(3 8) 赤褐 W多、やや粗 20% 

34 坪 I 11 9 IV 4. 9 にぶい褐 w 80% 

35 坪 I (12.0)IV(4 4) にぶい褐 W少 10% やや歪み有り

36 坪 I (11.9) IV4.l にぶい赤褐 W 。B 40% 

37 坪 I (12.2)IV(3.9) にぶい赤褐 W少 30% 

38 坪 I 11. 7 IV3. 8 にぶい橙 W多、やや粗 70% 歪み有り

39 坪 I (12 8)IV(3.9) 明赤褐 W少 10% 

40 坪 I (13 4)1V(4.7) にぶい橙 W少 20% 

41 坪 I (11 5)IV(4 7) 明赤褐 W少 20% 

42 坪 I (12.0)IV(4 8) にぶい橙 W少 20% 内外面共にやや風化

43 坪 I (12.4) IV4 7 にぶい褐 W多 40% 

44 坪 I (12.l)IV(4.5) 褐 w少 40% 

45 坪 I (12.1) IV (4. 5) 黒褐 W多 30% 

46 坪 I (11.4) IV4.2 褐 W少 40% 
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樋詰遺跡c区6号溝出土遺物（3)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

47 坪 I (13.4)IV(4.0) 明赤褐 W少 20% 

48 坪 I (12 2)IV(3.3) 黒褐 W少 20% 外面底部に鉄分が多量付着

49 坪 I (13 3)IV(4 2) 明赤褐 B少 20% 

50 坪 I (12. 4) IV (4. 4) にぶい褐 W・ B少 20% 

51 坪 I (13 5) IV4.4 暗赤褐 B多 25% 

52 坪 I (12 6) IV3. 7 橙 W多、やや粗 30% 内外面共にやや風化

53 坪 I (11 7) IV3 9 にぶい橙 W多、やや粗 40% 

54 坪 I (12 8) IV4.1 橙 w 50% 

55 坪 I (15. 6)IV (3.1) 黒 W多、やや粗 10% 

56 坪 I 15.3 IV3.4 黒 W少 50% 

57 坪 I (8.8) IV(5.4) にぶい橙 W少 40% 

58 手捏ね I (9. 7) IV(5.4) 橙 W(2~3 mm)多 25% 調整は不明瞭

59 手捏ね I (7 2) IV3 4 にぶい赤褐 B 60% 

60 手捏ね I (7 4) IV3.5 にぶい橙 W・B(3呵含）多 75% 

61 椀 I (14.9)IV(8.6) にぶい黄褐 W微 40% やや歪み有り

62 甕 I (1.8) V9.2 赤褐 W・ B多 10% 

63 甕 I (1.4) V5.3 橙 W多 20% 

64 甕 I (21.5) V5.9 明褐灰 w少 90% 

65 甕 I (12.4) V6.2 にぶい橙 W多、極粗 50% 

66 甕 I (21.2) V7. 0 橙 W少 20% 

67 甕 I (21.0) 橙 W多、やや粗 30% 

68 甕 I (21 4) V7 2 橙 W多、やや粗 20% 

69 甕 III(7.l) V7.7 橙 W多、粗 50% 
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樋詰遺跡c区6号溝出土遺物(4)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

70 甕 III(7.5) V5.5 にぶい赤褐 W多、やや粗 70% 

71 甕 I (21. 6) にぶい褐 W多、極粗 50% 

72 ギ互 I (22.9) VS.4 にぶい褐 W多、やや粗 10% 

73 甕 I (18. 0) II (23. 橙 W極多、粗 40% 内面胴部下に接合痕有り

1) IV(28.4) 

74 甕 I (19. 0) 橙 W多 30% 風化が著しい No. l 

II(26.2) V221 

75 甕 I (18.9) Vl3 4 橙 W多、粗 30% 

76 甕 I (18 0) V14.9 にぶい橙 W(5mm含）多、粗 20% No.17 

77 甕 I (23.7) Vl9.6 橙 R微 40% 

78 臼玉 残長13径1.3 1 48 g 滑石製、 A階段北出土

79 臼玉 残長1.1径1.1 1.91 g 滑石製、 A階段北出土

80 耳環 径2.8X3.0 16. 43 g 銅製、完形、一部緑青

81 土錘 残長3.1径1.4 にぶい赤褐 W 。B少 8.23 g ゃや扁平気味

82 土錘 残長2.6径19 にぶい橙 W・B多 4_35g 表面ザラザラ

83 土錘 残長4.9径1.3 にぶい赤褐 W・ B少 7_33g 

84 土錘 残長3.9径1.4 にぶい赤褐 W少 6.81g 上端に指頭痕？

85 土錘 残長4.2 赤褐 W多 6 26 g 

86 土錘 残長6.3径1.4 明赤褐 W・ B 10.60 g 表面ツ）レツル

87 土錘 残長74径1.7 にぶい橙 w 16 og 

88 土錘 残長6.9 明赤褐 W・B少 7.6 g 裏半欠

89 鋤先 長1.4幅13.0 117.47 g 鉄製、完形 No.18 

高101 残存状態は良好、着装部錆化

90 擦り石 長116 幅8.1 71. g 安山岩 No. 9 

表裏共に擦痕有り
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c区第12号溝及び周辺の遺構（第18図）

c区第12号溝は、 C区中央部の116~128-37~41グリッドに位置し、ほぼ東西に直線的に走り、

128-37グリッド内で直角に屈曲する。幅0.8~l.lm、深さ0.2~0.8mを測り、屈曲部付近が最も浅

く、西あるいは南に行くに従い徐々に深くなる傾向が見られる。出土遺物は、平安時代と思われる

土師器片が少量出土しているが極めて小片であり図示できるものはない。

第13号溝は、断続的ではあるが第12号溝とほぼ平行に走る。東西流は第12号溝との間に0.4~1.8

mの間隔を保つが屈曲部付近で隣接し、南北流では重複する。幅0.8~1.0、深さ0.1~0.2mを測

り、屈曲部付近が最も深く、第12号溝とは逆の様相を示している。出土遺物はなく、第12号溝との

前後関係は不明である。

第15号溝は、 128~131一36~37グリッドに位置する。第12•13号溝とは相対的な位置にあり、 128

-38グリッド内で直角に屈曲する。幅0.7~l.lm、深さ0.2~0.3mを測り、屈曲部付近が最も深

く、第13号溝と同様の傾向を示している。出土遺物はない。

第13号溝は、第15号溝の東西流とほぼ平行に走り、 129一 37グリッド内で北に屈曲し第15号溝と合

流あるいは重複する。幅0.5~0.8m、深さ0.1~0.2mを測り、屈曲部付近がわずかに深くなってい

る。出土遺物はない。

また、各溝が屈曲する128一 37グリッド付近には、土壇が集中する傾向が見られる。

第12号溝付近全景（東から）
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(3) その他の遺物
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樋詰遺跡A区出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 10.8 IV3.9 灰白 W少 70% 回転糸切り離し

2 高台坪 I (15. 2) VI(8. 0) 褐灰 W少 20% 貼り付け高台

IV6.0 切り離し痕不明瞭

3 凹み石 長11.3幅11.2 542.52 g 結晶片岩

厚2.5 一部のみ残存

4 凹み石 長11.9幅10.3 999.22 g 閃緑岩、 50％欠損

厚3.8 裏面に擦痕有り

5 凹み石 長22.0幅14.6 33g 閃緑岩、一部欠損

厚7.2

A区出土の遺物（第19• 20図）は、全て表採または包含層からの出土である。 6~13はA区東半

部の包含層からの出土であり、 7• 8 • 10は堀の内 I式でくびれ部を持ち胴部が膨らむ深鉢型土器

である。 9は大洞A'式の鉢形土器と思われ沈線を横位に、単節LRの縄文を縦位に施す。 6・11~13 

は弥生時代中期前半の土器で、 6は表面の風化が著しいが肩部に櫛描文を施す壺型土器である。 11

樋詰遺跡c区出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 灯明皿 I 10.5 IV2.5 にぶい橙 W(5呵含）多、翌粗 80% 口縁の一部に煤が付着

2 坪 I (ll.8)IV(4.9) 橙 W少、極密 40% 

3 坪 I (12.9) IV4.9 にぶい赤褐 B多 70% 

4 高台坪 Vll.l V6.l 灰 W多 50% 貼り付け高台、回転糸切り離し

5 甕 I (19.4) V8.2 にぶい橙 W(5mm含）多、粗 10% 

6 甕 灰褐 常滑焼、 12世紀末

7 甕 I (23.8) VS.4 灰 W多 20% 断面に接合痕有り

8 砥石 長6.3幅2.2 45.12 g 凝灰岩、下部欠損

四面共使用， 土錘 残長4.8径1.7 橙 W・B多 13.74g表面ザラザラ

10 土錘 残長6.8径1.4 橙 W(l~2 mm)多 10.42 g 

11 石鏃 長14.1径6.6 1.31 g粘板岩、上端部欠損
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は横位の沈線と区画文が見られ区画内に縄文を施す。 12• 13は横位の沈線を多条に施し、沈線間に

単節LRの縄文を施す。なお、 6• 11~13は岩櫃山式併行期と思われる。
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第21図 c区出土遺物
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完成した深谷バイパス樋詰遺跡付近（東から）
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IV.砂田前遺跡の調査

1.遺跡の概要

砂田前遺跡は、JR高崎線岡部駅北方約1.5kmの妻沼低地内の自然堤防上に位置する。東方約120

mには樋詰遺跡があり、西端は県道新野・岡部停車場線に接し、さらにその西には滝下遺跡が所在

する。遺跡周辺は、現在大部分が水田となっており、一部に畑地が点在する。地元の人の話による

と、調査区付近の水田は水を引く時期に周囲の水田より遅く水がやって来ると言われており、この

ことより一見平坦な水田地帯だが、調査区付近が微妙に高くなっていることが伺える。

調査区は17~80―8~28グリッドの範囲にある。標高は37.5~38.2mを測り、西から東へ徐々に低

くなっている。遺構番号は、発掘調査時の番号をそのまま使用しているため住居跡の93~100、土壇

の9~100は欠番となっている。

検出された遺構は、住居跡102軒・掘立柱建物跡 1棟・溝 3条・土壊12基である。住居跡は古墳時

代後期のものが74軒、奈良•平安時代のものが24軒、住居跡番号が付されているが住居としての可

能性が低いもの 4軒である。古墳時代後期の住居跡は大部分が調査区の中央 3分の 1に集中し、そ

の中でも40-16グリッド周辺、 47-17グリッド周辺、 54一 20グリッド周辺の 3箇所にまとまる傾向

が見られる。規模は一辺が 4~6mを測り方形を呈するものが多いが、一辺 9m前後の大型のもの

や一辺 3m 前後の小型の住居跡も存在する。奈良•平安時代の住居跡は、 40_16グリッド周辺、 54

―20グリッド周辺の 2箇所にまとまる傾向が見られる。

掘立柱建物跡は、出土遺物がないため時期は不明だが、古墳時代後期の住居跡を切って作られて

いる。溝は、古墳時代後期のものが 1 条（第 3 号溝）、奈良•平安時代のものが 2 条（第 1 • 2号溝）

である。このうち第 1• 2号溝は住居跡群の東端にあり、溝以東には住居跡が全く存在しない。こ

のことから 2条の溝は何らかの意味で集落を画する可能性があると思われる。

これらの遺構から出土した遺物は土師器・須恵器が大半を占め、古墳時代後期の住居跡からは須

恵器の出土が極めて少ない。また、遺構及びその周辺から130個を越す土錘が出土し、長さ7cmを超

す大型のものも含まれている。

発掘作業風景
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第22図砂田前遺跡全測図
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2.検出された遺構と遺物

(1) 住居跡

第 1号住居跡（第23図）

18-13グリッドに位置する。削平が著しく平面プランは不明瞭であり床面とカマドの一部と思わ

れる焼土を検出したのみである。住居跡の大半は調査区域外にあるものと思われる。

出土遺物は土師器と石錘であり、焼土中から甕が出土している。
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第23図第1号住居跡

第 1号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 13. 7 IV 4. 9 橙 W少 70% 

2 坪 I (16. S)IV (5 3) にぶい橙 W多 40% 

3 宮士 I 12.2 II14. 7 橙 W・B多 90% No.5 

Vl3.6 

4 甕 I (14.0)IIl(6.l) 黒褐 W多 70% 内面に輪積痕 No. l 

II (15.8)IV15.2 

5 甕 III7 5 II17.4 褐 W・B極多、粗 40% 内外面共に風化著しい

V24 5 内面底・胴部に接合痕、底部削痕 No.4 

6 甕 I 22.0 V24.3 橙 W・B多、やや粗 70% 全体に風化著しい、輪積痕明瞭 N0. 6 
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第 2号住居跡（第25• 26図）

41一 18グリッドに位置し、第35• 48号住居跡を切り、第34号住居跡に切られる。南半は調査区域

外にあり、北壁の長さは5.0m、深さは42~52cm、主軸方位N-31°-Wである。カマドは北壁中央

よりやや西よりに構築され、カマドの西に貯蔵穴が設けられている。
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第25図 第2号住居跡（1)
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第26図第2号住居跡（2)

第 2号住居跡出土遺物（1)

Na 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13.3)IV(4.l) 黒褐 W多 20% 

2 坪 I (13.2)IV(4.7) 褐灰 W多 30% 

3 坪 I (12. 2) IV (3. 7) 浅黄橙 W多、やや粗 20% 全体に風化が著しい

4 坪 I (11. 6)IV (3. 9) 灰褐 W・R少 40% 

5 坪 I (14. 6)IV (4. 2) にぶい橙 W多 40% 

6 坪 I 13. 8 IV4.5 明赤褐 W少 60% 

7 坪 I (12. 3)IV (3. 6) にぶい橙 W少 30% 

- 42 -



口ー／口／口

ローニ ロ□ 口

□/] □□ーーニ □三二／
□ 口 ／ロ一＼

合名 12 

口―-~TC _(  

¥ I ‘ 15 

＼ 
16 

14 

゜
10cm 

第27図第2号住居跡出土遺物(1)

- 43 --



□¥口□18 

17 

口ーロ

O 10cm 

ミ

¥ ー- -云ヽ241エ ◎ 26 ` 
0 5cm 

第28図第2号住居跡出土遺物(2)

- 44 -



第 2号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記Na

8 坪 I (12.4)IV(3.9) にぶい橙 W多、やや粗 40% 

， 坪 I (13.l)IV(4.0) 橙 W多 20% 

10 坪 1(15.0) III7.7 明赤褐 W・B(3mm含）多 60% 極めて歪みが大きい、木葉痕

IV4.6 

11 椀 I (8.7) IV(5.5) 灰褐 W多、粗 30% 

12 甕 I (11.5) V6.9 にぶい橙 W多、粗 20% 全体にやや風化

内面に明瞭な輪積痕

13 甕 I (18.8) V9.2 橙 W・ B多 30% 外面口縁下に輪積痕

14 甕 IIl5.9 V23.0 にぶい褐 W•B多、やや粗 80% 全体にやや風化、歪み有り

15 甕 I (13.0) VlO.O にぶい橙 W•B極多、やや粗 40% 全体に風化著しい

16 甕 I (19.4) Vll.4 にぶい赤褐 W・B多 40% 

17 甑 I (25.0)III(S.8) 橙 W・B多 50% 全体にやや風化、剥落有り

IV29.9 

18 甕 I (25.8) V24.9 にぶい橙 W(3mm含）多、粗 40% 全体に風化著しい

19 甕 I 13.4 V5.0 にぶい橙 B少 20% 

20 甕 III4.9 V6.3 灰褐 W・B多、極粗 70% やや粗

21 甕 III4.7 Vll.9 明赤褐 W•B多、やや粗 30% 全体に風化著しい

22 高坪 I (14.4) V3.2 橙 B微 40% 

23 高坪 I (16.7) V4.0 橙 W•B多 40% 

24 高坪 Vll.5 橙 W極微、極密 40% 上端は坪部との接合面で剥落 Nu4 

25 土錘 残長4.4径1.1 橙 W少 3.5g ゃや扁平気味

26 土錘 残長4.3径1.1 橙 W少 3.54g 孔はやや扁平

27 土錘 残長4.5径1.0 橙 W少 3. 35g 
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第3号住居跡（第29• 30図）

42-18グリッドに位置する。一辺4.0mの正方形を呈し、深さ 19~30cm、主軸方位N-50°-Eで

ある。床面は、やや凹凸があり西側が深くなっている。カマドは東壁の中央に構築され、支脚に使

用したと思われるこぶし大の河原石が出土している。貯蔵穴、ピット等は検出されていない。 遺

物は、カマドの南側で多く出土している。

＼ 

B
 

勺
氾炉

勺

疇量

B

l

 

<!I 

B 38.60 旦

SJ 3 

1.暗灰褐色土 白色粒子、褐色粒子含む

2. 暗灰褐色土 白色粒子、焼土小ブロック、炭化粒子含む

3. 暗灰褐色土 1、 2層よりやや暗、炭化粒子（多）含む

4. 暗灰褐色土 1層類似、焼土含む 0 2m 

5. 暗灰褐色土 白色粒子、褐色粒子含む 1 | | 

第29図第3号住居跡（1)

第 3号住居跡遺物出土状況
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勺 呵

計 -,:I 

B 38.10 B
 

SJ 3カマド

1.赤色土焼土

2. 暗灰褐色土 焼土ブロック・灰粒子・炭化粒子含む

3. 灰色土灰（多）含む

4. 赤色土焼土層

5. 淡灰褐色土焼土（極少）含む

6. 暗灰褐色土焼土（極少）含む

7. 暗灰褐色士焼土・炭化粒子（少）含む

0 1m 
ト―- | ----

第30図第3号住居跡（2)

第 3号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 14.3 IV4.0 浅黄橙 w少 100% 坪部内面中心がやや凹む No 2 

2 坪 I (14.5)IV(4 6) 黒褐 W微 40% 

3 坪 I (14.9)1V(3.8) 淡赤橙 W少 30% 

4 坪 I 14.1 IV3.6 橙 W少 100% N0. 1 

5 坪 I (12 3)1V(4.l) 橙 W少 30% 

6 坪 I (13.0)IV(4.5) 褐灰 W微 20% 

7 坪 I 14. IV 4 6 灰褐 w少 70% No. 5 

8 坪 I 15. 7 IV3. 0 橙 w微 80% No.10 

， 壺 Il29.0 VlS.4 橙 W・B・R少 80% 全体に風化著しい No. 6~  9 

10 甑 I (23 5) VII8. 橙 R多 50% No. 7 

IV35.6 
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第31図第3号住居跡出土遺物

第4号住居跡（第32• 33図）

42-16グリッドに位置する。長軸4.8m・短軸4.2mで東西にわずかに長く、深さ19~23cm、主軸

方位はN-9°—Eである。壁はほぽ垂直に立ち上がる。床面はやや凹凸があり中央部が高くなって

いる。

カマドは北壁中央に構築され、袖が長く煙道部に段を持っている。燃焼部は火床と思われる焼土

層が明瞭に残り、その直下に灰層がある。貯蔵穴はカマドの南側に設けられ、1.02XO. 95mの隅丸

方形を呈し、深さは25cmである。

遺物は多くないが、貯蔵穴から土師器坪・甕が、カマドから甕が伏せた状態で出土している。
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B 38.20 g-

｀` ＼三` ＼、、＼
SJ 4 
1.暗黒褐色土 白色粒子、炭化粒子、焼土粒子含む

2.暗褐色土焼土粒子、褐色粒子含む

3.暗 褐色土 2層よりやや明 ゜
2m 

第32図第4号住居跡（1)

発掘現場から見る赤城山
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B38.20 B
 

SJ 4カマド

1.暗褐色土

2. 暗褐色土焼土粒子・灰粒子・炭化粒子（少）含む

3. 暗褐色土焼土ブロック・炭化粒子（多）含む

4. 炭化粒子焼土粒子（微）含む

5.赤 褐 色 土 焼 土 層

6. 暗灰褐色土灰層

0 1m 
| 1 | 

第33図第4号住居跡(2)

第 4号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 ± 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (12.7)IV(4.l) 橙 R多 30% 器面整形は不明

2 坪 I 13.2 IV4.5 にぶい橙 W多、やや粗 70% 内外面共に風化著しい

3 坪 I (14.l)IV(4 8) にぶい橙 W多、やや粗 20% 内外面共に風化著しい No1。2

4 坪 I (12 7) IV3.6 淡橙 W多、やや粗 50% 全体に風化 No.5 

5 甕 I 15. 7 II 15. 8 にぶい橙 W多、粗 80% 内面D縁・胴部間に明瞭な接合 No.1 

Vl8.5 痕外而風化著しい

6 甕 II19.1 III5 9 にぶい橙 W・B (3mm含）、 60% 全体にやや風化

V24.4 粗

7 甑 I 25.8 VII9 3 橙 W多、やや粗 60% 全体に風化著しい

IV33.l 外面口縁下に輪積痕
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第34図第4号住居跡出土遺物

第5号住居跡（第35図）

43-16グリッドに位置する。長軸5.7m・短軸5.3mで東西にわずかに長い。深さは18~24cm、主

軸方位はN-37°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、西壁と東壁には歪みが見られる。床面

は、ほぽ平坦だが壁際が若干高くなる。

カマドは、北壁中央に構築されている。燃焼部は掘り込まれておらず、壁は熱による焼土化が著

しい。柱穴は 4基検出 (P1~4)され、深さはそれぞれ15cm、22cm、12cm、12cmである。貯蔵

穴は検出されていない。

遺物はカマド内とカマド東の壁際からピット 1付近に集中して出土しており、カマド左袖からは

手捏ね型土器が出土している。
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SJ 5 

1．茶褐色土 白色粒子含む

2. 暗褐色土 ローム粒子・炭化粒子（多）含む

3.暗褐色土 ローム粒子・炭化粒子（少）含む

4.暗褐色土 2層よりやや明

い

゜
2m 

匡 .10
A

l

 

拿
＂

SJ 5カマド

1.褐色土

2. 暗灰褐色土 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子（多）含む

3. 暗灰褐色土焼土粒子・炭化粒子含む

4. 暗灰褐色土焼土粒子（少）含む

゜
1m 

第35図第5号住居跡
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第36図第 5号住居跡出土遺物（1)
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第37図 第 5号住居跡出土遺物(2)
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第 5号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記Nu

1 坪 111.7 IV(5.0) 明赤褐 R微 70% 坪部外面に黒斑有り No.9 

2 坪 I (ll.7)IV(4.6) にぶい橙 W少 30% やや風化

3 坪 I 11.9 IV(4.7) 橙 W少 50% 内外面共にやや風化

4 坪 I (12.6)IV(4.7) 橙 W少 30% 内外面共に風化著しい

5 坪 I (12.6) IV4.9 橙 W(2mm含）少 50% 外面やや風化 Nu18 

6 坪 I 12.4 IV5.5 橙 R少 100% Nu 7 

7 坪 I 12.1 IV5.2 橙 W・R微 100% No.8 

8 坪 I 12.2 IV4. 9 にぶい橙 W・R微 90% No.15 

， 坪 I 12.4 IV5.0 明赤褐 W・R少 100% No.3 

10 坪 I 12. 6 IV4.8 橙 W・ R微 100% Nu13 

11 鉢 I 11.3 III5.2 にぶい橙 B少 80% No 1 

IV5.3 

12 椀 I 14.3 lll5.0 橙 W•R少 100% 胴部外面に黒斑有り、木葉痕 No.5 

IVl0.2 

13 甕 I 16.9 V8.0 明褐灰 W・ B多 60% 全体に風化 Nnl7 

14 甕 I 17.4 V6.0 にぶい橙 W多、やや粗 90% 

15 宝＝ 1124.7 III6.7 橙 W・ B • R少 70% 全体に風化著しい No.18 

Vl5.7 

16 甕 I 17.8 II19.2 橙 W多 50% 粘土の接合痕が残る No.2 

V2.5 

17 甕 III6.0 V8.0 にぶい橙 W多 60% No.2 

18 甕 117.0II19.2 橙 W・ B多 70% やや風化

III5. 8 IV32. 

19 甕 III6.3 V2. 7 橙 W• B • R少 30% 全体に風化

20 甑 117.2 III6.7 にぶい橙 W・ B多 60% 全体に風化、孔はやや楕円 Nn4 

VII2. 6・3. 7IV13. l 
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第5号住居跡出土遺物（2)

Nu 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

21 甑 I 23. 4 III7. 7 にぶい橙 W・B多、 R少 90% 全体に風化著しい No.14 

Vll7.8 IV29.1 やや粗

22 高坪 I 16.8 III12.3 橙 W微 80% No.6 

IVll. 9 

23 高坪 I 12.2 11110.0 橙 R微 70% No12 

IV8.0 

24 手捏ね I 7.0III5.IV4.5 黒褐 W多 90% 輪積痕が明瞭に残る No.1 

第6号住居跡（第39図）

40-15グリッドに位置し、第 7号住居跡を切る。規模は長軸3.9m・短軸3.8mと正方形に近い。

深さは18~26cm、主軸方位はN-7°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は中央部付近に

凹凸が目立つ。

カマドは、北壁の南よりに構築されており、煙道部のみ検出された。覆土には天井部の崩落かと

思える焼土層がある。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

遺物は、土師器坪、須恵器坪・高台付坪等が出土している。また、ごくわずかだが住居跡西半か

ら炭化材が検出している。

口

三
＼
 

□-」

＼／  

三三

＼ 

□ 8 

゜
10cm 

第38図第6号住居跡出土遺物

- 56 -



／
 

B' 

SJ 7 

祉

旦．20

゜ヒ—-
2m 

---|、 1

勺

<(| 

冒
B38.20 

<(I 

SJ 6カマド

1.灰褐色土焼土粒子（多）含む

2. 赤褐色土焼土層

3. 灰橙色土砂質

4. 灰白色土硬質土

゜

第39図第6母住居跡

- 57 -



第6号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13.0) V5.0 浅黄橙 W微 30% 器面整形は不明瞭

2 坪 I (13.5) V3.7 橙 W少 30% 器面整形は不明瞭

3 坪 I (14.2) V3.9 橙 W・R少 30% 器面整形は不明瞭

4 坪 I 16.3 IV4.7 橙 R微 70% 

5 高坪 I (14.0) V3. 7 橙 R少 20% 

6 坪 II6.1 V2.5 浅黄橙 W多 30% 回転糸切り離し、生焼け

7 高台坪 III6.8V16.8V2. 7 浅黄橙 W多 30% 

8 高台坪 III7. 3 VI(S. 6) にぶい橙 W•R少 80% 

V2.0 

， 甕 I 16.8 II17.5 にぶい橙 W・R多 60% 器面整形は不明瞭

V9.7 

10 甕 II (11.2) 橙 W多 30% 

VI(l2.2) V7.7 

第7• 30号住居跡（第41図）

第 7号住居跡は、 40-15グリッドに位置する。第30号住居跡を切り、第6• 31号住居跡に切られ

る。長軸3.6m・短軸2.2m、深さ 2~10cmを測り、主軸方位は東である。

SJ 7 

゜
10cm' ゜

10cm `2  

SJ 30 

□¥ 1゜ 10cm 

第40図第7• 30号住居跡出土遺物
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SJ 7 
1．灰黄褐色土

2. 灰 褐色土

3. 暗灰褐色土炭化粒子含む

4. 灰褐色土炭化粒子、焼土（多）含む

5.橙色土砂質土

~: ::悶土 カマド覆土、焼土粒子（少）含む ［一
2m 

1 | 

第41図第7• 30号住居跡
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第30号住居跡は、 40-16グリッドに位置し、西半を第 7号住居跡に切られる。掘り込みはほとん

どなくわずかに痕跡をとどめるのみである。

第 7号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 甕 I 15 8 II14.7 にぶい橙 R多 90% 

IIl6. 5 IV18 3 

2 砥石 長12.0幅30厚28 175.00 g 凝灰岩、四面使用

上面も使用し刃痕有り

第30号住居跡出土遺物

□ l 甕

法量（cm)I 色

I (13.0) V5.2 橙

調

w:、W多土 1残：：

特 徴 注記No.

第 8号住居跡（第42図）

4炉 18グリッドに位置する。南半は調査区域外にあり、東壁は5.2mを測る。深さは13~25cm、

主軸方位はN-41°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は起伏がある。カマドは検出され

ないが北壁際に深さ約16cmの掘り込み (P1)があり、この付近に遺物が集中して出土している。
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ふ13
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態()

調査区域外

A 38.40 
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l

 

ロ□皇二冒麟ロ一
SJ 8 
1.明褐色土炭化粒子、焼土（微）、小石含む

2. 明褐色土 1層より暗、炭化粒子、焼土（微）、小石含む ゜
2m 

第42図第8号住居跡
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第43図 第 8号住居跡出土遺物(1)
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第44図第8号住居跡出土遺物(2)

第8号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記Na

1 坪 I (13.0)IV(4.6) 橙 W少 30% 全体に風化著しい

2 坪 I (14.2)IV(4.9) にぶい褐 W多、 R微 30% 

3 坪 I 12.5 IV4. 9 橙 W多、やや粗 90% 内外面共に風化 No. l 

4 椀 I (13.6) IV7.5 にぶい赤褐 W多、B少、やや粗 40% 

5 甕 I (19.3) VS.2 にぶい橙 W・B極多、粗 40% やや風化

6 甕 I 21.2 II19.0 にぶい橙 W・B(5呵含）多 70% 全体にやや風化、一部剥落 No.6 ・12~ 

V19.0 粗 14 • 17 

7 甕 I (23.1) Vl6.8 橙 W(5mm含）多、粗 30% 全体に風化著しい No.2 

8 甕 I 18.8 Vl4.5 橙 W・B(3呵含）多、R少 70% やや風化 No.4 

， 甕 I 2.5 II19.8 浅黄橙 W・B多、やや粗 90% 全体に風化著しい No.2 

III4.5 IV42.l 

10 甕 III(6.6) V3.8 明赤褐 W・B多、R少、粗 40% やや風化 No.6 

11 甕 III4. 8 V 15. 2 明赤褐 W・B (5mm含）多、粗 60% 全体に風化 No.4 

12 甕 I 12.2 Ill3.2 橙 W・B 80% 全体にやや風化 No.14 

III5.6 IV16.5 

13 高坪 Vl3.0 橙 W・R微 60% 内面風化著しい No.16 
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第 9号住居跡（第45• 47図）
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39-18グリッドに位置し、第33号住居跡を切る。南側は調査区域外にある。北壁は4.6mを測り、

深さは14~19cm、主軸方位はN-81"-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はやや起伏があ

る。

カマドは、東壁に構築され、燃焼部は掘り込まれていないが火床と思われる硬化した焼土が明瞭

に残り、隣接して小ピットが検出された。また、カマド左袖の壁際に小ピット (P8) がある。貯

蔵穴は、カマド南側に三ヶ月状に検出され、壁際が棚状に高くなっている。柱穴は、 2基検出 (P

5 • 7) され、深さは29cm、21cmである。
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1.黒褐色土焼土粒子・灰粒子（少）含む

2. 黒褐色土 焼土粒子・灰粒子（少）含む、粘質

3. 暗褐色土灰粒子（微）含む

4. 暗褐色土 焼土粒子・灰粒子（微）含む

5. 赤褐色土焼土層

゜
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第47図第9号住居跡（2)

第9号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (14.4)IV(4.8) 褐灰 W多、B少、 2m畔＼粗 40% 内外面共に風化 No. 6 

2 坪 I (14.l)IV(3.3) 橙 W・B極少、極密 10% No. 4 

3 坪 I (14.3) IV5 5 明褐灰 W・B多、極粗 30% 

4 坪 I 13. 6 IV4.1 橙 W・ B少 70% 全体に風化著しい No. 1 

5 坪 I (10.4) IV5.3 橙 W・B(2疇含）多粗 20% 内外面共に風化著しい No. 4 

6 甕 I (19 5) V7 7 橙 W・ B • R多 20% 全体に風化著しい No. 2 

7 甕 I (17.6) 橙 W・B(5呻含）多 10% 全体に風化著しい No. l 

II (18.4) V27. R少 上半部輪積痕明瞭
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第10号住居跡（第48• 49図）
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41-15グリッドに位置する。長軸5.9m・短軸5.lmで東西に長く、深さ 8~13cm、主軸方位はN

-7°-wである。床面は、ほぼ平坦だが中央がわずかに高くなっている。

カマドは北壁に構築され、燃焼部の掘り込みはない。カマド右袖から住居跡の北東コーナ一部に

かけては大きく張り出している。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

遺物は、住居跡西半と張り出し部に集中して出土している。

勺 呵

←cふり

］］／ 
B' 

｀ 
125 

<(| 』

SJ 10カマド

1.灰褐色土

B 3810 B' 2. 灰褐色土

3. 暗灰褐色土焼土粒子含む

4. 暗黄褐色土

5. 暗赤褐色土焼土層

゜
1m 

L 

第49図第10号住居跡(2)

第10号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (14.4)IV(4.3) にぶい橙 B極少 20% 風化著しい

2 坪 I (12.4)IV(3.8) 橙 W・B少 10% 風化著しい

3 坪 I (12. 9) IV 4. 7 にぶい橙 W・ B多 40% 全体に風化 No.95•97他

4 坪 I (13. 7)IV(4. 7) にぶい橙 B・R 30% 全体に風化 No.10 

5 坪 I 13.2 IV4.9 橙 W ・少 90% 全体に風化著しい No.83 • 87 

6 坪 I (13)IV(5.0) にぶい赤褐 w 20% 風化著しい No.33 
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第50図第10号住居跡出土遺物(1)

- 67 -



-―
 一

ロロロロロ，

/---(31 

30 ゜
10cm 

第51図 第10号住居跡出土遺物(2)

第10号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

7 坪 I (15. 2) IV (4. 3) にぶい橙 W・B・R少 20% 全体にやや風化 No.73 

8 坪 I (15.5) IV5.5 浅黄橙 W・R少 50% 風化著しい No.84 • 86 

， 坪 I 13.8 IV4 8 橙 W 。B。R多 70% 全体に風化著しい No10・20他

10 坪 I (13.8)IV(4.5) 橙 W 。B少 30% 全体に風化著しい

11 坪 I 14.0 IV5.0 橙 B・R少 60% 全体に風化著しい No. 7 

12 坪 114.4 IV4.7 淡橙 W・B少 90% 全体に風化著しい No・16 

13 坪 I (14. l)IV (4. 0) にぶい橙 B。R少 10% 全体に風化著しい
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第52図第10号住居跡出土遺物(3)

第10号住居跡出土遺物(3)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

14 坪 I 13 9 IV4.6 橙 W 。B少 80% 内面一部剥落 No. 7 • 9 

15 坪 I (13 S)IV(4.6) 橙 W・B少 40% やや風化 No15 

16 坪 I (15. 8) IV (4. 2) にぶい橙 W 。B少 30% 風化著しい No.125 

17 坪 I (14.3)IV(4 5) にぶい橙 B・R多 40% 全体に風化 No.66 • 67 

18 坪 I (12.8)IV(3.5) にぶい橙 B・R少 30% 全体に風化著しい No.18 
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第10号住居跡出土遺物（4)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

19 坪 I (14.6)IV(5.3) にぶい橙 W少 50% 全体にやや風化、丁寧な作り No.11 

20 坪 I (16.8)IV(6.6) 橙 W・B少 40% 内外面共に風化著しい

21 鉢 I 13.1IIl3.1IV4.0 浅黄橙 B多 70% やや風化 No.23 

22 椀 I 11. 7III6.3IV5.l にぶい橙 W・B多 70% 全体に風化、外面輪積痕明瞭 No.59 • 92 

23 椀 I (ll.O)IV(5.0) にぶい橙 W・B多 40% 全体に風化著しい No.80 

24 椀 I (11.2) IV6.3 にぶい橙 W・B多、 R少、粗 50% 全体に風化著しい No.48 • 61 

25 甕 I 12.4 II13.9 橙 W・B多 80% 全体に風化著しい No.8 

III6.3 IV13.4 

26 甕 I 18.3 Vl5.8 にぶい橙 W・B多、粗 40% 全体にやや風化 No.35 

27 甕 I (17.5) V9.0 にぶい橙 W•B多、 R少、料嘲 20% やや風化 No.15 • 67 

28 甕 I (2.4) Vl.2 にぶい橙 W・B極多、粗 20% 全体に風化著しい

29 甕 1(17.8) Vl.7 浅黄橙 W•B多、 R少、粗 30% 全体に風化

30 甕 I (23.4) 灰白 W・B多、粗 40% 全体に風化著しい No.1 • 5 

II (27. 7) V2. 

31 甕 I (17.9) V7.0 にぶい橙 W・B多、粗 30% 風化著しい No.42 

32 甕 I 18.5 II19.3 にぶい橙 W多、粗 80% 全体に風化、やや歪み有り No.98・100 

III7.0 IV33.8 口縁部・頸部に輪積痕 103他

33 羽釜 I (23.8) 褐 W・B多、 R少 20% 全体に風化著しい

ツバ径(25.8)V9.8 

34 羽釜 I (24.6) V20.0 明赤褐 W・B多、 R少、粗 30% 全体に風化著しい

ツバ径(27.3)

35 羽釜 I (25.2) V23.3 明赤褐 W・B多、やや粗 20% 全体に風化著しい

ツバ径(3.2)

36 羽釜 I (22.0) V21.5 橙 W・B多 30% 全体に風化著しい

ツバ径(21.5)
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第11号住居跡（第53・54図）

41-17グリッドに位置する。第12• 15号住居跡を切る。長軸6.0m・短軸4.8mで南北に長く、深

さは10~21cm、主軸方位は S-83°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は北半が低くなっ

ている。

カマドは東壁中央に構築され、掘り込みはないが、焼土層、灰層が明瞭に残る。

遺物は、須恵器高台付坪、土師器坪・甕等が出土している。第57図23• 24は、表面に刃痕と思わ

れるキズがあり、それぞれ安山岩•砂岩製である。
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第53図第l1号住居跡（1)
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SJ 11カマド

1. 暗褐色土焼土粒子・炭化粒子含む

2. 暗褐色土 1層より炭化粒子（多）含む

3. 赤褐色土焼土層

4. 暗灰色土灰層

゜
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第54図第11号住居跡(2)

第11号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 高台坪 Vl6.4 V4.l 赤褐 W・ R少 50% 回転糸切り離し

2 高台坪 Vl6.0 V4.l 灰白 W多 30% 回転糸切り離し

3 高台坪 I 13.6Vl6 8IV5.0 灰 W微 50% 回転糸切り離し

4 高台坪 I 15.2VI6.8IV4.6 灰白 W微 40% 内外面に緑釉が付着

底部内面に重ね焼き痕

5 坪 I (14. 7) IV (5 2) 橙 R多 30% 

6 坪 Il3 8 IV4.7 浅黄橙 B,R多 80% 

7 坪 I (13. 7)IV(5.3) 橙 W・ B多 30% No・l2 

8 坪 I 12.8 IV(3.7) 黒 W微 50% 器面全体が黒変している

， 鉢 I 16.4III7.0IV8.2 橙 W少 100% 作りが粗雑、木葉痕 No.24・26他
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第55図 第11号住居跡出土遺物(1)
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第56図第11号住居跡出土遺物（2)
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第57図第11号住居跡出土遺物(3)

第11号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

10 椀 I (24.4) V9.2 にぶい橙 B少 10% 

11 羽釜 I (29.5) V7.0 にぶい褐 W多 10% カマド

12 羽釜 V5.0 にぶい褐 W多 10% No.1 

13 甕 I 15.2 V8.8 橙 B•R少 70% No.43・44他

14 甕 IIl5. 0 V7. 0 にぶい橙 R多 40% 外面に煤付着

15 甕 I (15.8) V9.8 橙 W多 10% No.45 

16 甕 I 13.0 Ill8.2 にぶい橙 W微 70% 

III8.0 IV18.l 

17 高坪 I (13.8) V5.5 にぶい橙 R多 10% カマド

18 甕 I 18.2 II18.2 にぶい橙 W(2~3m揺）多 60% 内面の粘土接合痕が明瞭 No.29・32・ 

V29.8 34・39他

19 甕 I 21.3 II17.4 にぶい橙 W・R多 70% No.l~5 ・10 

III6. 0 IV37. 0 11・13他

20 甕 I21.0 II16.8 明赤褐 W多 50% N叫•7·9 ・

Vl4.4 15 • 16 

21 甕 I (20.0) V12.5 にぶい橙 R多 30% 

22 甑 I 24.0 IIl9.0 橙 W(2~3 mm含）多 50% 外面一部に煤付着 No24・37他

VII8. 3 IV31. 0 
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第12号住居跡（第58。59図）
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第58図第12号住居跡（1)
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41一 17グリッドに位置する。第15• 16号住居跡を切り、第11号住居跡に切られる。規模は、長軸

5.6m・短軸5.lmで南北にやや長く、深さは10~16cm、主軸方位はN-44°-Wである。壁はほぽ垂

直に立ち上がり、東壁には歪みがある。床面は中央付近が若干高い。

カマドは、北壁中央よりやや東に構築されている。燃焼部の掘り込みはなく、遺存状態はあまり

良好ではないが、最下層に灰層が残る。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

ごく少量だが、南東コーナー付近から石錘が 3個まとまって出土している。遺物は、
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第60図 第12号住居跡出土遺物

第12号住居跡出土遺物

池
＿
1

疇
一
椀

法量 (cm)

I 17.0 III7.4 

!Vll.8 

色調

にぶい橙

胎

w少

土 残存率

80% 

特 徴 注記No.
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第13号住居跡（第61図）

41-15グリッドに位置し、遺物が出土したのみである。当初は遺物の下及び周辺にピット等があ

ると思われたが、それらしいものはなにも検出されなかった。従って、一応住居跡番号は付されて

いるがその可能性は低い。出土した遺物も図示できるものはない。
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第61図第13号住居跡

第14号住居跡（第62図）

41-14グリッドに位置し、北辺は調査区域外にある。規模は東西5.4m、深さ 3~12cmを測り、

N-4°-Wである。壁はやや開き気味に立ち上がる。床面は中央付近がわずかに高くなり、東壁際

は極めて浅い。

カマドは明確に確認されていないが、調査区際にカマド燃焼部の掘り込みの一部と思われる焼上

が検出している。また、東壁際に焼土を覆土に持つ浅いピットが 1個検出されている。

遺物は、梧めて少量である。

第14号住居跡
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第63図第14号住居跡出土遺物

第14号住居跡出土遺物

］゚］ ~: |ぷ：喜）1）1 : 調 1W： 土 □□I全体的：やや風化 徴 1 注；；已No.
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第15号住居跡（第64図）
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SJ 11 S J 15 
1.暗褐色土小石含む

0 2m 
I―-~- 1 | 

y
 

』

゜

◎2 

5cm 

0 1m 
1 ---- | 1 

SJ 15カマド

1.暗赤褐色土焼土細粒子含む

2. 暗褐色土焼土粒子（微）含む

3. 暗褐色土焼土粒子（少）含む

4. 褐色土焼土粒子（微）含む

第64図第15号住居跡
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41-17グリッドに位置し、第ll• 12 • 16号住居跡に切られる。規模は、長軸4.5m・短軸4.2m、深

さ9~13cmを測り、主軸方位はN-59°-Wである。壁は南東コーナー周辺のみ明確に検出され、ほ

ぼ垂直に立ち上がる。床面はやや起伏がある。

カマドは、西壁に構築されているが、痕跡をとどめる程度である。貯蔵穴、柱穴は検出されてい

ない。遺物は極めて少量で、土錘が 2点出土している。

第16号住居跡（第66図）

40-17グリッドに位置し、第15• 17 • 31号住居跡を切り、第12号住居跡に切られる。規模は、長

軸5.4m。短軸5.2m、深さ 15~23cmを測り、主軸方位は S-63°-Eである。カマドは検出されてい

ない。遺物は、極めて少量である。

ローロ／

ぐロロ 3

゜
1ocm 4

 

第65図第16号住居跡出土遺物

第16号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (15.2) V (4. 7) 浅黄橙 W微 40% 

2 一宰 I 9. 8 II12. 2 明赤褐 W・ R少 90% 底部外面に黒斑有り

IVll. l 

3 豆-= I (13.8) VS.1 赤 R多 30% 

4 甕 I 18.4 II18.3 にぶい橙 W(2~3 mm含）多 90% 

III4.3 IV34.7 
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冒 ，
SJ 16 
1.暗褐色土

2. 褐色土

炭化粒子（多）、白色粒子、焼土粒子（微）含む

炭化粒子、明褐色土粒子（少）含む

， 
---

第66図 第16号住居跡
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第17号住居跡（第67区）
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SJ 17 
1. 暗褐色土炭化粒子（多）、白色粒子、焼土粒子（微）含む
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第67図第17号住居跡
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39-17グリッドに位置する。第31号住居跡を切り、第16号住居跡に切られる。長軸3.0m・短軸2.7

mで、深さは13~17cmを測る。主軸方位は S-53"-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面

は平坦である。

カマドは西壁に構築され、燃焼部の前面を深く掘り込んでいる。。貯蔵穴は検出されていないが、、

北西コーナーに深さ 7cmのピットが検出された。

遺物は、カマド内から土師器坪・甕が出土している。

□□/ 

Lーロ

□1ーロ

゜
10cm 

4
 

第68図第17号住居跡出土遺物

第17号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土~ 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 13.8 IV(4.2) 橙 R多 10% No. l • 3 

2 坪 I 12. 5 IV3. 9 にぶい橙 R多 90% 

3 坪 I (13.0) V3 8 橙 R少 20% 内外面赤彩

4 甕 I 18 5 III4 0 褐灰 W 。B多 40% 

V34 5 

第18号住居跡（第69図）

44-19グリッドに位置する。大半が調査区外にあり規模は明確ではないが、一辺5.5m程と思われ

る。深さは21~26cm、主軸方位はN-62°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はわずかに

起伏がある。
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カマド、貯蔵穴等は検出されていない。

遺物は、少量だが土師器坪・甕・土錘が出土している。

＼
 R"4 

匂` ゜

A
 

調査区域外
k
 

A38.10 
k-

冒~.

SJ 18 
1. 暗褐色土 炭化粒子、焼土粒子、小石含む

2.暗褐色土 1層より暗

3. 暗褐色土 2層より暗

4. 暗褐色土 3層より暗、焼土、炭化粒子（多）含む

第69図第18号住居跡

゜
2m 

□ 
ロロニロ

口

◎5 

゜
1ocm1 o 5cm 

第70図第18号住居跡出土遺物

第18号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 14.2 IV4.5 橙 W•B•R少 60% 全体に風化 No.3 

2 坪 I (14.0) IV4.2 にぶい赤褐 W・B・R多 40% 全体にやや風化

3 坪 I (16.3) IV4.2 橙 W・B・R多 40% 全体に風化 Na 1 

4 甕 Ill6.4 V7.5 にぶい橙 W•B•R多 90% 接合痕明瞭 No.8 

5 土錘 残長4.8径1.3 橙 W微 6.92g No.8 
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第19号住居跡（第71• 72図）

39-13グリッドに位置する。北辺と東辺の一部は調査区外にある。東西5.2m、南北は現長で5.6m

ある。深さは 3~9cmと浅い。主軸方位はN-17°-Wである。床面は、中央付近がわずかに高く

なっている。

カマドは検出されていない。貯蔵穴は南西コーナー近くにあり、 97X88cmの不正円形で、深さは

49cmである。

出土遺物は少量だが須恵器壺、土師器坪等がある。須恵器壺（第72図の 1) は小片であるが、徳

利形で平底のものである。

I‘

一

七ー14

A38.00 A-

B 旦

冒¥¥¥¥＼＼冒冒冒言。 2m 

第71図第19号住居跡
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こ
O 10cm 

第72図第19号住居跡出土遺物

第19号住居跡出土遺物

］゚I器： I二。量（cm) I口調 1W胎

2 I 坪 |I15. 8 IV3. 5 I 橙

土 I残存率 特 徴

20% I外面に櫛描波状文を施す

W・B・R少 I so% I全体に歪み有り、やや風化

注記No.

No. 2 • 3 

第20• 21号住居跡（第74• 75図）

第20号住居跡は、 38-15グリッドに位置し、第21• 28号住居跡を切る。規模は、長軸3.5m・短軸

3.0mで南北にやや長く、深さ 14~17cmである。主軸方位は S-7T-Eである。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、床面は若干の凹凸がある。

カマドは、東壁中央よりやや北に構築されている。貯蔵穴、柱穴等は検出されていない。

遺物は、少量ですべて破片である。

SJ 20 

口 ／

□/ 
ロロ／ ＼口：／

□5 

＼ 

゜
10cm 

SJ 21 

／ 口～（＼＼＼

＼ こ

ロ ［
 

゜
10cm 

第73図第20• 21号住居跡出土遺物
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B 38.20 B’ 

＼`＼＼口＼`＼＼＼`＼

C-
C' 

閾ミロ；乞
5. 暗褐色土

6. 黒褐色土

7. 暗褐色土

8. 黒褐色土
D
 

D' 

炭化粒子、白色粒子含む

炭化粒子、焼土粒子含む

硬質土、炭化粒子、黄色土ブロック含む

焼土粒子（多）含む

硬質土、炭化粒子、焼土含む

炭化粒子含む

1層より明、硬質土

焼土・炭化粒子含む、粘質

゜
2m 

第74図第20• 21号住居跡（1)
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SJ 20 

B
 

<(| 

837.20 

馴<| sJ20カマド

1.褐色土焼土粒子・炭化粒子・白色粒子（少）含む

2.黒褐色土焼土粒子・焼土プロック含む

3. 暗褐色土焼土粒子含む

4.灰褐色土焼土粒子（少）含む

5.赤褐色土焼土プロック（多）含む

6.黒色土炭化粒子含む

7. 暗褐色土

8.赤褐色土焼土粒子・炭化粒子の混土

0 1m 

Il> 
SJ 21 

B
 

B

l

 

l:t>:. ..:I 

837.20 旦

l
,
-
3
-
4
 

SJ 21カマド

1.暗褐色土焼土プロック散入

2.暗褐色土焼土粒子・炭化粒子（多）含む

3.暗褐色土焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子（多）含む

4.暗褐色土灰粒子含む

゜

第75図第20• 21号住居跡（2)
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第21号住居跡は、 38ー 15グリッドに位置する。第28• 29号住居跡を切り、第20号住居跡に切られ

る。規模は、長3.8軸 m・短軸3.7m、深さ 15~18cm を測り、主軸方位はN-55°—E である。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

カマドは、東壁中央よりやや北に構築され、燃焼部の掘り込みはない。貯蔵穴、柱穴等は検出さ

れていない。

遺物は、ごく少量ですべて破片である。

第20号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 高台坪 I (15.3)Vl(6.3) 橙 R少 40% 

IV5.4 

2 坪 I (14 6) V3 8 灰白 B微 10% 

3 坪 I 13. 7 V3.5 灰白 B微 50% 

4 坪 I 15.2 IV(4.5) にぶい橙 R少 30% 

5 ミニチュア I (5.7) II(7.2) にぶい橙 W少 30% No15 

6 甕 III6. 2 黄橙 W微 80% 

第21号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 甕 I (25.2) 橙 W・ B少 20% 

II(200) V6.2 

2 甕 I 19 8 II17.l 橙 B多 20% 胴部外面に黒変部分有り

V7.5 

3 甕 III7.4 V3.5 橙 W・ R少 70% 

第22号住居跡（第76• 77図）

37-16グリッドに位置する。規模は、長軸9.2m・短軸8.9mを測り、本遺跡で検出された住居跡

の中で最も大きい。深さは7~15cmで、主軸方位はN-5°-Eである。壁はやや開き気味に立ち上が

り、床面はわずかに起伏がある。

カマドは、北壁中央に構築されており、袖が長く残る。燃焼部はわずかに掘り込まれる程度であ

るが、灰層が明瞭に残っている。貯蔵穴、柱穴等は検出されていない。

遺物の多くは覆土中からであるが、カマド内から完形の土製支脚や土師器甕の破片が出土してい

る。また、北東コーナー付近から炭化材が検出されている。
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第76図第22号住居跡（l)
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゜
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B 3B.40 B’ 

S J 22カマド

1.明灰黄色土 白色粒子（多）含む

2. 明褐色土焼 土ブロック（少）含む

3. 暗褐色土焼 土粒子・炭化粒子含む

4. 赤 褐 色 土 焼土層（天井部）

5. 赤褐色土焼土層

6. 赤色土焼土ブロック

7. 暗灰色土灰 層、焼土粒子（少）含む

8. 暗褐色土

9. 暗灰褐色土 灰粒子・焼土粒子・炭化粒子含む（土器設置部）

10. 暗褐色土焼土粒子含む

第77図第22号住居跡(2)

゜
1 I 

第22号住居跡出土遺物（1)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎， 土 残存率 特 徴 注記No.

1 芸F I 12.8 IV(4.2) 灰白 w少 50% No. l 

2 坪 I 13.2 IV5.0 橙 w少 100% 

3 坪 I (15.4)IV(5.0) 橙 W・ B少 30% 全体に風化著しい

4 応 I (14.ll V3.7 橙 B・R少 30% 

5 坪 I (15.5) IV4.9 にぶい橙 B少 30% 全体に風化著しい

6 坪 I (14 8) V3 8 橙 W・ B少 30% 全体に風化著しい
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第78図第22号住居跡出土遺物(1)
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19 

18 

20 

O 10cm 

第79図第22号住居跡出土遺物(2)
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第22号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

7 坪 I (17.1) V4.8 橙 W·B•R少 20% 全体に風化著しい

8 坪 I 11.5 IV6.5 にぶい橙 W・B多 70% 全体に風化著しい

， 椀 I (12.0) V5.8 にぶい黄橙 B多 20% 全体に風化極めて著しい

10 台付甕 IIIll.9 V9.7 にぶい橙 W・B多、粗 80% 全体に風化著しい

1 1 甕 II16.6III6.3V9.5 にぶい橙 W・B多、粗 70% 上げ底（張り付け）、木葉痕

12 空てギ I 10. 2 III5. 2 橙 B少 80% 全体に風化著しい

IV17.2 

13 壺 I 14.8 II19.5 橙 W極多、粗 80% カマド、全体に風化著しい

IV20.0 

14 甕 II14.4 III6.9 灰褐 W・B極多、粗 50% 

Vl2.l 

15 甕 I (11. 5) Illl. 4 にぶい褐 W多、 B微 30% 全体にかなり歪む、風化著しい

IV(12.8) 

16 支脚 上部径5.4下部径 明赤褐 W少 100% NQ 1 

13.2 IV12.0 

17 甑 I 24. 7 V24.4 橙 B・R少 70% 全体に風化、輪積痕明瞭

18 甕 I 18.4 1117.6 にぶい褐 W多、粗 80% カマド

III5.8 IV32.0 

19 甕 II22.5 IIl7.3 橙 W(3呻含）極多 80% 全体に風化著しい、内面に接合痕

V26.3 粗

20 甕 II20.2 III(6.9) 橙 W(5mm含）極多 40% 全体に風化著しい、内面に接合痕

Vl4.7 粗

21 甕 I (14.1) 橙 W・B多、粗 40% 全体に風化著しい

II (12.4) Vl0.8 

22 甑 1120.4 Vll9.5 にぶい橙 W(3mm含）極多 60% 全体に風化著しい

V24.0 R微、粗

23 甑 I 16.7 IIl5.0 にぶい橙 W•B多、 R少 70% 全体に風化著しい

VIl2. 0 IV13. 7 粗 孔はやや片寄る

- 96 -



第23号住居跡（第80• 81図）

34-13グリッドに位憧する。規模は、長軸4.6m・短軸4.3m、深さ 10~16cmを測り、主軸方位は

N-86°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はやや起伏があり、一部攪乱を受けている。

カマドは、東壁中央より北側に構築され、煙道を北に振る。袖はわずかに残る程度であるが、燃

焼部には火床と思われる硬化した焼土が明瞭に残る。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

呵

--~~fグー

B11ロ B-

<{I 

紐•20 B-

一SJ 23 
1.褐色土 黒褐色粒子（多）、焼土粒子、火山灰（少）含む、やや粘質、しまり良

0 2m 
| 1 1 

第80図第23号住居跡(1)

第23号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13.2) IV5.5 橙 W 。B少 40% 全体に風化著しい

2 甕 IIl(6 1) V3 2 褐灰 W・ B多、粗 50% 

3 甕 III(7.5) V2.3 にぶい橙 W・B多、やや粗 50% 
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遺物は、ごく少量だが土師器坪・甕が出土している。

勺 勺

B
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B 38.20 B' 

□ 5 ¥ 

..:I 

口
¥3  
0 10cm 
I I l 

SJ 23カマド

1.黒褐色土火山灰（微）含む

2. 暗褐色土焼土粒子・火山灰（微）含む

3. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

4. 暗褐色土焼士粒子（少）含む

5. 暗褐色土焼土層

0 1m 

第81図第23号住居跡（2)

第24号住居跡（第82• 83図）

34一 17グリッドに位置し、南西コーナーは調査区域外にある。規模は、長軸4.8m・短軸4.7m、深

さ28~37cmを測り、主軸方位はN-38°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦で

明瞭だが、貼り床は部分的に残る程度である。

カマドは北壁中央に構築され、煙道部が段を持って長く延びる。左袖は明瞭に残るが、右袖の残

りは悪い。燃焼部は掘り込まれてはおらず、最下層には灰層が明瞭に残る。貯蔵穴、柱穴等は検出

されていない。

遺物は、土師器坪・甕・甑等が比較的多量に出土しており、土錘が 1点出土している。須恵器は

覆土中から 3点出土している（第86図の33~35)。33は表面に櫛描文が施されている。 34・35は表面

に叩き目、内面に当て具痕を明瞭に残す。いずれも甕の一部と思われる。

また、南東コーナー付近から白色粘土塊が床直の状態で検出されており、その直上に上師器坪が

出土している。
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第83図 第24号住居跡（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

6 坪 I (15.6) V4.0 灰褐 B少 20% 全体に風化著しい

7 坪 I 15.2 IV4.5 明赤褐 W・R 80% 

8 坪 I 13.6 IV4. 8 橙 W・B多 100% No. 2 

， 坪 I 14.4 V5.l 橙 W・B・R多、や嘩 80% 全体にやや風化 No.6 

10 坪 I 13. 0 IV4. 9 明赤褐 W少 95% 全体に風化著しい No. 4 • 5 

1 1 坪 I (13.5) V4.6 橙 W少 10% 全体に風化著しい

12 坪 I (15.6) V4.1 明赤褐 B多 10% 全体に風化著しい

13 坪 I (15. 5) IV (5. 6) 明赤褐 B極多 10% 全体に風化著しい
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第24号住居跡出土遺物（3)

Nu 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

14 坪 I (13.8) V3.6 橙 W少 30% 風化著しい

15 坪 I (13.7) V2.9 橙 W少 20% 風化著しい

16 坪 I (13.1) V3.8 灰黒 W極微 10% 全体に風化著しい Na 1 

17 高坪 IIIlO.O V4.0 橙 W少 70% 

18 壺 I 6.5 Il9.4 にぶい橙 B少 100% 

IIl5. 0 IV6. 2 

19 互＝士 II16.0 III4.5 にぶい橙 W・B極多、粗 100% 全体に風化著しい

Vl4.3 

20 ＝g  士 I (16.5) V9.6 橙 B多 30% 全体に風化著しい

21 互＝士 II30.7 III7.4 にぶい橙 W・B多、粗 50% 

V23.5 

22 ・互— I (21. 5) 橙 W・B多、粗 40% 風化著しい No.3 

II (29.6) V24.7 

23 一宜 I (21.3) Vl-7.9 褐 W多、 R少、粗 40% 

24 空• III7.3 Vll.6 橙 W多、粗 30% 全体に風化著しい、上げ底（貼

り付け）、不明瞭だが木葉痕

25 一宜巨 Il29.4 III6.7 にぶい褐 W・B多、粗 50% 全体に風化著しい

Vl3.l 上げ底（貼り付け）

26 甕 I (14.8) V5.8 にぶい橙 W•B多、やや粗 40% 全体に風化著しい

内外面に接合痕

27 甕 I (12.8) V6. 7 にぶい赤褐 W・B多、やや粗 20% 全体に風化著しい

28 甕 I (14.9) 橙 W多、 R少、粗 40% やや風化

II (17.2) V20.0 

29 甕 III (7.4) Vl3. 9 橙 W・R粗 20% 全体に風化著しい

30 甑 I 24. 5 II22. 5 明褐灰 W多、やや粗 70% 全体にやや風化、輪積痕明瞭

VIl7. 5 IV27. 9 

31 甕 1119.0 IIl6.2 にぶい橙 W極多、粗 60% 全体に風化著しい

Vl6.2 

32 土錘 残長6.2径1.7 橙 W少 10. 93g 
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第87図第25号住居跡（1)
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31~15グリッドに位置する。大半を攪乱によって壊されており規模等は不明であるが、一辺が 6

m前後になると思われる。深さは18~27cmを測り、中央付近が深くなる傾向がある。主軸方位は S

-46°-Wである。壁はやや開き気味に立ち上がる。床面は明瞭であり、貼り床がカマド周辺で顕著

に残る。

カマドは、南壁に構築されている。袖は痕跡を残す租度であるが、煙道端からは細長の河原石が

立った状態で出土し、 それから少しずれる形で甕の底部が出土している。

遺物は、土師器坪。甕・甑等が出土している。
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第25号住居跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13 6) IV3 7 にぶい橙 W・ R少 40% No. 6 

2 坪 I 13 6 IV4.5 橙 W 。R微 50% No. 8 

， J 坪 I (14 0) V4.5 にぶい橙 w微 40% 

4 坪 I (14.1) V4.9 にぶい橙 W極微 30% No.23 • 24 

5 坪 I 15.2 IV4.8 橙 W・ R微 70% No.12 

6 坪 1(140) V4.0 にぶい橙 W微 20% No19 

7 坪 I (16.4) IV3.5 橙 w極微 30% No.15 

8 坪 I 16.4 IV4.l 橙 W・ B少 100% No.25 

， 坪 I (17.6) V4.5 橙 W・ R少 40% No.23 

10 坪 I (15.5) V3.8 灰褐 w少 20% No.16 

11 坪 I (15.6) V4 6 橙 W微 30% No.15 

12 坪 I (16 4) IV3 3 橙 W少 10% 

13 坪 I (16 0) V3 0 橙 W少 20% No.13 

14 坪 I 13.1 IV6.3 明褐灰 W・ B多 80% No.14 

15 甑 I 14 0 III6 4 にぶい橙 W多、粗 90% 孔は大 1、小 4でいびつ No.11 

VII2.3 IV13 0 

16 甕 I (22 4) V9 0 にぶい橙 W・B多、やや粗 40% やや風化 No. 9 

17 率コ I (16.9) V9 5 灰黄 B多、粗 30% 全体に風化著しい No.10 

18 甕 III7 8 Vl3 9 褐灰 W多、粗 95% No26 

19 士宰 II34 0 Vl6.3 にぶい橙 W多、やや粗 80% 全体に風化著しい No.1・3・4 

20 甕 II (15 8) Ill6. 7 にぶい橙 W多、粗 80% カマド、風化著しい、輪積痕明瞭

V25.2 
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第26号住居跡（第90図）
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25ー 13グリッドに位置し、南半を攪乱によって壊されている。北辺は4.lm、深さ 20~24cmを測

る。主軸方位はN-5"-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はやや起伏がある。

カマドは北壁に構築されているが、遺存状態は悪い。袖はその痕跡をとどめる程度であり、袖の

手前に燃焼部の掘り込みが細長くある。貯蔵穴、柱穴等は検出されていない。

遺物は、カマド右袖近くから土師器坪が床面からやや浮いた状態で出土している。

また、床面の所々で炭化灰、炭化材が検出され、そのなかには住居の部材と思われるものがあり、

焼失家屋の可能性が考えられる。

第26号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 ギ宜 I 24 0 V2 3 灰白 W(2~3 mm含）微 10% 外酉に櫛描波状文を施す

2 坪 V3 5 褐 W多 20% 

3 坪 I 13 6 IV4 2 明赤褐 W・ B多 100% 全体にやや風化、歪み有り No.26 

4 坪 I 12. 5 IV5 2 褐灰 B多、 R微 95% No.23 

5 坪 I 11.4 IV(4 3) 褐灰 B・R多 60% No.21 

6 坪 Ill.7 IV4.9 灰褐 W・ B多 70% 全体に風化著しい No.17 

7 坪 I 12 8 IV4. 7 浅黄橙 W少 90% やや風化 No•22 

8 坪 I (13.0)IV(4.3) 褐 W・ B多 50% No.16 

， 坪 I 15 2 IV5 6 にぶい赤褐 W・ B多 90% No15 

10 士g I 21.9 Ill(l0.0) にぶい橙 W・B多、やや粗 40% 外而下半の一部（ケズリの上）に No. l • 25 

Il33.4 IV(33.2) ナデ調整、輪積痕明瞭

11 士盆 I 19.9 V5.5 橙 W・ B多 70% 攪乱

12 甕 I (19.1) VlO.l 明赤褐 W 。B極多、粗 30% 

13 土錘 長4.2径1.2 黒褐 W多 5.60 g No.19 

14 土錘 残長4.3径1.4 にぶい赤褐 W・ B多 6. 38g No. 3 

15 土錘 残長4.7径1.2 にぶい橙 W・B多 5. 83g No12 

16 土錘 残長5.3径1.3 黒褐 W多 6.81 g No. 2 

17 土錘 残長6.2径17 にぶい赤褐 W極微 18.58 g 攪乱、指頭痕有り
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り、しまり良
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24-11グリッドに位置し、溝状の攪乱によって切られる。規模は、長軸5.7m・短軸5.5m、深さ22~40

cmを測り、主軸方位はN-88°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は攪乱を境に北側が低

くなっている。

カマドは東壁に構築されているが、攪乱によって大半が壊されている。攪乱の北側は、大きさや

上面が平らになっていることからカマドの袖ではなく、棚状の施設の可能性がある。柱穴は、 3基

検出され (P2~4)、深さはそれぞれ61cm、66cm、52cmである。

遺物は、須恵器坪蓋。坪身、土師器坪・甕等が出土している。

第27号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 蓋 I (15 0) V4.5 灰 W少 30% ロクロ右回転 No.22 

2 坪 I (15.1) V3.0 灰 W微 10% No.16 

3 坪 I (11.2) V3.6 橙 W少 10% 風化著しい

4 坪 I (11.6) V3 6 橙 W極微 40% 全体に風化著しい

5 坪 I 11.9 IV(5.0) 橙 W少 50% 全体に風化著しい No. l 

6 坪 I (14.3) V4.6 明赤褐 B極微 30% 全体に風化著しい No.19 

7 坪 I (13.9)IV(5.l) にぶい橙 W・B・R多 40% 全体に風化著しい No.10 

8 坪 I 13.7 IV4 7 にぶい橙 W・R多、やや粗 80% 全体に風化著しい No.20 

， 坪 I (16 2) V3.7 明赤褐 W・ B少 30% No. l 

10 坪 I 14 9 IV4.6 橙 W少、 R多 80% 全体に風化著しい No. 6 

11 坪 I (13.7) V4.1 にぶい褐 W極微 40% No. 3 

12 高坪 IIl(9.9) V4.4 にぶい橙 W・ B多 70% 全体に風化著しい No.7・10 

13 高坪 IlllO.O V4.4 明赤褐 W・ R多 70% 全体に風化著しい No. 5 

14 
宮一 II (16.3) VS.6 橙 B多 20% 風化著しい

15 空士 I (18.1) V7.5 橙 W・B多 10% 全体に風化著しい No.11 

16 甕 I (17 0) V8.3 橙 W多 20% No. 8 

17 甕 I (18.3) V14.0 にぶい橙 W・B多、やや粗 40% 全体に風化著しい No.18 

外面口縁下に輪積痕
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第28号住居跡（第94• 95図）
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ょ
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SJ 28 

1.灰黄褐色土 白色微粒子（多）含む

2. 暗灰黄褐色土

3, 暗黄褐色土砂質

第94図第28号住居跡(1)
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38-15グリッドに位置し、第20• 21号住居跡に切られる。規模は、長軸6.6m・短軸5.6mで南北

に長い。深さは15~23cm、主軸方位はN-4°—E である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はやや

起伏がある。

カマドは北壁中央に構築され、袖が長く延びる。燃焼部は10cm程度掘り込まれ、左袖側が深くな

っており、細長い河原石が 2個立てられた状態で出土している。貯蔵穴、柱穴等は検出されていな

し）。

遺物は、土師器坪・甕等が出土している。

呵 勺

゜
<(| 

8

C

沙

¥
¥
¥
|
乙

色旦

≪I 

B 38.10 B 

SJ 28カマド

1.灰黄褐色土 白色粒子含む

2. 暗赤褐色土 焼土層、灰粒子含む

3, 灰褐色土焼土粒子含む

゜←--―-i 
1m 
I 

第95図第28号住居跡(2)

第28号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13.0) V4.5 橙 R少 30% No.57 

2 坪 I 13.8 IV4.8 橙 W微 50% No. 9 

3 坪 I 13. 0 V 4 5 橙 R少 70% No. 3 

4 坪 I 15.6 IV5.0 橙 R少 80% No.8 
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第96図第28号住居跡出土遺物（1)
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□~] 

口ーロ

14 0 10cm 
l l -

第97図第28号住居跡出土遺物(2)

第28号住居跡出土遺物2)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

5 坪 I (15 8) V3.8 にぶい赤褐 R微 30% 

6 坪 I (16 0) IV3 6 橙 W微 50% 内面に暗文を施す No.36 • 38 

7 竺上 I 20 0 VS.3 橙 W・ B少 60% No.4・5・7 

8 宜＋ I 20 2 VlO 2 橙 B・R多 60% No.43・46他

， 軍写 I (18.5) V7 6 橙 W少 20% No28 

10 甕 I 18.0 II20.0 にぶい橙 W・ R多 60% No.47~49 

V14.8 

11 甕 II20.4 Vl2 5 橙 W・ R多 80% No56 

12 ＝互ゴニ II (32 5) Vl2.9 にぶい橙 W少 30% 内面ナデ調整がかなり雑 No.22・30他

13 甕 III6.5 Vl2.4 橙 W多 90% 木葉痕？ No.55 

14 甑 I 25 0 III7. 8 にぶい橙 R多 50% 輪積痕明瞭 No.26 

IV31.6 

15 高坪 I (16 6) V4.6 橙 W微 30% No.34 
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第29号住居跡（第98• 99図）
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SJ 29 

1.灰黄褐色土 白色微粒子（多）含む

2. 暗灰黄褐色土

3. 暗茶褐色土砂質

0 2m 

第98図第29号住居跡(1)
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39-14グリッドに位置し、第21号住居跡に切られる。長軸6.0m・短軸5.9mで北半がわずかに膨

らむ。深さは20~27cmを測り、主軸方位はN-0゚ である。壁はやや開き気味に立ち上がり、床面は

中央付近が若干高くなる。

カマドは、北壁中央に構築されている。袖が長く延び、煙道端が細くなる。燃焼部の掘り込みは

ない。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

遺物は、土師器坪・甕等が出土している。

可 勺

B

l

 

Bノ

<(| .,:I 

B38.20 旦
SJ 29カマド

1. 灰黄褐色土 白色粒子含む

2. 暗赤褐色土焼土層、灰粒子含む

3. 灰褐色土焼土粒子含む

゜
1m 

第99図第29号住居跡（2)

第29号住居跡カマド
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゜
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第100図第29号住居跡出土遺物

第29号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (14.0) V2.8 橙 W極微 20% 底部外面に黒斑有り No. 5 

2 坪 I (18.0) V4.3 橙 W極微 20% 

3 坪 I (14.9) V4.0 明赤褐 B少 20% 全体に風化著しい No.5 

4 坪 I 14.4 IV4.4 橙 B少 90% やや風化 No.5 

5 坪 I (16.0) V4.1 橙 R少 20% 底部外面に黒斑有り No.6 

6 坪 I (13.5)IV(5.4) 橙 W極微 40% No.12 

7 高坪 Vl.6 にぶい橙 W少 10% 

8 甕 I (12.0) V5.3 灰褐 W少 10% 

， 甕 I (13.0) V6.4 浅黄橙 R微 20% 内面の調整は不明瞭

10 甕 I (12 6) V5.6 橙 W・ R多 20% 外面の調整は不明瞭

11 甕 I (18.4) Vl5.3 橙 W少 30% 胴部外面に黒斑有り No. 7 
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第31号住居跡（第101• 102図）

39ー 17グリッドに位置する。第7• 32 • 33号住居跡を切り、第16• 17号住居跡に切られる。規模

は、東西6.9m、南北は6.5m程度と思われる。深さは18~23cm、主軸方位はN-40°-Wである。床

面は凹凸がある。

カマドは、北壁中央に構築されている。右袖の内側は焼土化しており、覆土には焼土をブロック

状に含む。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。
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SJ 31 
1.灰褐 色針

2.褐色土

3, 淡黒褐色土

焼土粒子、火山灰含む

炭化粒子、火山灰含む

炭化粒子、焼土粒子含む
゜1 --1 ---

A' 

2m 
| 

第101図 第31号住居跡（1)
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第102図 第31号住居跡(2)

口 ／ ロニ/

〇 10cm 

第103図 第31号住居跡出土遺物

第31号住居跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (15 S)IV(4.3) 橙 R少 30% 

2 坪 I (14 6) IV (3. 3) 橙 R少 30% No.18 

3 坪 I 16.0 IV6.8 橙 W微 60% No. 2 • 3 

4 士空 II13 3 Vll.O にぶい橙 W多 50% 

5 高坪 !Vll.6 橙 R多 50% No.10 
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第32号住居跡（第104• 105図）
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38-16グリッドに位置し、第31号住居跡に切られる。規模は、長軸6.lm・短軸5.9m、深さ5~16

cm を測り、主軸方位はN-43°—E である。床面はほぽ平坦である。

カマドは北壁中央に構築され、先端を西に振る。燃焼部はその手前から約10cm掘り込まれ、右袖

に隣接して丸く袖状に突出する部分がある。貯蔵穴は検出されておらず、ピット 1は深さ 4cmと極

めて浅い。遺物は、いずれも破片である。
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第105図 第32号住居跡(2)
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第106図 第32号住居跡出土遺物

第32号住居跡出土遺物

No. 

ー

器種

壺

法量 (cm)

I (13.6) V6.5 

2
 

甕 III7.0 V3.3 

色調

にぶい黄橙

にぶい褐

胎

W・B多

W•B多

土 残存率

40% 

80% 

特 徴 注記No.

Nu5 

木葉痕 No.6 
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第33号住居跡（第107• 108図）
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3. 黒褐色土火山灰（多）、焼土粒子（少）含む
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第107図第33号住居跡（1)
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39-17グリッドに位置し、第9• 31号住居跡に切られる。長軸6.9m・短軸6.4mでわずかに扇状に

ひらく。深さは16~27cm、主軸方位は S-23°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は起伏

がある。

カマドは南壁に構築されている。燃焼部は10cmほど掘り下げられ焼土が充填し、その奥に河原石

が立てられ、上に土器が被せた状態で出土している。
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第109図 第33号住居跡出土遺物

第33号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記NQ

1 坪 I 14.0 IV(4.5) にぶい橙 W微 50% 

2 椀 111.7 Illl.3 橙 R少 50% 

IV6.2 
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第34号住居跡（第llO• lll図）

42-18グリッドに位置し、第 2• 35 • 48号住居跡を切る。南辺は調査区域外にあり、北辺は4.7mを

測る。深さ17cm、主軸方位はN-72°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

カマドは東壁に構築され、燃焼部には小ピットがある。両袖の内側は河原石と板状の石で補強され

ており、カマド内でも数個の河原石が検出されている。
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第llO図第34号住居跡（1)

第34号住居跡カマド
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焼土粒子（少）含む

焼土粒子（微）含む、やや砂質
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第34号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 高台坪 I 14.1VI8.3IV5.9 にぶい褐 W・ B多 70% 風化の為かザラザラ No. 2 

口縁部やや歪む

2 高台坪 I (15.5)VI(6.6) にぶい橙 B少 40% カマド、底部内面ヘラナデ Nul2 

IV6.8 糸切り離し後貼り付け高台

3 甕 IIl4.8 Vll.O にぶい橙 W・B多 70% 割れ口端は内外共に剥落

4 羽釜 I (23. 2) IV21. 7 暗赤褐 W・B多、やや粗 40% 全体に風化著しい No.4 • 5他

5 羽釜 III(l2.4) VS.O 橙 W・R多、粗 60% 全体に風化著しい No. 7 

第35号住居跡（第113• 114図）

43ー 19グリッドに位置する。第48号住居跡を切り、第2・34号住居跡に切られる。南半は調査区域

外にあり、北辺は5.lm を測る。深さ 10cm、主軸方位はN-20°—E である。第34号住居跡の床面と

の比高差はほとんどない。カマドは北壁中央に構築され、袖、煙道共に長い。燃焼部は20cmほど掘

り込まれている。出土遺物は、極めて少量である。
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第113図第35号住居跡（1)
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SJ 35カマド

1.暗褐色土焼土粒子（少）含む

2. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

3. 暗褐色土

4. 黒褐色土焼土粒子（多）含む

5. 黒褐色土焼土粒子（多）含む

6. 黒褐色土焼土粒子（少）含む

7. 暗褐色土焼土粒子（微）含む、礫混入

8. 黒褐色土焼土粒子（微）含む

゜
1m 

第114図第35号住居跡(2)

□ ロ ／
 ゜

10cm 

第115図第35号住居跡出土遺物

第35号住居跡出土遺物

□ l 坪

法量 (cm)

I (14.l)IV(4.2) 

色調

にぶい橙

2 I 椀 I I 23. 4 V 3. 4 I 暗赤褐

胎

W・ B少

B
 

土 I残存率

40% I カマド、全体に風化著しい

40% 

特 徴 注記No.
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第36号住居跡（第116• 117図）

44-17グリッドに位置し、溝状の攪乱に切られる。規模は、長軸4.7m・短軸4.5m、深さ28~32cm

を測る。主軸方位は S-87°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝が貯蔵穴から南壁にかけ

て検出されている。カマドは東壁中央に構築され、右袖の一部を攪乱によって壊される。貯蔵穴は

南東コーナー付近にあり、 109X94cmの円形で、深さは41cmを測る。
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瞑．20 旦．
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SJ 36 
1.暗褐色土

2.灰褐色土

3.褐色土

4.褐色土

5.暗黄褐色土

砂質

゜
2m 

第116図 第36号住居跡（1)

第36号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 14.1 IV4.0 橙 R微 90% No.100他

2 坪 I 15.4 IV4.2 にぶい橙 R少 50% No.35・55他

3 坪 I (14.7) IV4.0 橙 W微 30% 口縁部内外面が黒色を呈する No.67 

-132-



勺 呵

<1:1 』

SJ 36カマド

1. 暗褐色土焼土粒子（微）含む

2. 暗褐色土 焼土粒子・黒褐色粒子（少）含む

3. 黒褐色土焼土粒子（少）含む

4. 黒褐色土灰層

5. 黒褐色土焼土粒子（極多）含む

6. 暗褐色土焼土粒子（微）含む

7. 褐色土焼土粒子（少）含む

8. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

9. 暗褐色土焼土粒子・黒褐色土（微）含む

10. 黒褐色土焼土粒子（微）含む

B38.10 B
 

0 1m 
I I I 

第117図第36号住居跡(2)

第36号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

4 坪 I 27 0 IV4.0 橙 R少 70% No.65 

5 坪 I (13.4)IV(3.8) 橙 W極微 40% No.69 

6 坪 I (12.2)IV(3.5) にぶい橙 R少 30% 

7 
盆一 I 8.8 II15.0 明赤褐 極少 40% 

Vl5.7 

8 ＝空ゴ＝ I (17.6) 橙 W・ R微 40% No.4炉---51他

II (27.3) Vl3 7 

， 、互ギ II17. 5 III6. 5 橙 W少 50% 底部外面に黒斑有り No. 9 

V19 5 

10 竺手 I (17.6) にぶい橙 W少 40% 

II(30.0) V290 

11 宮土 I (20.0) 橙 W多 30% No.74～洲也

II (30.6) Vl9.3 
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第118図第36号住居跡出土遺物(1)
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第119図第36号住居跡出土遺物（2)
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第120図第36号住居跡出土遺物（3)

第36号住居跡出土遺物（3)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

12 甕 I 16.0 II17.8 にぶい黄橙 W・B・R多 80% 体部外面に黒斑有り No.30•32他

Vl5.2 

13 甕 I 24.0 II31.0 明赤褐 W多 70% No.57 

V23.4 

14 甕 I 24. 0 1128. 2 灰白 W少 80% 貯蔵穴一括、輪積痕明瞭 No. l~3•5他

V29.4 胴部中位外面に煤付着

15 甕 I 17.8 II16.0 橙 W多 60% No.5 • 7他

V12.0 

16 甕 I 17.8 II17.4 橙 W(2~3 mm)多 60% 

V22.3 

17 甕 I (19.6) 浅黄橙 W多 10% 

II (19.3) V20.6 
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第36号住居跡出土遺物(4)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

18 甕 I (18.0) V7.9 橙 w微 30% No.64 

19 甕 I 17.4 II18 0 灰褐 W(2~3 mm)多 60% 木葉痕 No31。39他

IIl5. 4 IV (32 5) 

20 甕 I 12.5 II12.4 浅黄橙 W多 80% 

Vll.O 

21 甕 II17.5 III7.8 橙 W・B少 60% No. 8 • 12他

V25.0 

22 支脚 下部径6.0V7 6 にぶい黄橙 W微 50% 

23 土錘 長59径1.8 淡黄 W多 17.6m 

第37号住居跡（第122図）

43-17グリッドに位置する。規模は、長軸4.2m・短軸4.0mで東西にわずかに長い。深さは14~19

cm、主軸方位はN-65°-Wである。壁はやや開き気味に立ち上がり、床面は東壁際が若干下がる。

カマドは西壁中央より北側に構築され、燃焼部の掘り込みはない。貯蔵穴、柱穴等は検出されて

いない。

出土遺物は、ごく少量である。

口

¥a2 
O 10cm 
l l I 

第121図第37号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 11.7 IV4 0 橙 W極微 70% カマド

2 甑 III7. 2VII2.4 V2. 4 黒褐 W微 80% 底部外面に煤付着 No. 1 

3 亨写 I 12 4 II14.4 淡橙 W(2~3 mm)多 95% 

III6. 0 IV14 0 
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SJ 37カマド

1.暗褐色土焼土粒子（多）含む

2. 暗褐色土焼土粒子（微）含む

3. 褐色土焼土粒子（少）含む

4. 褐色土焼土細粒子（極多）含む

B38.1 o B
 

゜
1m 

第122図第37号住居跡

-138-



第38号住居跡（第123図）

33-16グリッドに位置し、南半を攪乱によって壊される。規模は、北辺で4.0m、深さ17cmを測

る。主軸方位はN-22°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

カマドは北壁に構築されているが遺存状態は悪い。貯蔵穴、柱穴等は検出されていない。

遺物は、土師器坪・壺が出土しているが、いずれも破片である。

ー

撹乱

SJ 38 
1.暗褐色土焼土粒子、炭化粒子（多）、火山灰含む

2. 暗褐色土焼土粒子、火山灰（少）含む

3. 暗褐色土焼土粒子、火山灰（多）含む

勺 呵
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B 37.90 B 

<(I 

SJ 38カマド

1.暗褐色土焼土粒子・黄褐色粒子（少）含む

2. fこぶい黄褐色土焼土粒子（微）含む

3. 褐 色 土焼土粒子（微）含む

4.褐 色 土焼土粒子（少）含む

5.黒褐色土焼土粒子（多）、炭化粒子（少）含む

゜
1m 

第123図第38号住居跡
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第124図第38号住居跡出土遺物

第38号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (14 4) IV4.4 橙 R少 30% 

2 坪 I (13.5) IV4.3 橙 W極微 20% 

3 坪 I (15 2)IV(4.0) 橙 W微 10% 

4 坪 I (13 7) IV5. 5 橙 R微 30% 

5 坪 I (13 O)IV(4 0) 橙 R少 30% 

6 坪 I (15.6)IV(4 6) 橙 w極微 30% 

7 坪 I (15.8)IV(4.3) 黒褐 W微 10% 

8 坪 I 04.7)IV(4 4) 橙 W極微 40% 

， 
宜一 Vl2.0 橙 W・ R少 50% 

10 宮＋ !!13 Olll6.7V7 6 浅黄橙 R微 40% 

11 壺 Ill2 0 Ill6. 5 浅黄橙 W・ B少 80% No. 3 • 16 
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第39号住居跡（第125• 127図）

48一 17グリッドに位置し、溝状の攪乱に切られる。長軸4.6m．短軸4.0mで東西にやや長い。深

さは18~22cm、主軸方位はN-45'-Eである。壁はやや開き気味に立ち上がり、床面は明確で、起

伏がある。

¥ 
x，， ぐ

Al <` 撹9t

□3 

• 6 

繹•10 A-

ー瓢冒疇
SJ 39 
1.褐色土白色粒子（微）、しまり良 o 
2.褐色土炭化粒子、焼土粒子（少）、地山の土含む、やや粘質

2m 

第125図第39号住居跡（1)

こ 1

こ 3 こ̀ 5 ご 6 ( 

0 1ocm1 

c
ー
ロ

第126固第39号住居跡出土遺物
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カマドは北壁に構築され、煙道が長く延びる。貯蔵穴 は北東コーナー付近に検出され、 67X65cmの

不正円形 で 深 さ は17cmを測る。ピットは 6基検出され (P1~6)、深さはそれぞれ7.5cm、 16

cm、 23cm、 16cm、 15cm、 16cmで、p3以外は柱穴の可能性がある。

勺 可

O
L
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o
o
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v
 

B B’ 

冒

SJ 39カマド

1.褐色土白色粒子（少）含む

2. 褐色土黄色粒子（多）、焼土粒子・炭化粒子（少）含む

3. 褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

4. 赤褐色土焼土粒子。炭化粒子（多）含む

5. 明赤褐色土灰粒子（微）含む

6. 黄褐色土焼土粒子（微）含む

0 1m 
ピ—- I ---―-| 

第127図第39吾住居跡（2)

第39号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 蓋 I 9. 2 IV2 8 灰白 W少 100% 攪乱、内面が生焼け

2 芸r I 11. 0 IV2 7 黄灰 W微 100% ロクロ右回転 No.4 

3 坪 I 9. 6 IV2. 6 灰褐 W多 100% No. 2 

4 坪 I 10. 5 IV3 4 橙 R多 100% 内外面一部に煤付着 No.4 

5 坪 I 10. 5 IV3 4 浅黄橙 R少 100% 外面に黒斑有り No. 3 

6 坪 I 10.3 IV2.9 橙 R少 100% No. l 

7 支脚 V7 5 にぶい黄橙 W少 80% No. 7 
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第40号住居跡（第128図）

18ー 10グリッドに位置する。当初は、掘り込みの浅い住居跡のカマドの痕跡かと思われたが、周

辺にそれらしいものはなく、決め手に欠ける。長軸86cm•短軸54cm、深さ 12cm である。

I
,
-
A-

七，ー。

_g. ー
、
一

A38.30 よ

A _JI, 

S J40 
1.茶褐色土砂質

2. 茶褐色土焼土粒子、炭化粒子（多）含む

゜

0 1m 
l | 

1m 

第128図第40号住居跡

口

＼

゜
10cm 

第129図第40号住居跡出土遺物

第40号住居跡出土遺物

No.1 器種 1 法量（cm) I 色 調 I 胎 土 I残存率

1 I台付甕 |II(14.0) IIIl0.31明赤褐

Vl5.2 

W微

特

60% I胴部外面に煤付着

徴 注記NQ

Nul 

発掘作業風景
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第41号住居跡（第130• 131図）
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口
SJ 41 

1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3. 褐色土

4. 褐色土

礫、炭化粒子、火山灰（少）含む、しまり良

礫、褐色粒子、炭化粒子（多）含む、しまり良

礫、焼土粒子、炭化粒子、火山灰（少）含む

礫、炭化粒子（少）含む、わすかに粘性あり、しまり良

゜
知——• -... -• 

第130図 第41号住居跡(1)
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46 17グリッドに位置し、第42• 43号住居跡を切る。規模は、長軸7.5m。短軸7.2m、深さ 15~22

cmを測る。主軸方位はN-680-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

カマドは、東壁中央よりやや南側に構築されている。燃焼部は10cmほど掘り込まれ、段を持って

煙道部へと続く。貯蔵穴は南東コーナー付近で検出され、 112X90cmの隅丸長方形で深さは約50cm

を測る。ピットは13基検出され、 Pl・2・6・8は柱穴と思われ、深さはそれぞれ18cm、7cm、

5cm、13cmである。 P4 • 5は西壁の中央部に壁と平行してあり、入口施設との関連が考えられ

る。深さは 6cmと3cmである。

遺物は、極めて多量に出土し、カマド内からは高坪が倒位で出上している。

こ口

呵

旦
玉

≪I 

838.00 

SJ 41カマド

旦 1．オリープ褐色土 白色微粒子含む

2. オリープ褐色土焼土粒子（少）含む

3. 褐 色 土焼土粒子・炭化粒子（多）含む

4. 暗褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

5. オリーブ褐色土 焼土粒子・炭化粒子（微）含む

6. オリーブ褐色土 焼土粒子（微）含む、粘土質

7. 明褐色土焼土プロック（多）含む

C-
C' 

゜
1m 

第131図第41号住居跡(2)
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第132図第41号住居跡出土遺物（1)
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第41号住居跡出土遺物(1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12.0 IV4 5 橙 R微 95% No12 

2 坪 I 11.6 IV4 8 橙 W極微 90% No.289 

3 坪 I 12.2 IV4.4 橙 R微 70% No.54 

4 坪 I (13 6) IV5.5 橙 R微 40% No.278 

5 坪 I (13 2)IV(4.2) にぶい褐 W微 30% 

6 坪 I 12. 6 IV 4 5 橙 W極微 90% No.31 ・34他

7 坪 I (12.0) IV4 4 橙 R少 20% 

8 坪 I (16.5)IV(4.7) 橙 R微 40% 坪部内面に僅かに赤彩痕有り

， 坪 I 13. 7 IV4 6 明赤褐 R少 80% No.16 

10 坪 I 13.6 IV4 8 橙 R少 70% No.47~49 

11 坪 I 12 8 IV4.3 にぶい橙 w微 30% No.27 

12 坪 I 04.4) IV4.5 橙 R微 60% No.91 

13 坪 I (13.0)IV(3.3) 明赤掲 R少 30% 

14 椀 I (9.8) IV4.6 にぶい黄橙 W多 70% 

15 椀 I (10.2) IV5 0 橙 W多 30% No.245 

16 椀 I (10.6) IV5.2 明赤褐 R少 30% 内面が黒変している No.17 

17 椀 I (14.6) IV7.4 赤褐 R多 30% 

18 鉢 I (25. 6) IV (9. 5) にぶい黄橙 W少 30% No.293 

19 鉢 I (30 3)IIl(7.4) 橙 W少 30% No.50 • 51 

IV9 7 

20 士卑 I 07.0) V7.4 橙 W微 40% 内面が黒変している

21 豆土 I 21 6 V8.8 にぶい橙 W・ R少 80% Noll ・35他

22 ギ空 III7.8 V4.7 橙 W・R少 90% 
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第133図 第41号住居跡出土遺物(2)
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第41号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

23 • 互 I 23.0 II (34.0) 橙 B・R少 40% No.97・ 101 

V23.8 131・134

24 空• I (19.3) 褐灰 B・R少 20% No.129 

II (32.8) V31.9 135 • 138 

25 壺 III7.0 V2.0 橙 B・R多 80% 外面に黒斑有り

26 空~ III7.5 V2.7 橙 B微 80% No.61 

27 壺 Ill8.2 V2.5 にぶい橙 B微 80% 

28 壺 III7.4 V3.6 淡黄 B少 10% 

29 壺 I 21.5 1125.9 にぶい橙 W極微 70% No.229~ 

V24.9 231 

30 壺 I (19.4) II33.0 にぶい橙 W少 70% No.252 

Vl9.5 254・299 

31 宮＝士 I (25.2) 橙 W微 30% 

11(41.8) Vl8.3 

32 宜て I 15.8 1124.0 にぶい橙 W少 10% No.206 

III (7. 4) IV (26. 2) 207他

33 坦 I 10. 6 1113. 8 橙 R少 50% No.244 

V12.0 

34 坦 I 11.4 V6.4 橙 W微 80% Nu227 

35 柑 II (14.8) V9.8 浅黄橙 R少 40% No.244 

36 甕 I 22. 5 II 30. 5 にぶい褐 W微 95% 胴部内面全体が黒変している No.129 

III6.5 IV29.5 

37 甕 I 25. 4 II 33. 3 にぶい橙 W・R少 40% No.236 

III7.2 IV37.6 242 

38 甕 I (17.2) V5.5 橙 W・R微 20% 頸部内面の輪積痕が明瞭 No.175他

39 甕 I 12. 5 II 20. 2 淡橙 W・B少 80% 内面全体が黒変している

Vl8.0 

40 甕 I (20.6) V6.8 橙 W微 10% 胴部外面が黒変している
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第41号住居跡出土遺物(3)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土~ 残存率 特 徴 注記No.

41 甕 I (15. 8) 橙 W・B・R少 30% No.73 

II (14.4) Vll 7 

42 甕 I (22 6) 橙 W微 40% 内面全体が黒変している No194 

II(282) Vl3.2 207他

43 甕 I 24 6 II 26. 8 にぶい橙 W多 80% 胴部内面に煤が付着 No.129 

III(l0.0) IV31 0 148 

44 甕 I 20 6 II (24. 4) 橙 B・R多 60% No. 2 

Vl3.5 

45 甕 I (15 8) V8.0 橙 B微 10% 

46 甕 I 17 7 II23.6 橙 W徴 70% No.146 

III6 3 IV28 9 208 • 236 

47 甕 I 16 0 II24.1 橙 W微 60% N0.111 

V25 5 131他

48 甕 I 14.0 II22.0 橙 W・ R少 40% 胴部外面に黒斑有り No.19 

V24 5 32。62

49 甕 I 14 2 II (18.6) 橙 R微 30% No.40 • 41 

V20.0 59・60 

50 甕 I 13.0 II14 5 橙 W 。B・R少 80% No.91 

Vl3.0 285。294

51 甕 I 17.4 II (18 4) 橙 W 。B・R少 40% 外面の輪積痕が明瞭 No.23 

Vl3 2 

52 甕 I 19 2 II 21 5 にぶい橙 B・R少 60% No.16 

V27 0 

53 甕 I 17 2 II21.l 橙 W少 80% No.94・107 

III6. 8 IV32 2 llO他

54 甕 I 18.5 II18 3 にぶい褐 W少 80% No.298 

Vl3 0 

55 甕 I 07.0) Vl2.2 にぶい赤褐 W 。B多 20% No.48 

56 甕 I (18. 6) 明黄橙 W・ B少 30% No150~ 

II(l84) V105 152 
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第41号住居跡出土遺物(4)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

57 甕 I 18. 4 II 18. 6 橙 B・R少 70% No.272 

Vl4.2 290 

58 甕 IIl5 0 V 10 9 橙 W・ R多 70% No.290 

59 甕 II (15 7) IIl3 0 灰黄褐 W・ R少 50% 胴部下位～底部に煤付着 No.122 

Vl6 5 167 

60 暉コ 117.8 II19 0 にぶい橙 W・B・R多 90% No.297 

III7 5 IV31 8 

61 甕 117.2 II19 0 にぶい橙 W・ R多 80% No.290 

IIl6 1 IV33. 2 306 

62 甕 I (21 4) にぶい黄橙 W・ B多 50% No.SO 

II (21 6) III6 8 

IV(34.4) 

63 甕 I (13.5) 橙 W多 80% No.108 

II (15.2) 290 

IV(22.9) IIl6.4 

64 甕 I 18 6 II 20 0 橙 W少 80% No.296 

1117 0 IV31. 3 

65 亨写 I 16.5 II19 2 橙 W 。B・R多 80% No.90 

III6.2 IV32.l 277。287

66 甕 I (10.2) IV4.3 橙 W微 20% 

67 甕 1(94) V3.7 橙 W微 30% 

68 甕 I (9 2) V2 9 橙 W微 20% No.28 

69 甕 I (11.6) V5.6 橙 w多 10% 

70 甕 I (12.6) 橙 w少 20% No.37 • 38 

II (12.5) VlO.O 

71 碑写 I (13 2) 橙 R少 20% 

II (12.4) V7.6 

72 甕 I (15.8) にぶい赤褐 W微 20% No.254 

II 05.4) VlO 2 256 • 300 
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第142図 第41号住居跡出土遺物(11)

第41号住居跡出土遺物（5)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

73 甕 I 13.0 II (15. 7) 橙 R少 60% 

Vl3 8 

74 甑 I 17. 5 lll6 0 にぶい橙 W・B・R少 95% No.290 

IV16. 7 291 

75 甑 I23.2II210 橙 W・B・R多 95% No.311 

VIIS.1 IV30 4 

76 甑 I 23.8 II21.2 にぶい橙 W・B・R少 70% No.290 

VIIS 4 IV29.2 292他

77 甑 I 21.4 II (20.4) にぶい橙 w極微 50% No.117 

VII (3. 9) IV25. 4 

78 甑 I23.6II21.7 橙 R(2~3 mm含）多 30% 胴部下位に煤付着部分有り No.55 

VII9.2 IV(30 0) 

79 高坪 IIIS.O VlO 6 橙 W・ B少 80% No.309 

80 高坪 III9.4 V 5 4 にぶい橙 B。R少 70% No.17 

81 高坪 I 13.2 Illl0.2 橙 W微 90% No.309 

!Vll 0 310 

82 高坪 I (12.0) III8.0 明褐灰 W・B・R多 50% 仕上げが粗雑 No.295 

!VlO 0 

83 ミニチュア III3. 4 Vl 7 橙 W微 80% 
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第41号住居跡出土遺物(6)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記Nu

84 ミニチュア I 7.0 IIl(4.5) にぶい橙 W多 50% No.13 

IV(4.6) 

87 土錘 長6.9径2.9 橙 B・R多 51.27g 

88 紡錘車 長2.4上径3.1 褐灰 W極微 39.05 g 土製、 20％欠損

下径4.3

89 擦り石 長11.4幅5.8厚4.9 570.QOg 閃緑岩、上面に条痕有り

第42• 43号住居跡（第144• 145図）

第42号住居跡は46-16グリッドに位置し、南北4.3m、深さ10cmを測る。主軸方位はN-63°-E

である。第43号住居跡は46一 16グリッドに位置し、南北4.lm、深さ18cmを測る。主軸方位はN-

38'-Wである。両住居跡は第41号住居跡に切られ、切り合い関係は不明である。

sJ 42 
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第143図第42• 43号住居跡出土遺物
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SJ 42カマド

1 . 褐 色 土

2. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

3. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

4. にぶい黄褐色土 焼土粒子（多）含む

0 1m 
I—- -- | 1 

SJ 43 

召：

-,:I 
B 38.10 B

 

可
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S ]43カマド

1.暗褐色土焼土粒子（少）含む

2. 暗褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

3. 黒褐色土 焼土粒子・炭化粒子（微）含む

4. 暗褐色土

゜
1m 

第145図第42。43号住居跡（2)
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第42号住居跡出土遺物

No. 

ー

2
 

器種

坪

坪

法量 (cm)

I (14.6) IV3.8 

I 14.8 IV(4.8) 

色調

にぶい橙

橙

胎

W極微

R少

土 残存率

30% 

30% 

特 徴 注記No:

No.43 

第43号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (14.0)IV(4.2) 明赤褐 R微 30% No. 3 

2 坪 I 12.4 IV4. 6 にぶい橙 R少 100% No. l 

3 甕 I 16.8 II16.4 橙 W・R少 80% No. 4 

V20.0 

4 甕 I 18.4 ms.o 橙 W・R微 95% Nu2 

IIIS.O IV32.3 

5 土錘 長5.5径1.5 橙 R少 10. 96 g 中央部に孔を持つ

第44• 45号住居跡（第146図）
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第44号住居跡は、 45-15グリッドに位置する。当初は住居跡の一部と思われたが決め手に欠け、

遺構の範囲も不明瞭である。遺物は、図示した須恵器坪だけであり、土師質で色調は灰赤を呈する。

第45号住居跡は、 44-16グリッドに位置する。第44号住居跡と同様に住居跡の一部と思われたが

小ピットを 2基検出したのみである。北側のピットは中心近くに粘土層があり、その周囲を焼土が

囲んでいる。南側のピットは北側のものを切るかたちでより深くなっている。

第46号住居跡（第147• 148図）

＼ 

撹乱

＼ 
． 鳴．．

．． ．．，， 、轟ヽ•・• ．． ． ． ． 
， 

． .. ．．． 

・ヽ
I •13 ． 
•ベ

． ．． ． .. 
t 

瓢
S J 46 
1.黄褐色土 炭化物粒子、白色微粒子含む、しまり良

2.黄褐色土 炭化物粒子、白色微粒子含む、地山の土を多く含む ゜
2m 

第147図第46号住居跡（1)
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47-16グリッドに位置する。第49号住居跡を切り、第 5号土壕。溝状の攪乱に切られる。規模は、

長軸5.8m・短軸4.8m、深さ 13~18cmを測る。主軸方位はN-60"-Eである。

カマドは東壁に構築されているが、燃焼部から左袖にかけて攪乱によって壊されている。貯蔵穴

は南東コーナー付近にあり、 95X85cmの円形で、深さは30cmである。ピットは南壁際に 1基 (P

l)、北壁際に 3基 (P2~4)検出されている。壁溝は南壁にのみ検出されている。

可

忍
O
L
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塁 量髯 sJ46カマド
, 1. にぶい黄褐色土

2.橙 色 土

3. にぶい黄褐色土

炭化粒子、白色微粒子含む

焼土粒子（少）含む

炭化粒子（微）含む

゜
1m 

第148図第46号住居跡(2)

第46号住居跡貯蔵穴

遺物出土状況
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第46号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 14 5 IV3.8 にぶい橙 R少 100% 外面に黒色部分あり No.33 

2 坪 I 14.7 IV4.2 明褐灰 W微 95% 外面に黒色部分あり No.32 

3 坪 I (14.6)IV(3 7) にぶい褐 W・ R少 30% No.95 

4 坪 V35 灰赤 W・ R少 50% No.91 ・93他

5 坪 I 13.1 IV 4 2 橙 W微 95% No.90 

6 坪 I 12 2 IV4.7 にぶい橙 R少 50% 

7 坪 I (13 6)IV(3.6) 橙 W・R微 20% No.108 

8 坪 I (13 5)IV(3.5) 橙 W・ R少 10% No.108 

， ＝ 宰 I 17 2 II26.4 にぶい橙 R少 80% No.89 

V14 5 

10 甕 I 18.0 II17.0 にぶい赤褐 W・ R多 95% 内面の輪積痕が明瞭 No.86 

Ill5. 5 IV30. 2 

11 甕 II (14.8) Vl2.3 橙 W多 10% 

12 甕 I 18. 5 II 18. 6 橙 W少 100% 体部外面に黒斑有り No.87 

Ill5.6 IV34.l 

13 甕 I 18.4 II17 0 橙 W(2~3ml11含）多 80% 木葉痕 No.18 

III3. 8 IV38 4 

14 甑 125 5 II21.6 明赤褐 W・R(2~3暉含） 90% No.88 

VlllO 2 IV32. 5 多

15 土錘 残長7.7径3.4 明赤褐 W・B多 71.63 g 

第47号住居跡（第151図）

31-14グリッドに位置し、北半は攪乱によって壊される。規模は、南辺で4.4m、深さ 12~17cmを

測る。主軸方位はN-27°-Wである。南辺・東辺には歪みが見られる。覆土は、焼土粒子を少量含

む褐色土の単一層である。壁はほぽ垂直に立ち上がる。床面は平坦だが、軟弱で貼り床がなく地山

との判別が非常に困難である。

カマド、貯蔵穴等の施設は検出されていない。遺物は、南東コーナーに集中して出土している。
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第151図 第47号住居跡

第47号住居跡出土遺物(1)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (16 O)IV(4.0) にぶい橙 R少 15% No. 4 

2 坪 I 14 9 IV (3 7) 橙 R少 20% 

3 甕 I (15.6) II15 0 橙 w多 70% 内外面共に調整不明瞭 No.5 

Vl3 2 

4 甕 I 16.0 II (17 4) 灰白 W(2~3mm含）多 60% 胴部外面に黒斑有り No. 6 

V21 5 

5 甕 I 14.5 II (12.6) 褐 W多 40% 全面調整不明瞭

Vl2.3 

6 浮写 I 18 2 II 18 5 浅黄橙 W多 95% 胴部内面下位に炭化物付着 No. 9 

III7 4 IV34 6 
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第47号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土~ 残存率 特 徴 注記No.

7 甕 I 17.6 Ill7 6 橙 W・ B少 95% No. 8 

IIl7. 2 IV32. 0 

8 甕 I 19.1 II24.6 灰黄褐 W多 60% 輪積痕明瞭、内外面共に調整不 No. 9。10

Vl5 3 明

第48号住居跡（第153図）

42-19グリッドに位置し、第34• 35号住居跡の床面に検出された。南半は調査区域外にあり、西

壁は第 2号住居跡に切られる。北辺4.2m、深さは 5cmを測る。主軸方位はN-28°-Eである。

カマドは北壁に構築され、第35号住居跡のカマドと同じ位置にあり、掘り込みだけが残る。

＼
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op 

SJ 2 

` `¥  

府

以□三□
ロ
゜

10cm 

A 37.90 “

[

 

冒 r --0

2m 

第48号住居跡出土遺物
第153図第48号住居跡

No I 器種

坪 三I (13.9) IV4.5 橙

調 胎

W・B・R多 I 60% Iやや風化

2 I 坪 I I 13.8 IV3.4 にぶい褐 IW。B多

土 I残存率

70% 

特 徴 注記No.

No. 4 

No.1~3・5 
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第49号住居跡（第154• 155図）

47-16グリッドに位置し、第46号住居跡・溝状の攪乱に切られる。長軸4.8m・短軸4.5m、深さ29

cmを測る。主軸方位はN-76°-Eである。カマドは東壁に構築され、煙道が長く延びる。燃焼部は

10cm程掘り込まれ、緩やかに立ち上がり煙道に至る。カマド内から土製支脚が出土している。ピッ

トは、 6基検出され (P1~ 6)、深さは、 10cm、14cm、9cm、20cm、16cm、10cmである。
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s J 49 
1. 黄褐色土

2.黄褐色土

゜
2m 

第154図第49号住居跡（1)

第49号住居跡付近全景
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s J 49カマド

1.黄褐色土

2. 黄褐色土焼土粒子。炭化物・炭火粒子（少）含む、粘質

3. 褐色土焼土粒子・プロック含む、砂質

4. 褐色土大型焼土ブロック含む、砂質
B 

0 1m 
I ---- 1 1 

第155図第49号住居跡(2)

第49号住居跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 13. 0 IV5 3 橙 R微 90% No.38 

2 坪 I (11 8) IV4 3 明赤褐 B微 30% No.36 

3 ミニチュア I (3.4) II (5 4) 浅黄橙 B多 20% No.38 

IV(5.5) 

4 宮ギ I 18.6 VS.8 にぶい橙 W・B微 80% 胴部外面に黒斑有り No. 5 

5 士宰 V12 7 にぶい赤褐 W・R少 20% No 1 ・26他

6 支脚 上部径52下部径115 にぶい褐 W微 100% No.34 

IVl0.3 
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第156図 第49号住居跡出土遺物

第50号住居跡（第157図）

47-18グリッドに位置し、中央部を溝状の攪乱に切られる。長軸4.9m・短軸4.Sm、深さ30~38cm

を測る。主軸方位はN-0゚ である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はやや起伏がある。

カマドは北壁に構築していたと思われるが、攪乱によって壊されており、わずかに焼土が残る程

度である。貯蔵穴は北東コーナー近くの北壁に接する形で検出されている。 80X65cmの隅丸長方形

を呈し、深さは17cmを測る。 4本の柱穴が検出され (P1~3 • 5)、深さはそれぞれ20cm、21

cm、13cm、10cmである。

遺物は、覆土中が多いが住居跡全域から多量に出土している。また、西壁の一部に礫が集中し、

埋没過程における投棄と思われる。

第50号住居跡
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SJ 50 
1.黄褐色土

2. 黄褐色土

3. 黄褐色土

4. 黄褐色土

粘質、炭火粒子（微）、白色粒子（少）含む

粘質、炭火粘子（少）含む

粘質、炭化粒子．帯状に含む、しまり欠

地山の土を多く含む

0 2m 
トー―--̀ ―̂ ▼----| | 

第157図 第50号住居跡
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第50号住居跡出土遺物(1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (15.0) IV4 3 橙 R少 30% 攪乱

2 坪 I (14 0) IV3.5 橙 R微 40% No.21・23他

3 坪 I 12 7 IV4 7 橙 w極微 70% No.106他

4 坪 I (13 3) IV4.5 橙 W微 60% No.30 

5 坪 I 14.0 IV(4 7) 橙 R多 20% No.137他

6 坪 I (15 O)IV(4.5) 橙 W 。R少 40% No.88 • 115 

7 坪 I 04. 7) IV4.0 浅黄橙 W微 30% No.205他

8 坪 I 14 0 IV(4.2) 橙 W微 10% No.105 

， 坪 112.7 IV4 6 橙 R多 90% No.97 ・98他

10 坪 I (13.0)IV(4 3) 橙 R微 30% No.33 

11 坪 I (12. 4) IV (3. 9) にぶい橙 R微 20% 

12 坪 I (14. l)IV (3 8) 橙 R少 20% No.201 

13 坪 I (14.0)IV(4 5) 橙 W・ R少 30% 

14 坪 I 04.2) IV5.0 橙 W微 30% No172 

15 坪 I (12 6) IV 4 9 橙 R微 80% No. 6 ・203他

16 坪 I (13.0) IV4 9 橙 R多 40% No.200 

17 坪 I (13.4)IV(4.l) 橙 W微 20% No.117 

18 坪 I (13.8) IV4.8 橙 W微 30% NoJ9 • 132 

19 坪 I (13. 0) IV (4. 3) にぶい橙 R微 20% No.197 

20 坪 I (14 2)IV(4.2) 橙 R多 30% No.198 

21 坪 I (14.9)IV(3.9) にぶい橙 R少 20% 

22 坪 I (15.0) IV4.5 橙 R微 30% 坪部内面に布圧痕有り No139他

23 坪 I (13 O)IV(4.5) にぶい橙 R少 20% Nol3。36他
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第50号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

24 坪 I (15 4)IV(5.7) 橙 R少 30% No.29 

25 坪 V5  6 橙 R微 30% No.106他

26 椀 I (8.5) II(9.7) 浅黄橙 R。B少 70% No.llO他

IV5 2 

27 椀 I (9 7) II (10. 7) にぶい橙 B少 50% 

IIl(5 5)IV(4疇7)

28 椀 I (12 l)IV(6 3) 橙 W多 30% 

29 椀 I (11 7)IV(5 5) にぶい橙 W・ B。R多 20% 

30 椀 I 7 8III5 2IV3 2 にぶい橙 B少 70% 内面に黒色部分あり No.140 

31 高坪 111(9.9) V4  4 にぶい橙 R微 60% No.39 

32 高坪 V5.5 橙 R少 80% 

33 高坪 III(9.4) V5.8 橙 W極微 30% No171 

34 高坪 117 9 Vll.7 橙 R少 80% No.77 • 80 

35 甕 I (25.2) V7  2 橙 W 。B少 10% No.34 • 35 

36 甕 I (20.0) V5.l 褐灰 W・ B • R少 20% No.67・69他

37 甕 Il7.0V73 橙 B少 80% No.76 

38 甕 I 10 8 II15. 7 橙 W・B・R微 60% No.16 • 26 

IV(l6.0) 

39 甕 I (13.0) V6.l 橙 R多 20% No.104他

40 甑 I (17.0)IIl(6.0) にぶい褐 B・R微 50% 内面に煤が付着 No.87 

VJI(l 6) IVlO 9 

41 甕 I 8.4II8 3V6 0 橙 R少 10% 

42 手捏ね III2 0 V 1. 8 にぶい黄橙 W少 80% 用途不明 No.82 

43 土錘 長72径2.9 にぶい浅黄橙 W 。B多 62. 58 g No.159 
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第51号住居跡（第160図）
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SJ 51カマド

1.褐色土

2.暗褐色土焼土粒子・炭化粒子含む

3. にぶい黄褐色土 砂質

4.褐 色 土焼土粒子・炭化粒子含む

5.焼土粒子炭化粒子含む

6.褐色土

゜

第160図第51号住居跡
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54-20グリッドに位置し、第72• 73。74号住居跡を切る。 一辺約5.6mの正方形を呈し、深さ

19~23cmを測る。主軸方位は S-85'-Eである。壁はやや開き気味に立ち上がり、床面は軟弱であ

り、中央部からカマド付近にかげてが若干高い。覆土は、焼土粒子を含む暗赤褐色土の単一層であ

る。

カマドは東壁に構築されており、袖は検出されていない。燃焼部は二段で約20cm掘り込ま九、煙

道は急激に立ち上がる。貯蔵穴、柱穴等は検出されていない。

遺物は、全て破片である。須恵器坪・高台付坪が多く見られ、にぶい橙色を呈する土師質のもの

が大半を占める。
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第161図 第51号住居跡出土遺物
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第51号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12.8lll6.0IV4.1 にぶい橙 R多 80% 土師質、回転糸切り離し底部内 Nu33 

面にタール状物質が付着

2 坪 I (13.0) IIl5.6 灰 W(2~3mm)少 40% 回転糸切り離し No.10 

IV4.l 

3 坪 I 13.3IIl5.41V3.9 褐灰 R微 70% 回転糸切り離し No. 8 

4 坪 I (13.0) IIl6.2 にぶい橙 W・ B微 50% 土師質、回転糸切り離し No.12 

IV3.7 

5 高台坪 IIl6.8 VI2.8 灰 W微 50% 回転糸切り離し後周辺ナデ No.31 

6 坪 III6.6 V4.7 にぶい橙 W・R少 70% 土師質、回転糸切り離し後一部 No.22 

ヘラナデ

7 高台坪 I (14.0) VI5.8 にぶい褐 W・R微 30% 土師質、回転糸切り離し No.9 

IV5.4 

8 坪 I (13.6)IV(4.8) にぶい橙 W・R少 20% 土師質

， 高台坪 I 14.1Vl6.71V5.5 にぶい橙 W(3～這含）微、R少 70% 土師質、回転糸切り離し

10 高台坪 VI7.2 V3.8 にぶい橙 R多 10% 土師質、回転糸切り離し Na30 

1 1 高台坪 I 16.7Vl8.4IV7.4 にぶい黄橙 R多 70% 土師質、回転糸切り離し No.20 

12 坪 I (14.6)IV(4.3) 浅黄橙 R少 30% カマド

13 台付甕 I 12.8 II13.6 にぶい橙 B・R微 80% No.33 

第52号住居跡（第162図）

53-18グリッドに位置し、第1号掘立柱建物跡に切られる。規模は、長軸3.2m・短軸3.0m、深さ

15~22cmを測る。主軸方位は S-51°- Wである。壁はやや開き気味に立ち上がり、床面はほぼ平坦

である。

カマドは、西壁中央に構築されている。袖は検出されておらず、燃焼部は第1号掘立柱建物跡のピ

ット 4によって大きくえぐられる。図中のピットは全て住居跡を切って掘られており、住居跡に伴

うものはない（ピット番号は第293図を参照）。貯蔵穴は検出されていない。

遺物は、土器類は極めて少量で全て破片である。また、ほぼ完形の 2点を含む10点の土錘が出土

している。東壁中央付近に礫が 8点まとまって出土している。
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SJ 52カマド

1.暗褐色土焼土粒子（多）含む

2, 暗褐色土焼土粒子（微）含む
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第162図第52号住居跡
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第163図 第52号住居跡出土遺物

第52号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (10 5)IV(5.5) 橙 W多 20% 

2 坪 I (14 l)IV(6 0) 浅黄橙 B・R微 20% 

3 鉢 I 22 2III7.5IV6.4 にぶい橙 W多 70% 木葉痕 No 1 

4 土錘 残長2.7径13 橙 w少 3.75 g 

5 土錘 残長37径16 にぶい橙 W多 6.59 g 

6 土錘 残長4.0径1.4 橙 B少 4 88 g 

7 土錘 残長4.3径1.9 浅黄橙 W多 8.52 g 指頭痕有り

8 土錘 残長5.2径16 にぶい橙 W・ B少 8.04 g 

， 土錘 残長5.4径18 にぶい橙 B微 8.42 g 

10 土錘 残長6.8径1.9 橙 W微 9.57 g No. 3 
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第53号住居跡（第164• 165図）

55-18グリッドに位置し、第79• 89 • 90号住居跡を切る。長軸4.0m．短軸3.5mで東西にややな

がい。深さは15~25cm、主軸方位はN_71°-Eである。壁はほぽ垂直に立ち上がり、床面は若干の

起伏がある。カマド付近を除く壁際には、幅50~60cm、深さ10~20cmの掘り方が巡っている。掘

り方は、内側を浅く、壁際を深く掘っている。

カマドは、東壁に構築されている。袖の残りは悪く、痕跡をとどめる程度である。燃焼部は約20

cm掘り込まれ急激に立ち上がる。貯蔵穴は検出されていない。

遺物は、須恵器蓋・坪、土師器坪の他、鉄製品、土製紡錘車等が出土している。
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SJ 53 
1.灰黄褐色土

2. 褐 色 土焼土粒子若干含む

3.暗褐色 土

4. 褐 色 土炭化粒子、白色粒子含む

5. にぶい黄褐色土

6.暗灰黄色土

7.黒褐色土炭化材（多）含む

8.褐色土

9. にぶい褐 色 土 砂 質
゜

2m 

第164図第53号住居跡（1)
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SJ 53カマド

1.暗褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

2. 暗褐色 土焼土粒子・焼土プロック（極多）含む

3. 灰 褐 色土灰層、焼土粒子（多）含む

4. 黒褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

5. 黒褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

6. 暗褐色土焼土粒子・炭化粒子（多）含む

7. にぶい黄褐色土 灰粒子（多）、焼土粒子・炭化粒子（少）含む

8. 黒褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

9. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

0 1m 
| -- 1 -—• 

第165図第53号住居跡（2)

第53号住居跡出土遺物(1)

No. 器種 法量 (cm) 色 護 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 芸m→ Vl6 灰白 w微 10% ロクロ左回転 No.26 

2 坪 I (13.2)III(5 6) 灰 R(2~3 mm含）微 30% 回転糸切り離し

IV3. l 

3 坪 I 13.8Ill6 5IV3.0 灰 W(2~3mm含）微 80% 回転糸切り離し後 No.8 

阿辺回転ヘラケズリ

4 高台坪 I 12 7VI6.6IV3 1 灰 W(3~5 mm含）微 90% 回転糸切り離し No. 5 • 6 

5 鉢 I (25. 5) 灰 W(2~3 mm含）微 10% No. 7 

II (32.5) Vl4.6 

6 坪 I 12.0 IV4 4 浅黄橙 R多 60% 

7 坪 I (14.0)IV(3 6) にぶい橙 W極微 20% 内面に暗文を施す

8 甕 I (21.8) V8.4 にぶい橙 w微 80% NoJ3・ 15他
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第53号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記NQ

， 甕 III4.6 V6. 7 明赤褐 W'多 80% カマド

10-- 角釘 残長5.6 鉄製、錆の吹き出しが著しい No.28 

11 釘？ 残長8.2 鉄製、錆の吹き出しが著しい Nu28 

12 板状鉄器 残長9.4厚0.2~0.3 用途不明

13 板状鉄器 残長2.7厚0.2~0.3 用途不明

14 紡錘車 上径2.6下径4.8 灰白 W微 61.85 g 完形、土製 No.25 

長2.8 外面ヘラケズリを施す

第54号住居跡（第167図）

＼
 

-A  -A_ 

誓ー＇， 調査区域外

A3B.20 k-

SJ 54 
1.表土
2. 暗褐色土 黄色粒子（極多）、しまり良

3. 暗褐色土黄色粒子（多）、木炭・焼土（少）、しまり良

4. 黒褐色土黄色粒子（少）、木炭・焼土（多）、しまり良

5. 黒褐色土 木炭・焼土（極多）、木炭は部分的に層状を呈する

6. 暗褐色土 黄色粒子（極多）、木炭・焼土（少）含む

7. 暗褐色土黄色粒子（極多）含む

゜
2m 

第167図第54号住居跡
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55~21グリッドに位置し、第88号住居跡を切ると思われる。南辺は調査区域外にあり、北辺で3.4

m、深さは58~64cmを測る。主軸方位はN-19°-Eである。壁はほほ垂直に立ち上がり、床面はわ

ずかに起伏がある。

カマドは、南壁に構築されたものと思われ検出されていない。

遺物は、少量で、土師器壺・甕等である。

ロ 三□2 ／
 

／
 ，

 

\~ 

3
 

゜
10cm 

第168図第54号住居跡出土遺物

第54号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 空＝ I (33.4) Vl0.5 橙 W多 10% 

2 = 宮 I (17 7) V5 8 橙 W・B・R少 30% 

3 —宜七 I (20.6) VS.O にぶい褐 W(2~3 mm含）多 20% 

4 甕 IIl6.0 VlO.O にぶい橙 w少 20% 内面が黒変している

5 甕 I (29 2) V17 0 橙 R多 10% 
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第55号住居跡（第169• 170図）

54-18グリッドに位置し、第77・91号住居跡を切る。規模は、長軸3.4m・短軸3.0m、深さ20~30

cmを測る。主軸方位は S-82°-Eである。西壁は段を持ちテラス状になる。カマドは東壁に構築さ

れ、炊き口及び燃焼部は約20cm掘り込まれている。貯蔵穴は検出されていない。出土遺物は全て破

片で、須恵器が大半を占める。

一 呵

•6 

•7 
•1 旦

•5 

4;>8 
／／  

SJ91 

..:I 

B- 旦

SJ 55 
1. 暗褐色土

2. 暗褐色土

3.黒褐色土焼土粒子（微）含む

瓢冒冒冒疇
゜

2m 

第169図第55号住居跡（1)

第55号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 III6.5 Vl.5 灰白 W(2~5mm含）微 80% 回転糸切り離し No.8 

2 坪 I (13.8)IIl(6.0) 灰 W(2~5mm含）少 20% 回転糸切り離し No.12 

IV2.7 

3 坪 I 14.51Il7.91V2.5 にぶい橙 R多 40% 土師質、回転糸切り離し No.1 

4 高台坪 VI6.0 V2.8 明赤褐 R多 40% 土師質、回転糸切り離し No.9 

5 高台坪 VI6.8 V4.1 灰 W(2~5 mm含）微 40% 回転糸切り離し No.3 
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紐•00

SJ 55カマド

1.にぶい褐色土

2. 灰褐色土

3.褐色土

4. にぶい褐色土

5. にぶい褐色士

6.褐色土

白色微砂粒子（多）含む

焼粒子・炭化物（多）含む

0 1m 
＇ ——‘"—‘---—-—- - -I —-- --.―--

第170図第55号住居跡(2)
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第55号住居跡出土遺物(2)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

6 高台坪 VI7 4 V2.l 灰黄 R少 80% 回転糸切り離し後

周辺回転ヘラケズリ

7 高台坪 I 15 2VI7.2IV6 0 橙 R少 80% 土師質、回転糸切り離し No. 6 

8 甕 I (19 6) V8 0 橙 w極微 20% No.10 

， 土錘 残長50径1.4 にぶい橙 W微 10. 90 g ヵマド

第56• 57 • 59号住居跡（第172図）

第56号住居跡は54-17グリッドに位置し、第57・59号住居跡を切る。大半が調査区域外にあり規模

は不明だが南辺で3.7m、深さ55cmを測る。全体的にやや歪みが見られる。遺物はごく少量だが、

須恵器蓋、土師器坪等のほか、釘と思われる鉄製品が出土している。

第57号住居跡は54-18グリッドに位置する。大部分を第56号住居跡に切られるため規模等は不明

であるが、一辺が 3m程度になると思われる。深さは38cmである。遺物は、須恵器蓋・坪、土師

，
 

，
 

,' 

II 

ー
こ

唸

SJ56 

尋泰

ロ`
可

乳

0
0
.
0
寸
く

S J 56 • 57 
1.にぶい黄褐色土 白色微砂粒含む

2. にぶい黄褐色土

3.褐色土

4.褐色土砂質

5. 暗褐色土白色微砂粒含む

6. 褐 色 土炭化粒子、橙色土含む

7. 褐 色 土砂質黄褐色土含む

8.黄褐色土砂質

9. 暗赤褐色土 O
L
 

1m 
- | --==-•一——~•-1

第172図第56• 57 • 59号住居跡
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第173図第56• 57 • 59号住居跡出土遺物
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器坪等が出土している。

第59号住居跡は54一 17グリッドに位置し、第56号住居跡に切られる。掘り込みの浅い西辺の一部

と深さ 10cm程度のピット 2基を検出したのみで規模等は不明である。遺物は、図示した土師器壺が

まとまって出土している。

第56号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記Nu

1 蓋 I 14.2 Vl.l 灰 W多 50% ロクロ右回転

2 坪 I (13.5) V3.8 橙 W極微 10% 

3 甕 I (21.6) V7.3 橙 W微 10% No. l 

4 土錘 残長6.6径2.4 にぶい橙 B少 9.86g 

5 釘？ 残長5.6 鉄製

錆の吹き出し著しく頭部不明瞭

6 釘？ 残長4.4 鉄製

第57号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 蓋 I (13.7) V2.9 灰 W少 20% ロクロ右回転

2 坪 I 12.0IIl6.5IV3.8 灰 W微 30% 回転糸切り離し、生焼け部分有り

3 坪 I 12. 2 IV2.6 橙 R少 80% No.1 • 2 

4 坪 I (13. B)IV (2. 5) 明赤褐 R少 20% 

5 土錘 残長3.7径1.3 にぶい黄橙 B多 6.55g 

第59号住居跡出土遺物

］゜•I 器： I l:: 2:̀ m; 1こ：：mIw□R少

IlllO. 2 IV33. 0 

土 I残存率

50% 

特 徴 注記No.

N(l 1 

第58• 90号住居跡（第174図）

第58号住居跡は55-18グリッドに位置し、第79• 90号住居跡を切る。大部分は調査区域外にあり、

規模等は不明であるが、不整長方形を呈すると思われる。深さは32cmを測る。壁はほぼ垂直に立ち

上がり、床面の壁際には幅50~70cm、深さ約10cmの掘り方が巡る。遺物は、掘り方内より須恵器

長頸壺が出土している。

第90号住居跡は55ー 18グリッドに位置し、第53• 58 • 79号住居跡に切られる。明瞭に検出された

のは南西コーナー付近で、南辺及び東辺は下場のみ検出された。規模は、一辺 5m前後を呈すると

思われ、深さは38~48cmである。床面はかなり起伏がある。
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第175図 第58• 90号住居跡出土遺物

第58号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 長頸壺 Ill9.5 III9.6 暗灰 W極微、 W’'微 30% 回転糸切り離し後、全面ナデ調整 No. 2 • 3 

Vl9.0 

2 坪 I (13.4) IV2.9 にぶい橙 B微 60% 

3 椀 I (19.6) V6.8 橙 W'少 20% 

4 土錘 残長3.8径2.8 明赤褐 W少 8.24g 
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第90号住居跡出土遺物

No I器種 I 法鼠 (cm) 1 色 調 1 胎

残長3.4径1.4 灰白 B微

長8.1径2.7 橙 B・R少

土 残存率 1 特

6.00 g 

徴 注記No.

55. 09 g 

第60号住居跡（第176• 177図）

51~17グリッドに位置する。規模は、長軸4.lm ・短軸3.8m、深さ 35~41cm を測る。主軸方位は

N-72°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はわずかに起伏がある。カマドは東壁に構築

されている。燃焼部は約10cm掘り込まれ、下層に灰層が明瞭に残る。貯蔵穴はカマド右に設けら

れ、深さ 8cmと浅い。柱穴は 2基検出され (P1 • 2)、深さはそれぞれ13cm、15cmである。

＼ 

． I • 8／ぃ6 

•3 

旦 I¥ 1 

□•9 ロ
¥I主

p 

--
乳 <(I 

B38.oo B‘ 

呵

2m 

SJ 60 
］．褐色土黄色土粒（多）、焼土・木炭（少）、しまり良

2. 黒褐色土 黄色土粒（少）、焼土・木炭（多）、しまり良

3. 黄褐色土 黄色土粒（多）、焼土・木炭（少）、しまり良

4. 黒褐色土 黄色土粒、焼土・木炭（多）、しまり良

5. 褐色土黄色土粒（多）、焼土・木炭（少）、しまり良

第176図第60号住居跡（1)
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第60号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12. 7 IV 4. 9 橙 R少 50% No 1 

2 坪 I (14.0) IV3.7 橙 W・ B少 30% 

3 坪 I 14 5 IV3. 5 にぶい橙 B微 50% No. 2 

4 坪 I (17.6) IV5 6 橙 W微 40% No. 7 

5 一宜士＝・ IIl(S 2) V5.3 にぶい橙 B多 20% カマド

6 甕 I 23.8 II22 4 橙 B微 70% No. 5 • 14 

Vl4.5 

7 甕 I (22. 0) にぶい橙 W・ R微 10% 器面全体に煤付着

II (20.4) Vll.4 

8 甕 I 24 0 II (21.0) 橙 W微 60% No.1・3・4 

Vl5.0 ， 
， 鎌 残長6.2 鉄製、基部のみ、刃部はやや湾曲 No.11 

第61号住居跡（第180図）

51ー 17グリッドに位置し、 2条の溝状の攪乱に切られる。規模は、東辺3.2m、南辺3.6m、深さ25~35

cmを測る。西辺はやや開くと思われ、主軸方位はN-0゚ である。壁は開き気味に立ち上がり、床面

は若干の起伏がある。カマドは北壁に構築されているが、東半を攪乱によって壊されている。貯蔵

穴は攪乱下から検出され、床面からの深さは45cmである。柱穴は 4基検出され (P1~4)、深さ

はそれぞれ13cm、13cm、13cm、10cmである。
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第179図 第61号住居跡出土遺物
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SJ 61 
1.黄褐色土

2. 黄褐色土

3. 黄褐色土

口

粘質上、白色微粒子、焼土粒子、炭化粒子含む

粘質土

焼土粒子、炭化粒子（多）含む

0 2m 
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SJ 61カマド

1.暗褐色土

2. 褐色土

3. 褐色土

炭化粒子（多）含む

炭化物ブロック、焼土粒子を帯状に含む

炭化粒子（少）含む
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第180図 第61号住居跡
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第61号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (12 9) IV4.0 橙 R微 30% No. 5 

2 坪 I (13 4) IV5. 6 明黄褐 R微 50% No.29 

3 詞 I 12 8 IV 4. 7 橙 R微 50% No12。13

4 坪 I (12.0) IV5.3 橙 W極微 20% 

5 坪 114.3 IV5 1 橙 R微 90% No.10 

6 坪 I (13.8) IV4.3 褐灰 R微 30% 口縁部外面に黒色部分あり No. 3 

7 甕 I (20.6) V7.2 明赤褐 w少 10% No.16 • 17 

8 甑 I (19.4) 橙 R少 10% No.11 

II(l75) V65 

第62号住居跡（第181図）

49-17グリッドに位置し、溝状の攪乱に切られる。規模は、長軸4.5m・短軸4.lm、深さ30cmを

測る。主軸方位はN-52°-Eである。東壁は緩やかな斜面になっている。カマドは付け替えが行な

われ、 2基検出されている。北壁のカマドは攪乱によって壊され煙道部のみであるが、袖は既にな

かったものと思われる。東壁のカマドは全体が「ノ」の字状にまがり、北壁のものより後出する。

ピットは 5基検出され (P1~ 5)、深さは49cm、8cm、21cm、7cm、16cmである。

第62号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12 0 IV(4.3) 橙 W 。R微 40% 

2 坪 I (14.0)IV(4.l) 橙 w微 30% No.14 

3 坪 I 14.9 IV4 4 橙 W・ R微 80% No.11 

第61号住居跡
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第182図第62号住居跡出土遺物

第62号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

4 坪 I (12.2) IV5.0 橙 B多 30% 坪部外面に黒斑有り

5 空＝ I (18. 2) 橙 W・B・R少 20% 胴部に穿孔 No.15 

V19 4 II24 0 

6 甕 I (17.6) 橙 R少 10% 

II (20. 5) V 11. 9 

7 甕 I (23.8) Vl2.8 橙 W(2~3 mm含）多 30% 

8 甕 III6.5 V9.5 橙 R少 80% No.35 

， 甑 I 18 0 III6. 0 橙 B少 40% 外面に煤付着 No.26 • 27 

Vlll 2 !VlO. 6 
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第63• 64号住居跡（第183• 184図）

＼
 

B
 

ュ
ト
R

B’ 

＜ <(| 

Jユ—--'

S J 63 • 64 
1.暗褐色土褐色粒子（多）含む

2. 暗褐色土褐色粒子（多）含む

3.黒褐色土

4.褐色土火山灰（少）含む

゜
2m 

第183図第63• 64号住居跡
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第63号住居跡は、 49-17グリッドに位置し、第64号住居跡に切られる。規模は、長軸6.8m・短軸

6.0m、深さ10~15cmを測る。主軸方位はN 33°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は

若干の起伏がある。カマドは北壁中央に構築され、煙道部が長く延びる。第64号住居跡は、第63号

住居跡の中に完全に重なっている。一辺が4.lmの正方形で、深さは30cm、主軸方位はN-49°-E

である。ピットは 3基検出され (P1~ 3)、深さはllcm、 8cm、24cmである。

勺 勺

SJ 64 
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0
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.
8
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彗 .00 B/ 

SJ 63カマド

1． 暗 褐 色 土 焼 士 粒 子 （ 多 ） 含 む

2. 暗褐色土焼土粒子（少）含む

3. 暗赤褐色土焼土層

4. 褐色土焼土粒子（多）含む

5. 暗褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

゜
1m 

第184図第63号住居跡

第63号住居跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 互ギ I (13 8) II15 1 橙 B少 70% カマド、底部外面が黒変している No.1 

IV16 0 

2 一宰 I (12 2) 橙 B・R少 40% カマド No. 3 

II (15.8) V14.5 

3 甕 II (18.0) 橙 B。R多 30% カマド、胴部外面に黒色部分有り No. 2 

Vl3.0 Ill5.5 
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第185図第63。64号住居跡出土遺物

第64号住居跡出土遺物(1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 11. 0 IV3 2 橙 W微 50% No. 7 

2 坪 I 12.4 IV4.0 にぶい橙 B少 50% No. 6 

3 坪 I 11.2 IV4 4 にぶい橙 W・B・R少 70% 内面全体が黒変している

4 坪 I 11 5 IV4.2 灰黄褐 B少 100% N0. 9 

5 坪 I (10.8)IV(3.3) 橙 W微 30% 

6 甕 I 10.1 II12. 7 にぶい橙 B。R少 90% 内面全体と外面□縁部～肩部が No. 2 

!Vll 6 黒変している
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第64号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

7 鉢 I 19 3 !Vll 5 橙 B少 70% 底部付近外面に黒斑有り No.4・7・8 

8 甕 I (24.0) 橙 B少 30% No. l • 4 

II (20 8) V9.l 

， 支脚 外径5.6内径2.5 にぶい黄橙 W少 50% 上端部にタール状黒色物質付着 No. 3 

V5.7 

第65• 70号住居跡（第186• 187図）

第65号住居跡は、 50-18グリッドに位置し、第70号住居跡に切られる。規模は、長軸4.6m・短軸

3.4mで南北に長い。深さは16~24cm、主軸方位はN-80°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、床面はカマド付近が若干低くなる。カマドは東壁の南寄りに構築され、煙道部が長く延びる。

ピットは 4基検出され (P1~4)、深さはそれぞれ13cm、14cm、10cm、13cmであるが、住居跡
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1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3.にぶい黄土

4. 赤 褐 色 土 焼 土 層
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第186図第65• 70号住居跡（1)
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SJ 65カマド

1.暗褐色土焼土粒子含む

2. 褐 色 土 焼 土 粒 子 （ 微 ） 含 む

3. 褐色土

冒` ゜L--~-— 
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SJ 70カマド

1.にぶい黄褐色土 焼土粒子・褐色粒子（極微）含む

2. 褐 色 土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

3. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

4. 黒褐色土灰層、焼土粒子・炭化粒子（少）含む

5. 褐 色 土焼土粒子（少）含む

゜
1m 

第187図第65。70号住居跡（2)
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第188図第65号住居跡出土遺物

-210-



第65号住居跡出土遺物（1)

No 器種 法醤 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13.5) IV4 2 灰黄 W微 30% 回転ヘラ切り離し（左回り）

2 坪 I 11 9 IV3 8 にぶい黄橙 W 。B微 95% 底部外面に煤付着 No. 6 

3 坪 I (14.3) IV4.8 灰褐 R微 20% No. 2 

4 坪 I (12.2) V2 7 灰黄 w極微 5% 

5 坪 I 11 5 IV(3.0) 明赤褐 w微 20% 

6 坪 I 11. 4 IV3 1 橙 W微 50% No. 4 

7 坪 I 13 0 IV(3.9) 橙 W微 50% No.10 

8 坪 I 14 2 IV3.7 にぶい橙 B微 50% 

， 坪 I (ll.l)IV(3.4) にぶい橙 W極微 30% 

10 坪 I (12 3) IV (3 6) 橙 W微 30% 

11 坪 I (12.6)IV(3.3) 橙 W極微 20% 

12 坪 I (15 2)IV(2.8) 橙 w微 30% 

13 坪 I (16.5)IV(3.l) 黄橙 W極微 30% 

14 坪 I (15 O)IV(3.8) 橙 W極微 20% 

15 坪 I (18 2)IV(4.5) 橙 W微 20% 

16 甕 I 28.0 V6.4 にぶい橙 B少 30% No. 9 

17 甕 II (29.0) Vll.5 にぶい橙 W・B・R微 20% 

18 甕 I 17.5 V6.3 灰褐 B少 80% No.1 • 3 

19 甕 I (21.0) V5 8 橙 W・ B。R微 20% 

20 甕 III(4 8) V2 0 橙 w微 30% 外面に煤付着

21 甕 IIl4.0 V3.4 橙 W・ B多 70% 

22 甕 III4.2 V5.0 灰黄褐 w多 100% No. 5 
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に伴うものかは不咀である。

第70号住居跡は50--18グリッドに位置し、第65号住居跡を切る。一辺が2.7mの正方形を呈し、深さ

は28cm、主軸方位はN-66°-Eである。カマドは、東壁中央に構築されている。燃焼部は5cm程掘

り込まれ、火床と思われる硬化した焼土が明瞭に残る。貯蔵穴、柱穴等は検出されていない。

第65号住居跡出土遺物（2)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

23 支脚 上部径(41) 橙 W少 95% 外面上部にタール状黒色物質付

下部径8.6IV12 8 着

24 土錘 残長34径15 明赤褐 W多 7. 49 g 

25 土錘 残長3.4径18 にぶい橙 W微 7 40 g 

□／ 八口 □□□ ローロ／］

＼―-「二 -5 □ O 10cm 
•—-- -—+ ---

第189図 第70号住居跡出土遺物

第70号住居跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 02.1) V3.6 にぶい黄橙 W微 10% 

2 坪 I 11 0 IV3.3 橙 W・ B微 90% No. l 

3 坪 I (12.2)IV(3.l) にぶい褐 B多 10% 

4 坪 I (12 3) V3.6 橙 W・ R少 20% 

5 坪 VO 5 橙 W微 10% 内面に暗文を施す

6 甕 lll7.0 V2.8 にぶい橙 W(l~2 mm含）多 80% 

第66号住居跡（第190• 191図）

50一 20グリッドに位置する。一辺5.2mの正方形を呈し、深さ23~28cmを測る。主軸方位はN-

20°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はやや起伏がある。カマドは北壁に構築され、燃

焼部から土師器甕が横位で出土している。貯蔵穴はカマドの右側に設けられ、 97X92cmの円形で、

深さは40cmである。柱穴は 4箇所で検出され(P1~4)、深さは31cm、29cm、43cm、32cmであ

る。遺物は、住居跡全域から多量に出土しているが、特にカマド周辺に集中する。また、床面の所々

に炭化材・炭化灰が見られる。
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SJ 66 
1. 黄褐色土黄色粒子（多）、炭化物、焼土（少）、しまり良

2. 褐 色 土黄色粒子（多）、炭化物、焼土（少）、しまり良

3. にぶい黄褐色土 黄色粒子（多）、炭化物、焼土（多）、しまり良

4. にぶい黄褐色土 黄色粒子（梃多）、しまり良

5. 暗褐色土炭化物、焼土（多）、黄色粒子含む、しま り 良

6. 黒褐 色土 炭化 物、焼土（多）、黄色粒子、炭化材含む、しまり良
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第190図第66号住居跡(1)
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第66号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13.0)IV(5 0) 橙 R微 20% No.1 15 

2 坪 I 04.5)IV(5.l) 橙 R微 10% No.11 

3 坪 I 04.2) IV5.7 橙 R少 70% No.131 

4 坪 I 14 8 IV5 0 橙 W極微 90% No. 2。4

5 坪 I (15.1) V4.l 橙 W極微 30% 

6 坪 I 15 0 IV 4. 9 橙 W・ R少 95% 底部外面が黒変 No.38 

7 坪 I (15.3)IV(5.0) 橙 W微 30% 

8 坪 I (15.1) V3.9 淡橙 R微 30% 

， 坪 I 14 7 IV5.3 橙 W・ B微 90% No.48 

10 坪 I 15.3 IV5.l にぶい赤褐 R微 95% No.31 • 43 

11 坪 I 16. 0 IV5 3 浅黄橙 W微 90% No 6 • 9 

12 坪 I 15. 2 IV5 8 橙 W微 30% No.30 

13 坪 I 15.0 IV5.4 橙 W極微 80% NoJ9・33他

14 坪 I 14.4 IV5.9 にぶい橙 W・ R微 95% No.42 

15 坪 I 15.5 IV6.5 橙 W・ R少 95% カマド

16 坪 I (15.9) IV5.5 橙 W微 80% No17 

17 坪 I 16 0 IV5.3 橙 W・ R微 90% No.32 

18 坪 I 15.4 IV5.2 橙 W 。R微 80% No.29 • 30 

19 皿 I 12 7Vl7 7IV2 0 明褐灰 W(2~3mm含）微 100% 回転糸切り離し No.134 

20 椀 I (10.6) IV5.3 にぶい黄橙 W・ B多 70% 外面全体に煤付着 No. 5 

21 椀 I 12. 4 IV5.1 浅黄橙 B少 90% 内外面に帯状の黒色部分有り Na4 

22 椀 I 12.3 IV4.6 灰褐 W・B(2~3疇微含）少 95% 口縁部付近内外面が黒変 No.18 
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第193図 第66号住居跡出土遺物(2)
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第66号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

23 椀 I (8.0) II (9.6) にぶい橙 R微 20% 

V6.l 

24 椀 I 14.2 II14.0 にぶい橙 R微 90% 木葉痕 No.40 • 44 

IIl5.5 IV9.8 

25 椀 I 12.2 II13.4 にぶい赤褐 W少 95% No.27 

Ill5.7 IVl0.2 

26 椀 I 12.4 IV9.0 明赤褐 W・R微 90% No.31 • 39 

27 ＝ 宮 I 19.2 Il29.8 にぶい橙 R少 90% No.12 • 24 

III7. 0 IV27. 4 

28 • 宰 I 22.6 II31.6 橙 R多 70% 

V33.2 

29 甕 I 12.0 II15.2 橙 W少 95% No.45 

IIl7.6 IV17.0 

30 甕 I 20.6 II20.0 にぶい橙 W(2~3mm含）少 90% Nu24 • 28 

IIl8.0 IV19.3 

31 甕 I 13.4 II14.3 橙 W(2~3瓢含）微 80% No20 

III7.0 IV15.2 

32 甕 il 18.8 II18.5 橙 W・B・R微 80% 焼成良好 No.36 

III4.6 IV35.5 

33 甕 I 1 7. 6 II 1 8. 4 にぶい赤褐 W少 90% カマド、胴部内面の輪積痕明瞭 No.24 

Ill7. 2 IV34. 2 

34 甕 I 16.2 II19.0 橙 W(2~3mm含）少 90% 輪積痕明瞭、胴部内面丁寧なナ No.35 • 41 

lll5.8 IV34.8 デ調整、口縁部外面・胴部中位

内外面に帯状に煤付着

35 甕 I 16.8 1118.5 黒褐 W少 80% 口縁部～胴部上半内面に煤付着 No.22 • 46 

III5.6 IV33.0 

36 甕 I 19.0 II19.2 にぶい橙 W少 90% 胴部内面の輪積痕明瞭 Nu33 • 37 

III6.6 IV34. 7 40 • 44 

37 甕 I 16.4 1117.5 橙 W極微 80% No.19 • 26 

IIl4. 6 IV33. 7 35 
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第197図第66号住居跡出土遺物(6)

第66号住居跡カマド付近遺物出土状況

-222-



第66号住居跡出土遺物（3)

No. 器種 法菫 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

38 諏宇 I 18 2 II16 6 にぶい橙 W微 80% No.37 

III6. 8 IV35 8 

39 甕 I 17 5 II18.7 掲灰 W(2~3 mm含）微 70% No23 

III7. 6 IV34 8 

40 珈コ 117.6 II17 8 橙 W微 80% カマド、木葉痕 No.25 • 26 

III5.0 IV35 5 胴部内面に輪積痕

41 甕 I 16 5 II16.4 褐灰 B少 50% 外面に黒変部分有り No. 7 • 10 

IV20 6 

42 甕 I (20.0) II17.4 橙 B・R少 60% 胴部外面に煤付着部分有り No. 4 • 9 

V28.9 

43 甑 I 16.0 II18.4 橙 W微 80% 

V115. 7 IV33. 4 

44 甑 I 22.8 II20 8 にぶい橙 R(2~3呵少含）多 70% No.41 

VII5 8 IV31. 4 

45 甑」 116 0 Ill5.0 橙 W少 80% No.28 • 47 

VIl3. 5 !Vl 4. 7 

46 土錘 長7.4径3.0 橙 W・ B多 65. 43 g 外面ヘラケヅリ

ヘラ状工具によるカキ出し有り

47 土錘 残長7.6径3.0 橙 W・ B多 57. 26g 

48 土錘 長81径3.0 橙 W 。B多 76 08 g 

49 土錘 残長2.8径1.4 にぶい黄橙 B少 4. 44g 

50 紡錘車 上径3.4下径4.4 明オリーブ灰 47. 55 g 凝灰岩、完形

長1.7 

第67号住居跡
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第67号住居跡（第198図）

49-16グリッドに位置する。大部分は調査区域外にあり、南西コーナーを溝状の攪乱によって切

られる。規模は不明だが、一辺が3.2m前後になると思われ、深さ 32~38cmを測る。壁はやや開き

気味に立ち上がる。カマド、貯蔵穴等は検出されていない。遺構のごく一部が検出されたのみであ

るが多量の遺物が出土している。

¥ A 

調査区域外
170 

こ:;)12

゜
A

＿
 

撹乱

A38.30 E 

SJ 67 
1.表土

2. 黒褐色土 黄色粒子含む、炭化粒子、焼土粒子（多）、しまり良

3. 暗褐色土 黄色粒子、炭化粒子、焼土粒子（多）、しまり良

4. 暗褐色土 黄色粒子（極多）、炭化粒子、焼土（少）含む

5. 褐色土黄色粒子（癒多）含む

0 2m 
ト—- | ------ 1 

第198図第67号住居跡

第67号住居跡出土遺物(1)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記Na

1 小形壺 I 11.1 II15.2 褐灰 W微 70% 胴部外面はカキ目の後下位のみ No. 5 

IV9.5 ヘラケズリを施す

肩部外面に指頭痕有り

2 坪 I (14.2) IV5.0 橙 W・ R微 20% 

3 坪 I (14.5) IV4.3 にぶい橙 R微 70% 

4 坪 I 11.0 IV3.0 にぶい橙 W極微 30% 

5 坪 I (11 2) IV3 3 橙 w極微 10% 

6 坪 1114IV40 橙 w微 80% 
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第199図第67号住居跡出土遺物（1)
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第200図 第67号住居跡出土遺物(2)

-226-



l'’  

＇ 
i 

I 

'' ，i 

＇ 

| □
口270 9 

0 10cm 
l ,  ---1 

17 

゜
10cm 

第201図第67号住居跡出土遺物(3)

第67号住居跡出土遺物(2)

No 器種 法量 (cm) 色 認 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

7 鉢 I 10 81V3.8IV3 6 褐灰 W・ B多 80% 

8 甕 I (25 5) にぶい橙 R微 10% 

II(333) Vl75 

， 甕 I 11 8 II 16. 8 にぶい橙 R微 70% 

Ill6 5 IV19 1 

10 甕 I (24.0) V6 8 にぶい橙 W微 10% 

11 甕 11(23.2) VS.7 淡橙 B・R微 10% 

12 甕 IIl7 2 Vl0.7 にぶい橙 W多 80% No. 7 

13 諏写 I 20 0 II22 5 橙 W多 20% 

V22 5 

14 罪土 I (23 5) にぶい橙 W微 30% 

II (41. 8) Vl8 3 

15 ー宮ギ I 16.2 II32 6 橙 B少 80% 木葉痕 No. 8 

III7. 0 IV33 6 

16 ギ互 I 23.6 Il46 2 橙 B・R微 80% 大形品 No. 8 

V50.8 

17 甑 I 23. 0 II 21. 0 橙 R微 30% No.3 

VII7 8 IV26.0 
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第68号住居跡（第202• 204図）
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第203図第68号住居跡出土遺物

-228-



53ー 19グリッドに位置し、第69• 7 4 • 76 • 91号住居跡を切る。長軸4.lm・短軸3.7mの東西に長

い長方形を呈する。深さは8~19cm、主軸方位は S-78°-Eである。壁はわずかに開き気味に立ち

上がり、床面は中央付近が高くなる。

カマドは東壁中央に構築されている。燃焼部は約20cm掘り込まれ、覆土下層には灰層が明瞭に残

る。煙道は段をもって立ち上がる。貯蔵穴は検出されていないが、住居中央に深さ約20cmのピット

が2基検出されている。出土遺物は、極めて少量である。
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第204図 第68号住居跡(2)

第68号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記NQ

1 坪 I 17.3IIl6.9IV3.l 褐灰 W微 70% 回転糸切り離し No.2 

2 甕 IIl3.5 V9.3 橙 R少 70% 外面に煤付着 No.5 

3 甕 I 19.0 Vl5.5 にぶい橙 B・R微 40% No. l 
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第69号住居跡（第205• 206図）

呵 可

ー '1

SJ68 

--------‘‘ 

□i~ 

B-

B’ 

<( 

瞑 .oo 」＇

員
SJ 69 
1.暗褐色土炭化粒子、火山灰（少）含む

2. 暗 褐 色土炭化粒子（微）含む

3. にぶい黄褐色土

4. 黒褐色土炭化粒子（少）含む

5. 黒 褐 色土炭化粒子（多）含む

6.黒褐色 土 5層に類似、炭化粒子（微）含む

7.暗褐色土
0 2m 
1----- | 1 

第205図第69号住居跡（1)
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53一 19グリッドに位置する。第74• 76号住居跡を切り、第68号住居跡に切られる。長朝4.8m。短

軸4.2mで東西にやや長い。深さは35~45cm、主軸方位は東である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

床面は中央付近が高くなる。断面観察では噴砂の影響を受けている。

カマドは東壁中央に構築されている。燃焼部は約10cm掘り込まれ、急激に立ち上がり煙道に続

く。貯蔵穴は検出されていない。柱穴はコーナー付近で 3箇所で検出され(P1~3)、深さはそれ

ぞれ 6cm、11cm、 8cmである。 4本柱と思われるが南西コーナー付近には検出されていない。

B
 

<ti <(| 

B 38.00 B’ 

SJ 69カマド

1.暗褐色土炭化粒子・火山灰（少）含む

2. 暗褐色土黄色粒子（多）、炭化粒子・焼土粒子（少）含む

3. 褐色土黄色粒子（多）、炭化粒子・焼土粒子（少）含む

4. 黒褐色土 黄色粒子（多）、炭化粒子・焼土粒子（少）含む、粘性あり

5. 黒褐色土 黄色粒子・焼土粒子（多）炭化粒子含む

6. 暗赤褐色土焼土ブロック・焼土粒子（多）含む

7. 黒褐色土炭化粒子（多）含む、しまりなし

8. 褐色土黄色粒子・焼土粒子・炭化粒子含む、しまりなし

9. 褐色土黄色粒子（多）含む、しまりなし

第206図第69号住居跡(2)
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第207図第69号住居跡出土遺物（1)
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第208図第69号住居跡出土遺物(2)

第69号住居跡出土遺物(1)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12 2Ill7.2IV4.0 灰 W(2~3mm含）微 50% カマド、回転糸切り離し

周辺回転ヘラケズリ（右回り）

2 坪 I 11 8IIl7.8IV3.6 灰白 W極微 70% 回転糸切り離し

周辺回転ヘラケズリ（右回り）

3 坪 I (13.0)III(7.0) 灰白 W微 20% 回転糸切り離し

IV3.3 風化が激しく不明瞭

4 坪 I (13. 2) III7 2 灰 W”微 20% カマド、回転糸切り離し

IV3.4 周辺回転ヘラケズリ（右回り）

5 坪 I 11 8IIl6. 2IV3 8 灰 W微 20% 回転ヘラケズリ （右回り）

6 坪 I (13.0)Ill(6.4) 灰白 W微 20% 周辺回転ヘラケズリ

IV(3.6) 

7 坪 I 13 OIII6.8IV3 6 灰白 W極微 40% 風化が激しく調整不明瞭

8 高台坪 I 16 1VI9.4IV6.0 灰白 W少 90% 回転糸切り離し

， 高台坪 I 17.5Vl9.8IV7 8 暗灰 W微 70% 回転糸切り離し

10 坪 I 15.2 IV4.l 橙 W・R微 60% カマド、内面に暗文を施す

11 坪 I 12.2 IV(3.2) にぶい橙 B微 70% 

12 坪 I 12 1 IV2 8 橙 B少 70% 
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第69号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 ± 残存率 特 徴 注記No.

13 坪 I 11. 6 IV3 4 橙 W極微 100% 

14 坪 I 12 0 IV(3.3) 橙 B微 50% 

15 坪 I 12 0 IV3. 2 橙 B微 30% 

16 坪 I (13 O)IV(3 2) 橙 w極微 20% 

17 坪 I 12.6 IV(3 1) 橙 W微 80% 

18 坪 I 12. 6 IV2. 9 橙 R微 95% No. l 

19 坪 I 11.8 V2.9 橙 W極微 20% 

20 坪 I (14 0) V3 0 橙 B微 10% 

21 坪 I 13.6 IV(3.3) 橙 W極微 30% 

22 坪 I 12. 0 IV3. 7 橙 B微 10% 

23 坪 I 13. 0 IV (2 8) 橙 R少 20% 

24 坪 I 13. 0 IV2.1 橙 R微 30% 

25 甕 I (18.0) VS 5 橙 W多 10% 

26 甕 I21.8 VlO 8 明赤褐 R微 80% 

27 ＝互士＝ I (21.6) Vl6.8 灰 W微 20% 体部外面叩きの後一部にヨコナ

デを施す、内面に当て具痕有り

28 高坪 V2 3 明赤褐 W少 30% 

29 甕 11]7. 5 V 2 1 灰赤 W少 90% 

30 土錘 長80径34 橙 W少 86. 24g 

31 土錘 長74径3.1 浅黄橙 W微 64. 73 g 

32 土．錘 長48径17 浅黄橙 w少 8.11 g 
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第71号住居跡（第209• 210図）

勺

,I~ 

胆 7,90 B
 

¥̀¥＼＼ロニ＼＼＼＼＼＼`忍＼＼`＼`＼ 
O
ヒ | - 予

第209図第71号住居跡（1)
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53一 20グリッドに位置し、第74号住居跡を切る。長軸6.0m・短軸5.6mで南北にやや長い。深さ

は33~45cm、主軸方位はN-8°-Eである。壁はやや開き気味に立ち上がり、床面は中央付近がわ

ずかに高くなる。カマドは、北壁の東寄りに構築されている。燃焼部の掘り込みは浅く、煙道は緩

やかに立ち上がる。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。遺物は、大半が覆土中からである。第216図

の43は須恵器甕の口縁部で凸線を 2状巡らせ波状文を施している。
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第210図 第71号住居跡（2)

第71号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12.7IIl6.6IV3.2 灰白 W多 70% 

2 坪 I 13 OIII6.0IV3.4 灰白 R多 40% 

3 坪 I 13.2III6 OIV3.5 赤灰 W少 100% 回転糸切り離しの後木口状工具

によるヘラケズリ

4 坪 I 13.41Il6.4IV3.5 にぶい橙 R多 60% 土師質

5 坪 I8.71II7.0IV4 9 赤灰 W微 70% 回転糸切り離しの後周辺回転へ

ラケズリ
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第71号住居跡出土遺物(2)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

6 坪 III6.5 V2.3 褐灰 W微 50% 回転糸切り離し

7 坪 I (14.6) V4.6 褐灰 W少 10% 

8 坪 I (11 4)IV(4 8) 橙 R多 50% 底部外面が黒変

， 坪 I 12.4 IV(4.0) 橙 R多 50% カマド

10 坪 I (13.0) V4.3 橙 R少 20% 

11 坪 I 14.3 IV5.l 橙 W・R少 90% カマド、底部外面に黒斑有り No. l 

12 坪 I 13 2 IV5. 5 橙 R少 100% 

13 坪 I 14 0 IV4.9 橙 W・R微 40% 

14 坪 I (14 0) IV4.2 橙 W・ B微 40% 

15 坪 I (18 3) IV4.4 橙 R微 20% 

16 椀 I 13.5IIl7.0IV7 3 明赤褐 W多 80% 

17 椀 I 15.8 II13.9 にぶい橙 W多 80% 

III6. 0 !VlO 5 

18 鉢 I 14.8Ill5 4IV9.9 橙 B微 90% 内面にヘラ磨きを施す

19 高坪 I (11.6) V7 9 橙 R少 50% 

20 誼手 123.6 V7 0 橙 B少 50% 

21 士宜 IlS.O V9 8 橙 B少 60% 

22 匹士 I 20 0 II (32.0) 橙 R少 40% 

V26 0 

23 空手 I (34 2) Illll.O 淡橙 B少 30% 大形品、内面全体が黒変している

II (45.6) IV46.8 

24 空て II34.5 III6 2 橙 W・B多 50% 

V32.2 

25 手宜 II (39.5) III9.2 にぶい橙 W多 60% 

V39.0 
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第71号住居跡出土遺物（3)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

26 甕 I 18 6 II24 0 黄橙 W・ B少 60% 

III7. 2 IV27. 5 

27 甕 I 17.0 II18.8 橙 W少 90% 胴部中～下位に煤付着、木葉痕

IIl7 6 IV35 3 

28 甕 117.5 Vll l 橙 w微 50% 

29 霜コ I 19.5 Vl3.5 橙 W多 80% 

30 甕 I 18.8 Vl3.4 にぶい橙 B少 40% 

31 甕 I 26 8 VlS. 8 浅黄橙 W・ R微 40% 

32 甕 I 17.8 Vll.5 橙 W・ R微 60% 

33 甕 I 22 5 II19. 3 にぶい橙 W・B・R少 70% 

V25 8 

34 甕 I 17. 6 II19. 0 明赤褐 B少 80% 

III7.6 IV34.3 

35 甕 I 18.0 V5.5 橙 W・R少 60% 

36 甕 I 18.6 II19.2 明黄褐 W・R微 80% 胴部内面の輪積痕が明瞭

V29.l 

37 甕 Il7.8 II214 にぶい黄橙 R多 50% 

III (7. 6) IV (33. 5) 

38 甑 I 31.2 II28.0 にぶい橙 w(2~5mm)・R少 60% 

VII9.6 IV34.2 

39 甑 I 17. 5 VII2 2 橙 W(2~3mm含）微 90% 

IV14.9 

40 甑 I 13.4 III6.2 灰白 W 。B少 100% 

Vll3.1 !Vll.9 

41 支脚 I 15.2 III2.8 明黄褐 W多 50% 

IV14 4 

42 支脚 上部径4.5VS.8 にぶい橙 W極微 50% No. 2 

44 土錘 残長8.5径3.7 にぶい赤褐 B少 104.61 g 
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第217図 第71号住居跡出土遺物(7)

第71号住居跡出土遺物(4)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

45 土錘 残長3.0径12 淡黄 B微 3. 70 g 

46 土錘 長35径1.6 にぶい黄橙 W極微 5.56 g 

47 土錘 残長2.5径1.1 にぶい黄橙 W極微 2. 77 g 未製品

第72号住居跡（第219図）

54-20グリッドに位置する。第73。74号住居跡を切り、第51号住居跡に切られる。規模は、長軸

4.8m・短軸4.5m、深さ 16~30cmを測る。主軸方位は S-81°-Eである。壁は開き気味に立ち上が

り、床面北半が低くなっている。カマド、貯蔵穴等は検出されておらず、遺物も少量である。

ロ ／
 
C1] 

ロロニロ
〇 10cm 

4
 

ロ゜ 5cm 

第218図 第72号住居跡出土遺物
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第219図第72号住居跡

第72号住居跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No

1 坪 I (17.0) V5.2 橙 R少 20% 

2 坪 I (17 6) V7 7 橙 R少 10% 

3 空・ギ I (16.8) V4.3 にぶい橙 B・R多 20% 

4 土錘 長7.5径29 浅黄橙 W微 67. 25 g 
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第73号住居跡（第220~222図）
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第221図第73号住居跡（2)
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54-20グリッドに位置する。第74号住居跡を切り、第51・72号住居跡、第3号土塙に切られる。長

軸7.lm・短軸6.8m で南北にわずかに長い。深さは44~54cm、主軸方位は S-86°—E である。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、床面は中央からカマド付近が高くなる。

カマドは、東壁中央よりやや南に構築されている。燃焼部の掘り込みは深くなく、支脚に転用さ

れたと思われる土師器高坪が倒位で検出され、脚部には硬化した焼土が詰まっていた。炊き口には

硬化した焼土が明瞭に残り、上層に灰層が見られる。貯蔵穴は検出されていない。柱穴は、 4箇所

検出され (P1~4)、深さはそれぞれ12cm、12cm、23cm、19cmである。遺物は覆土中のものが

多いが、床直から長さ 7cm前後の大型の土錘が14個まとまって出土している。

勺 勺

ょ

B 37.90 B’ 

乳

゜

SJ 73カマド

1.褐 色 土焼土粒子（少）含む

2. 暗褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

3. 黒褐色土焼土粒子・灰粒子・炭化粒子（多）含む

4. 黒 褐 色 土 焼 土 粒 子 。 灰 粒 子 （ 少 ） 含 む

5.赤褐色土焼土層、暗褐色粒子（多）含む

6. 黒 色 土灰層、焼土粒子（多）含む

7. 暗赤褐色土焼土層、硬化

8.赤褐色土焼土層、硬化

9. にぶい黄褐色土焼土粒子（多）含む

10. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

11. 黒褐色土焼土粒子（多）含む

12. 褐 色 土焼土粒子（少）含む

13. 暗赤褐色土焼土層

1m 

第222図第73号住居跡(3)

-249-



□ 1 

／口
ロ□ ロロ
□ 口／

□/]ー／2

10 

13 

-]---

14 

10cm ~ I ",/ 16 

第223図第73号住居跡出土遺物(1)

-250-



第73号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 9 6 IV3. 7 灰 w少 100% 

2 坪 I 13. 0 IV5 0 橙 B・R少 80% 

3 坪 I 12 6 IV4.6 橙 R微 50% No. 2 

4 坪 I 13.6 IV5.2 橙 R少 60% 

5 坪 I 11.6 IV4.7 にぶい橙 W微 90% 

6 坪 V30 明赤褐 W極微 40% 

7 ＝盆士 II14.4 Vl0.3 橙 R(2~5 mm含）少 70% 

8 坪 V6.8 橙 W微 70% 

， 高坪 I 15 OIII9 8IV9.l 橙 W微 100% カマド

10 高坪 I 13. 2 V7 4 にぶい橙 w極微 80% カマド

11 甕 I (12. 6) にぶい赤褐 W・ B少 40% 

II (12 9)IIl(6.8) 

12 甕 I (19.8) Vl5.0 にぶい褐 W 。B少 40% 外面全体に煤付着

13 甕 III6.3 V12 5 にぶい赤褐 R多 60% 

14 甕 I (19.8) にぶい橙 W・B少 50% 

II (22 6) Vl8.4 

15 甕 III(S.5) V9 6 にぶい赤褐 W少 40% 

16 甕 I 16 6 II 20 5 にぶい褐 W多 70% 

V29 5 

17 土錘 長8.8径3.4 橙 W・ B少 75.05 g 床直

18 土錘 長8.3径3.3 にぶい黄橙 W・ B • R少 90. 75 g 

19 土錘 長8.2径31 にぶい黄橙 B微 76.02 g 床直

20 土錘 残長8.0径3.2 にぶい黄橙 W 。B少 73 36 g 床直

21 土錘 長8.2径3.2 にぶい橙 W 。B微 88.15 g 床直
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第73号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

22 土錘 長74 径3.3 にぶい黄橙 B微 78.87 g 床直

23 土錘 長7.5径3.1 にぶい黄橙 B微 67 28g 床直

24 土錘 長74径28 橙 W・B・R多 47.0H 床直

25 土錘 長7.1径3.2 にぶい黄橙 B微 67 95 g 床直

26 土錘 残長7.5径26 明赤褐 W・ B多 51. 50 g 床直

27 土錘 長75径30 浅黄橙 B微 68. 97 g 床直

28 土錘 長70径31 橙 W 。B。R多 60.37 g 

29 土錘 長68径3.0 にぶい黄橙 B微 63.27 g 床直

30 土錘 長69径1.5 橙 B微 13. 91 g 

第74号住居跡（第225• 227図）

53-20グリッドに位置する。周辺の重複する住居跡全てに切られるため、壁は上場・下場共に断

続的に検出された。規模は、長軸7.7m。短軸7.4m程度と推定される。深さ 40~50cm、主軸方位は

s-63°-Eである。西壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は若干の起伏がある。カマドは東壁に構築

されているが、上場は明瞭に検出できなっかた。遺物は比較的多く、長さ 8cmを超す大型の土錘が

含まれる。第229図21は、須恵器高坪の脚部であり、透し孔がわずかに残る。
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第74号住居跡出土遺物（1)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 11 7 IV4.4 橙 W・ R少 40% No.11 

2 坪 I (12 O)IV(5.5) 明赤褐 R多 30% 

3 坪 I (11 8) IV4.2 橙 R多 40% 

4 坪 I (12.0)IV(4.2) 橙 R少 40% 

5 坪 I 12.2 IV4.5 橙 R少 90% 底部外面に黒色部分あり No.3・6・7 

6 坪 I 12. 6 IV 4. 9 橙 R多 70% 底部外面に黒色部分あり No. l 

7 坪 I 13.2 IV4.8 橙 W・ R微 50% 底部外面が黒変している

8 坪 I (13.3)IV(4.l) 橙 R少 30% 

， 坪 I (15.0) IV5 2 明赤褐 R少 30% 

10 台付甕 III8.6 V5.0 橙 W・ B少 50% 

11 甕 ms. o v 4. 4 にぶい赤褐 W・ R少 70% 木葉痕

12 甕 I 15 2 II25.5 明赤褐 B少 80% No12 

III7 8 IV3.4 

13 宜一 IIIS.O VlS.8 にぶい橙 R少 70% No.14 

.、

14 甕 I 16.6 Vl5.3 明褐 B微 40% No11 

15 甕 I 17.6 Vl5.l にぶい橙 R少 20% No.11 

16 甕 I 19.2 II20 0 橙 B微 40% 木葉痕

III6. 7 IV37 5 

17 甕 I 18.2 II20.0 橙 W多 90% 木葉痕？ No13 

III7.8 IV36.6 

18 甕 I 21.3 II21.0 橙 W少 50% No.13 

V32.0 

19 甑 I (21. 5) にぶい橙 B多 20% 胴部内外面にヘラミガキを施す No.14 

II (19 8) V23 0 

20 甑 I 25. 3 II22 6 橙 B少 95% 口縁部・底部内面一部に煤付着 Nol5 

VIl8.6 IV32.0 
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残長6.2径1.5 にぶい橙 B微 111. 95 g 

残長6.2径2.2 橙 B・R微 I 19.9rn 

残長5.3径2.5 明赤褐 W・ B多 I 2s.02 g 

残長6.3径2.0 橙 W少 17. 19 g 

残長7.3径2.5 橙 B微 39.52g 指頭痕有り

残長6.6径3.0 にぶい橙 W(l~2mm含）微 59.28 g 

にぶい橙

淡黄

土錘長7.8径3.4 橙

第75号住居跡（

>ti 勺

ャー29

Q
 B 37.80 

OP,  

旦

B’ 

2m 

第230図第75号住居跡
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55-21グリッドに位置する。規模は、長軸3.8m・短軸3.0mで東西に長い。深さは 7~10cmと浅

く、主軸方位はN-88°-Wである。カマド、貯蔵穴は検出されていない。ピットは 2箇所で検出さ

れ、共に15cm前後であり、住居跡に伴うものかどうか不明である。遺物は、極めて少量であり、図

示できるものは 1点である。

□___ ----
-――-

0 10cm 
I l ---—• 

第231図第75号住居跡出土遺物

第75号住居跡出土遺物

]0. I 門□1 I :  : ::: 6 1 ：晶 Iw :  

土 I残存率

10% 

特 徴 注記No.

第76号住居跡（第232• 233図）

54-19グリッドに位憧する。第74• 91号住居跡を切り、第68• 69号住居跡に切られる。南辺、西

辺は下場のみ検出されている。規模は、長軸4.7m・短軸4.0m程度と推定され、深さは約50cmを測

る。主軸方位はN-83°-Eである。カマドは、東壁中央に構築されている。燃焼部は10cm程掘り込

まれ、段を持って煙道へ続く。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。遺物は、須恵器坪、土師器坪等

が出土しているが、北東コーナーから刀子の刃部と思われる鉄製品が出土している。

第76号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 13.3III6.8IV3 5 灰 W少 50% 回転糸切り離し後周辺回転ヘラ

ケズリ

2 坪 I (14 1) 灰 W微 40% 口唇部内面に自然釉付着

IV(3.5) IIIS.6 回転糸切り離し後周辺回転ヘラ

ケズリ（右回り）

3 坪 I 04.0) IIl8.0 灰白 W・W”微 30% 回転糸切り離し後周辺回転ヘラ

IV(3.8) ケズリ（右回り）

4 甕 llllO 8 V4.8 灰 W微 70% カマド、外面に叩き目痕有り No. l 

5 台付甕 Illll.6 V6.9 灰白 Wなし 40% 

6 台付甕 11114.4 V9 5 灰 W少 80% No. 4 

7 坪 I 13 6 IV4.2 橙 R少 30% 
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第76号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記NQ

8 坪 I 13.8 IV(3.0) にぶい橙 W少 40% 

， 坪 I 13. 7 IV2.6 明赤褐 R多 70% 内面に暗文を施す No. 2 

10 手捏ね I 4. 7III 4. 2IV3. 3 橙 W・B少 95% 外面煤付着 Nu3 

11 甕 I 18.8 V3.8 橙 W少 30% カマド
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第76号住居跡出土遺物(3)

I (23.8) V7.8 

15 

17 

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

残長3.8径1.1

残長4.5径1.2

長5.8径1.8

明赤褐

にぶい橙

明赤褐

にぶい赤褐

残長3.0径1.2 

残長9.4

橙

黄橙

W多

R
 
多

W極微

2.51 g 

3.67 g 

R微 5.62 g 

8.48 g 

7.62 g 

2.83 g 末製品

刃部のみ、錆の吹き出しが著しい
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第77号住居跡（第235• 236図）

55-19グリッドに位置する。第89号住居跡を切り、第55• 91号住居跡に切られる。長軸5.lm。短

軸5.0mでほぼ正方形を呈し、深さは25~32cmを測る。主軸方位はN-44°-Eである。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、床面は中央付近がやや高くなる。

カマドは、北壁中央に構築されている。カマド前面は深さ約10cm掘り下げられており、覆土は焼

土粒子・炭化粒子を含む褐色土であった。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

遺物の量はさほど多くなく、土師器坪・甕。上錘が出土している。

可

B
 

没＇， B' 

$J55 

SJ 91 

ふ

＇` 胆．90 旦

量＼言ニー＼＼＼＼｀＼｀｀＼＼

゜
2m 

第235図第77母住居跡（1)
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第77号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 10 3 IV3 3 橙 B微 95% 外面に黒斑有り

2 坪 I 10. 6 IV3 1 橙 B。R微 60% 

3 坪 I (13.2)IV(4.2) 橙 B。R微 30% 

4 甕 I 20.0 V9.0 にぶい橙 B多 80% 

5 甕 I (19.6) にぶい橙 R少 20% 

II (31. 0) V28 2 

6 甕 III4 6 V9.7 にぶい褐 W・ B少 60% 外面に煤付着

7 甕 Ill3.2 Vll 6 橙 B・R多 70% 外面に煤付着

8 土錘 残長3.6径14 にぶい橙 B微 5 04 g 

第78号住居跡（第238図）

57-18グリッドに位置し、大半が調査区域外にある。規模は、検出されている南辺で5.3mを測

り、深さは 2~7cmと極めて浅い。カマド、貯蔵穴は検出されていない。遺物は、極めて少量で、

図示した須恵器高台付坪は、土師質で橙色を呈している。

l
lJ
'

-

'途区”
□-=-ノ

゜
10cm 

k
-

A 3ZBO k
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言
゜

2m 

第238図第78号住居跡

-267-



第79号住居跡（第239図）
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56-18グリッドに位置する。第90号住居跡を切り、第53• 58号住居跡に切られる。規模は、検出

されている南辺で5.7m、深さ 52cmを測る。壁はほぽ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

カマド、貯蔵穴は検出されていない。

遺物は極く少量であるが、南壁際から鉄製の鋤先が出土している。

第79号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (11.S)IV(3.5) 橙 R多 20% 

2 坪 I (13. 2) IV (3. 7) 橙 R少 30% No. 2 

3 鋤先 残長103 鉄製、錆の吹き出しが著しい No. 2 

幅18~2.1 

第80号住居跡（第241図）

57-20グリッドに位置し、第84号住居跡を切る。長軸3.4m・短軸2.9mで東西に長い。深さは

28~36cm を測り、主軸方位は S-86°—E である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

カマドは、東壁中央よりやや南寄りに構築されている。両袖は貧弱で断面三角形を呈する。燃焼

部の掘り込みはなく、ほぼ垂直に立ち上がり煙道へ続く。煙道部には天井部の崩落かと思われる焼

土層が明瞭に残る。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

出土遺物は、極めて小片少量であり、図示できるものはない。

発掘作業風景

-269-



~1 ~1 

-
g，且ー

旦
B
-

<( 
』冒

B37.80 8' 

量 ゜
2m 

呵 呵
•9 9 9 9 9 9 9 9 9 9,  9 9 9 9 9 ヽ 9 •• 9 9 9 9 9 E 9 

些•80 8' 

冒
伽

SJ 80カマド

1.褐色土黄色粒子（多）、白色粒子（少）含む

2. 暗褐色土黄色粒子（多）、焼土粒子・炭化粒子（少）含む

3. 暗褐色土黄色粒子（多）、焼土粒子・炭化粒子 2層よい多く含む

叱v4．暗赤褐色土焼土層

5.褐色 土 焼 土 粒 子 ・ 炭 化 粒 子 ・ 黄 色 粒 子 （ 多 ） 含 む

6.黒色土炭化物層（竹か？）
叫.,V,ヽ 7.暗褐色土黄色粒子（多）含む

8.褐色土黄色粒子（多）含む

9.褐 色土黄色粒子（多）含む

10.暗褐色土焼土細粒子（多）含む

● 111/ll. 暗褐色土 10層に類似するが焼土細粒子をより多く含む

， 1m 

<I ..:I 

第241図第80号住居跡
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第81号住居跡（第242• 243図）

56-20グリッドに位置し、第85号住居跡を切る。一辺約5.0mだが、北辺がやや短く台形状を呈す

る。深さは26~30cmを測り、主軸方位は S-81°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は中

央付近が高くなる。

カマドは、西壁に構築されている。燃焼部の掘り込みは浅く、炊き口と思われる部分には焼土が

明瞭に残る。袖は検出されておらず、煙道はオーバーハング気味に残る。貯蔵穴は検出されていな

い。柱穴は、 4箇所検出され(p1~ 5)、深さはそれぞれ21cm、36cm、27cm、25cmである。

遺物は、土師器坪・甕等や刀子と思われる鉄製品が出土している。

可 勺

一

叶
’
2
1

口
ロ

』

SJ 81 
1.暗褐色土炭化粒子含む

2. 黒褐色土炭化粒子、焼土粒子含む

3. 暗褐色土焼土粒子（多）含む

4. 褐色土炭化粒子、焼土粒子含む

5. 暗褐色土炭化粒子含む

6. 黒褐色土炭化粒子、焼土粒子含む

7. 暗褐色土

0
8
活
＜

0 2m 
1 -1 | 

第242図第81号住居跡（1)
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第243図第81号住居跡（2)

第81号住居

< 法量 (cm) f 

I 13.5 IV4.3 橙

I 13.5 IV(4.l) 橙

113 4 IV(4 8) にぶい橙

4 I 坪 I (14.0) V5.8 にぶい橙

5 I 坪 I (14.0) IV4 4 浅黄橙

6 I 甕 I (20 0) にぶい橙

II (28.5) V22.6 

甕 III9 0 V7.0 

甕 I (16.0) Vl3. 7 

30% 

30% 

30% 

胴部外面に黒変部分あり
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第81号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

， 甕 III6.3 V12.2 橙 W・R多 40% 

10 土錘 長7.2径3.1 にぶい黄橙 W(l~2mm含）微 59.45 g 

11 土錘 長5.9径1.6 明赤褐 R微 12. 14g 

12 土錘 長5.6径1.5 にぶい黄橙 W極微 11.95 g 

13 土錘 長3.9径1.4 赤褐 W微 6.4og 

14 土錘 残長3.1径1.4 赤褐 W多 4.62 g 

15 刀子？ 残長5.1 鉄製

第82号住居跡（第245図）

56-22グリッドに位置し、南半は調査区域外にある。規模は、検出された北辺で3.9mを測る。深

さは8~14cmと浅く、床面はやや起伏がある。カマド、貯蔵穴は検出されていない。

出土遺物は、極めて少量である。第246図 1は橙色を呈するミニチュア土器で、残存率は80％であ

る。 2は、長さ8.1cm・重さ92.73gの大型の土錘で、色調はにぶい橙色をしている。
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―
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第245図第82号住居跡
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55一 20グリッドに位置する。長軸4.7m．短軸4.3mでやや東西に長く、カマドを中心にわずかに

扇状に開く。深さは43cm、主軸方位はN_31°_Wである。壁はほぽ垂直に立ち上がり、床面は平坦

である。覆土は、おおむね 4層で自然埋没の様相を示している。

カマドは、北壁中央よりやや東に構築されている。燃焼部の掘り込みはごくわずかで、覆土に焼

土粒子・灰粒子を含むが、焼土層・灰層は見られない。底面はやや凹凸があり、緩い傾斜を持って

立ち上がって、煙道へ続く。煙道は長く、掘り込みもしっかりしている。

壁溝は、北東コーナーから南西コーナーにかけて検出されている。全体的に掘り込みが浅く、 3

~5 cm程度である。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

遺物は少量で、土師器坪・甕が出土しており、全て破片である。

呵

..:I 

些．80 B’ SJ 83カマド

1.暗褐色土黄色粒子（多）、焼土粒子・炭化粒子（少）含む

2. 黄褐色土黄色粒子（多）、焼土粒子・炭化粒子（少）含む

3. 褐 色 土黄色粒子（多）含む

4. fこぶい黄褐色土 焼土粒子含む

5.褐 色 土焼土粒子・灰粒子含む

゜
1m 

第248図第83号住居跡（2)
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第249図第83号住居跡出土遺物

第83号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (13. 4) IV (4. 0) 橙 W・ B • R多 30% No. 5 

2 坪 I 14.2 IV4.9 にぶい橙 W・ R少 40% 内面全体に煤付着 No. 3 

3 甕 I (13.2) VS.O 橙 R微 30% No. 2 

4 甕 I (21.8) V9.7 橙 W・B・R微 20% 外面に黒色部分有り

5 甕 Vl5.5 褐灰 W(2~3 mm)・小石多 60% 外面は黒変している

6 甕 IIIS.O V9.2 橙 B。R少 50% 外面に黒色部分有り No.1 

第84号住居跡（第250図）

57-19グリッドに位置し、第80号住居跡に切られる。規模は南辺上に第80号住居跡があるため明

確ではないが、長軸4.5m・短軸3.9m前後の東西に長い長方形を呈するものと思われる。深さは15~26

cmを測り、主軸方位はN-30°-Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はおおむね平坦であ

る。

カマド、貯蔵穴等の施設は検出されていない。

出土遺物は極めて少量で、図示できるのは土錘 1点のみである。
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第250図第84号住居跡

第84号住居跡出土遺物

:0. I □:I残：4:；□ I ：包褐調 1B: 
土 I残存率 1 特

7. 75g 

徴 注記No.

第85号住居跡（第251図）

57-20グリッドに位置し、第81号住居跡に切られる。長軸5.lm•短軸4.lm で東西に長い。深さ

は23~30cmを測り、主軸方位はN-70°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦であ

る。北壁・西壁の第81号住居跡に切られる部分は下場のみ検出された。

カマドは、東壁に構築されている。燃焼部は10cmほど掘り込まれ、緩やかに煙道へ続く。燃焼部

中央には長さ約15cmの河原石を支脚として立て、その上に甕が正位に据え置かれた状態で出土して

いる。貯蔵穴はカマド右側の南東コーナー付近に検出され、 68X65cmの円形を呈し、深さは18cm

である。遺物は、カマド前面に集中しており、土師器坪・甕・甑、土錘等が出土している。土錘は

長さ 7cmを超す大型のものを含め10点出土し、石錘は床面に散在した状態で出土している。また、

住居跡中央付近で、床面から10cmほど浮いた状態であるが馬の歯（下顎）が出土している。
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第85号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12. 0 IV 4. 8 橙 W微 40% No.23 

2 坪 I 12. 4 IV 4. 9 橙 W・R(l~2m畔）微 40% 

3 坪 I (13. 0) IV5. 2 橙 R多 50% No.12 

4 坪 I 12.5 IV(5.6) 橙 R多 50% 

5 坪 I 14.6 IV4 3 橙 W・ B微、 R少 50% No.26 

6 坪 I (14 4) IV5 1 橙 w微、 R多 70% No.36 • 60 

7 坪 I 17.4 IV4 4 橙 R微 50% 

8 坪 I (12.0) IV4 7 にぶい橙 B・R微 40% 

， 坪 I (13 2) IV4. 7 にぶい橙 R微 60% No. 4 

10 坪 I 12. 7 IV (4 7) 黒褐 W・ R微 50% 

11 高坪 I (15.8) V6.5 橙 R・W'少 50% 

12 高坪 I 14 0 V 4. 3 橙 R微 80% 

13 士宰 II27.0 V20. 7 灰白 B少 90% 

14 てg II32.3 III7.6 にぶい橙 W・R(l~2m詰）少 20% 

Vl5.2 

15 甕 I (14. 0) にぶい橙 W微 20% No.63 

II (15.9) Vll.4 

16 甕 I 11. 6 II13. 5 にぶい黄橙 B少 95% No.83 

III?. 0 !Vll. 8 

17 甕 I 13.6 II16.2 にぶい褐 W・ B少 95% 整形が非常に雑、輪積痕明瞭 No.71 • 79 

IV19.4 

18 甕 I 18 7 Vl5.3 にぶい黄橙 W・B微 40% 外面の輪積痕明瞭

19 甕 I 19 0 II22 2 にぶい橙 W・B少 80% No」1

V27.2 

20 甕 I 17. 8 II 20 0 橙 B微 80% 

V27 6 
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第85号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

21 甕 I (16.0) V13.6 にぶい褐 W少 20% No. 2 • 72 

22 甕 I 21 8 II25 0 橙 B多 60% 胴部内面に黒斑有り No.85 

V22 6 

23 甕 I 25 0 II28 2 にぶい黄橙 W少 80% No.39 

Ill8.4 IV31 7 

24 甕 I (20.0) Ill9.2 にぶい橙 W・ B多 70% 内面全体に煤付着 No.84 

III5. 4 IV26.2 

25 甕 116 8 II15.8 にぶい橙 W 。B多 90% No.84 

IIl6 2 IV18. 8 

26 甕 II20 0 lll5 8 橙 W多 80% No.38 

V22 4 

27 甕 I 19.2 II19.0 橙 B少 95% No.SO 

III6. 4 IV31. 8 

28 甕 I 18.2 II19.2 にぶい黄橙 W多 80% No.13 • 15 

Vl6.5 R（ブロック状2~3圃少

29 甕 III7.3 V2.0 にぶい橙 B少 50% 木葉痕 No.30 

30 甑 I 18.8 II18.8 明赤褐 W 。R多 80% No.41。44

IIIS.O IV26.5 56 

31 甑 I 18. 5 III7. 0 にぶい橙 B少 100% No.82 

VIIl 7 IV12 3 

32 手捏ね I 4. 4 IVZ 9 橙 W多 70% 内外面に煤付着

33 ミニチュア I (6.2) V3.6 灰黄褐 B微 10% 口縁部に孔を持つ

34 土錘 長8.8径2.8 橙 W 。B・R微 58. 06 g 

35 土錘 長7.6径35 淡黄 W・ B 86. 08 g 

36 土錘 長8.0径2.8 橙 W・B・R少 59. 01 g No.49 

37 土錘 長7.6径3.1 にぶい橙 B微 66. 92 g 

38 上錘 長7.2径19 淡黄 B微 23.23 g 
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第256図第85号住居跡出土遺物（5)

第85号住居跡出土遺物(3)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

39 土錘 長5.7径17 橙 B微 17. 28 g 

40 土錘 長6.2径l9 淡黄 B微 18. 57g 

41 土錘 残長35径18 灰黄褐 B (2~3 mm含）微 11. 00 g No.58 

42 土錘 残長32径1.3 橙 R微 4 54 g 

43 土錘 残長30径1.6 にぶい黄橙 B微 8 22 g 孔が貫通していない

第86。87号住居跡（第257• 258図）

第86号住居跡は58-19グリッドに位置する。第87• 92号住居跡を切り、第109号住居跡に切られ、

北西コーナーは調査区域外にある。一辺が4.9mの正方形で、深さは25~32cmを測る。主軸方位は

s-47°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は起伏がある。カマド、貯蔵穴等は検出され

ていない。遺物は、土師器坪。甕等が出土し、西壁際から土製勾玉が出土している。

第87号住居跡は58-19グリッドに位置する。第92号住居跡を切り、第86• 109号住居跡に切られ

る。明瞭に検出できたのは南東コーナーとカマドの煙道のみであり、規模等は不明である。カマド

は東壁に構築されている。燃焼部は約15cm掘り込まれ、底は丸くなっている。出土遺物は、土師器
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第258図第87号住居跡

第86号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 9 8 IV2.8 橙 R少 60% No.16 

2 坪 I 13.0 IV3.8 橙 R多 70% No.11。12

3 坪 I 12 9 IV(4.ll にぶい橙 R多 60% 

4 坪 I 13.0 IV4 2 にぶい橙 W微 80% 

5 坪 I 13.8 IV4.6 橙 R多 70% 

6 坪 I (14.0) IV4.3 にぶい橙 R少 40% 

7 坪 I 13 6 IV4.2 橙 R少 80% No13 

8 坪 I 14.0 IV4.2 橙 R少 90% 

， 坪 I 13.0 IV4.4 橙 B・R少 50% 

10 坪 I 12 0 IV4.8 橙 W 。R少 90% No.1 

11 坪 V3.l 橙 R微 60% 

12 坪 I (12.0) V6.3 橙 R微 20% 
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第260図第86号住居跡出土遺物（2)
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゜
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第261図 第86号住居跡出土遺物(3)

第86号住居跡出土遺物(2)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

13 鉢 I (18 0) !Vll.O にぶい橙 W(l~2mm)少•B微 20% 底部外面に煤付着

14 鉢 I 23.0 VlO.O 橙 R微 80% 

15 甕 I 18.8 II (18. 7) 橙 W(2~3 mm含）少 80% No. 6 • 7 

V28.0 

16 甕 I 14.4 II18.4 にぶい橙 B多 80% No.4 

IV(l8.3) 

17 甕 I 15.6 II19.8 にぶい黄橙 w少 50% 

IIIS.3 IV28.3 

18 甕 I (16.0) II16 0 橙 W多 60% 

III7 0 IV36 0 

19 甕 I 18.2 II17.8 にぶい黄橙 W(l~3mm含）少 70% 

V37.5 

20 甕 I 19.8 II17.6 橙 W(2~3 皿含） •B少 70% 

Ill4. 6 IV32. 3 

21 甑 I 20. 0 III6 0 にぶい黄橙 B微 80% 底部外面に煤付着 No. 4 

IV24.6 内面ナデの後ヘラ磨き

22 勾玉 長2.7孔径0.2 橙 Wなし 4.33 g 土製 No15 

口
0 10cm 
1 ,  1 

0 10cm 
I I I 

第262図第87号住居跡出土遺物
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甕の破片と石錘 1点のみである。甕は上半部のみで橙色を呈し、推定口径が17.8cmである。

第88号住居跡（第263図）

55ー 22グリッドに位置し、第54号住居跡に切られる。カマドの一部を検出したのみで、住居跡の

大部分は調査区域外にあり、規模等は全く判らない。カマドの南壁は焼土化しており、遺物の残り

は予想外に良好である。

A
3
7
.
5
0
 

、‘ヽ

一1:i..ぶ

---店

SJ 88 
1.暗褐色 土焼土粒子（極多）含む

2. 黒褐色土焼土粒子（極多）含む

3. にぶい黄褐色土焼土粒子（多）含む

4. 暗褐色 土焼土粒子（少）含む

5. 暗赤褐 色土焼土の細粒子層

6. 暗褐色 土焼土粒子（多）含む

7. にぶい黄褐色土焼土粒子（微）含む

8. 暗褐色土焼土粒子（少）含む

゜
1m 0 1m 

| I 

第263図第88号住居跡

゜
10cm 

ロロ

4
 

第264図第88号住居跡出土遺物
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第88号住居跡出土遺物

No, 器種 法菫 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 高坪 Il3 8 V7.2 橙 R少 90% 

2 高坪 I 14 8IIl9 2IV8.2 橙 R少 70% No. 2 

3 甕 I 15.8 II16.8 灰黄褐 B少 50% 

IIl7 0 IV16 1 

4 甕 I (18 0) II20 0 にぶい黄橙 B少 70% 

Ill6. 6 IV30 6 

第89号住居跡（第265• 266図）
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第265図 第89号住居跡(1)
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カマドは、北壁の中央よりやや東寄りに構築されている。袖はわずかに突出する程度であり、燃

焼部の掘り込みはない。煙道は長く、底面は起伏があり、煙出しに向かって徐々に深くなる。貯蔵

穴、柱穴は検出されていない。出土遺物は、少量である。

第89号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (11 2)IV(4.3) にぶい橙 W微 30% 

2 坪 I (13 0) V4.0 浅黄橙 R少 20% 

3 坪 I 04.0)IV(4 3) にぶい褐 R微 30% 

4 坪 I (16 O)IV(3.2) 明赤褐 R微 30% 

5 土錘 長7.0径1.4 にぶい橙 B微 14. 75 g 

第91号住居跡（第268図）

54-19グリッドに位置する。第74• 77号住居跡を切り、第55• 68 • 76号住居跡に切られる。規模

は、長軸4.9m・短軸4.5m程度と推定される。深さは45~51cmを測り、主軸方位はN-330-Wであ

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は中央付近が高くなる傾向にある。

第91号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 宰士 II (13.6) V5 0 灰白 W極微 20% 

2 坪 I 15. 0 IV3 7 にぶい橙 w極微 80% 内面に黒色物質が付着

3 坪 I 14 5 IV3.3 橙 B微 70% 

4 坪 I 14.9 IV(4 1) 橙 W・ B微 60% 

5 坪 I (17.0) III13.0 にぶい橙 W微 80% 

IV2 8 

6 甕 I 17 6 II (26 4) 灰 W少 30% 胴部叩き目 No. l 

V27.0 

7 甕 I (22.6) II19.8 橙 R多 50% 

V22 0 

8 甕 III(5.2) Vl7. 7 橙 W・ B少 80% 

， 土錘 残長2.4径1.1 にぶい黄橙 B微 1. 93 g 

11 砥石 長155輻5.5厚4.5 675 00 g 凝灰岩、 3面使用
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カマドは北壁に構築されているが、煙道の先瑞のみ検出された。煙道の覆土は、焼土粒子を含む褐

色土である。貯蔵穴は北東コーナーに接して検出され、 91X70cmの楕円形で深さは25cmを測る。

壁溝は、検出された壁面を全周する。深さは浅く 10cm以内である。

遺物は、須恵器・上師器以外に土錘 1点、砥石 1点が出土している。第270図10は把手付きの須恵

器の破片である。表面は叩きの後ナデを施し、その後把手を貼り付け周辺を撫でている。裏面には

当て具痕が明瞭に残る。器種は不明だが、器厚・大きさから甕と思われる。

11 

ロ ゜
10cm 

第270図第91号住居跡出土遺物(2)

第92号住居跡（第271図）

58-19グリッドに位置し、第86• 87 • 109号住居跡及び溝状の攪乱に切られる。規模は、東西3.4

m、深さ30cm前後を測る。主軸方位は S-4"-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦

である。南辺はカマドの左右で傾きが異なり、西辺・東辺は北に行くにしたがってその間隔が狭く

なる傾向にある。カマドは南壁に構築され、傾きが異なる左右の壁を繋ぐような形で設けられてい

る。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

遺物は、土器以外に凝灰岩製の砥石が 1点出土している。
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第92号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 115.0 IV3 2 明赤褐 R少 50% 

2 椀 I 15.6 IV9.0 明赤褐 W少 30% 内面に炭化物付着

3 甕 I 13 0 II 15 4 にぶい橙 W・ B少 50% No. 2 

V17.5 

4 ＝ 空 II (14 0) III5.8 橙 R多 70% No.3 

V9.5 

5 甕 123 0 II21.2 にぶい橙 W多 90% No. l 

IIl2 4 IV29.1 

6 甕 I (21.6) にぶい橙 B少 30% 

II (18.8) V26.5 

7 砥石 長11,2幅65厚55 395.oog 凝灰岩、4面使用、斜方向に刃痕有り

第101号住居跡（第273図）

A 
調査区域外
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SJ 101 
1.褐色土焼土粒子（微）、火山灰（少）含む、しまり良、粘性弱

2. 褐色土 炭化粒子（多）、焼土粒子（微）、火山灰（少）、しまり良、粘性弱

第273図第101号住居跡
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68-21グリッドに位置し、溝状の攪乱に切られ、北半は調査区域外にある。規模は、検出されて

いる西辺で3.5m、深さ30cm前後を測る。主軸方位はN-54°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、床面には凹凸が見られる。カマドは検出されていない。調査区の壁に貯蔵穴と思われる落ち込

みが検出されている。遺物は極めて少量だが、長さ 5cm前後の土錘が 3点出土している。
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第274図第101号住居跡出土遺物

第101号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 甕 I (20.0) VS.3 暗赤褐 W微 40% 

2 土錘 残長4.8径(2.2) 橙 B少 15. 58 g 

3 土錘 残長5.3径1.9 明赤褐 W多 16. 18 g 

4 上錘 長45径1.2 明赤褐 W微 7 16 g 

第102号住居跡（第276図）

61一 20グリッドに位置し、第105号住居跡を切る。長軸2.6m・短軸2.0mで東西に長い。深さは 2

~5  cmと極めて浅く、主軸方位は S-80°-Eである。床面はほぼ平坦である。

カマドは東壁中央に構築されているが、痕跡をとどめる程度である。貯蔵穴、柱穴は検出されて

いない。遺物は極めて少量だが、カマドの炊き口から台付甕が出土している。

ロニ／
o 10cm 

2 I l -

第275図第102号住居跡出土遺物
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SJ 102カマド

1. 暗褐色土焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粒子（少）含む

2. 暗褐色土 1層に類似、炭化色粒子（多）含む

3. 暗褐色土 焼土粒子・炭化粒子（少）含む

1m 

゜
2m 

第276図第102号住居跡

第102号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 鉢 I 13.5Ill5.6IV4. 7 にぶい黄橙 B微 80% No. 2 

2 台付甕 I 13.0 II14.5 橙 R微 80% No.1 

Vl4.7 

第103号住居跡（第278図）

61一 21グリッドに位置し、第 3号溝を切る。規模は、長軸3.0m・短軸2.8m、深さ35cmを測る。

主軸方位はN-5°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面のほぼ全面に貼り床がされ、中央付

近がやや高くなる。カマドは北壁に構築され、遺存状態は良好である。燃焼部は約10cm掘り込ま

れ、垂直に立ち上がって煙道に続く。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。遺物は、極めて少量で、

図示した土師器坪はにぶい橙色を呈し、残存率60％である。

三塁三
゜

10cm 

第277図第103号住居跡出土遺物
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60-22グリッドに位置する。長軸2.9m•短軸2.3m で南北に長い。深さは 4 ~7 cmと極めて浅

い。主軸方位は S-78'-Eである。床面は平坦であり、中央部からカマドにかけてに貼り床が認め

られる。カマドは東壁の南寄りに構築され、燃焼部は約10cm掘り込まれている。貯蔵穴、柱穴は検

出されていない。出土遺物はごく少量だが、カマドの煙道部から長さ5cm前後の土錘が 4点まとま

って出上している。

し

~
ー

02 : 3 ① 4 

A5  

゜
10cm 

゜
5cm 

第280図第104号住居跡出土遺物

第104号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 甕 I (19.6) 明赤褐 W・ R少 20% No. l 

II(27.0) Vl7.2 

2 上錘 長5.4径1.2 極暗赤褐 W極微 9. 72 gヵマド、指頭痕 No. 5 

3 土錘 残長5.2径（12) 明赤褐 W樹微 4.27 gヵマド No. 3 

4 土錘 長4.4径1.2 にぶい赤褐 w極微 7. 75 gヵマド No. 2 

5 土錘 残長40径(12) 赤褐 w極微 3.28 gヵマド No. 3 

第104号住居跡
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第105号住居跡（第281図）
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1。暗灰黄色土

2. 灰黄褐色土
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SJ 105カマド

1．にぶい黄褐色土

2.灰黄褐色土

3. 黄灰色土

4. 褐灰色土

5. 暗灰黄色土

第105号住居跡

黄褐色粒子、炭化粒子、焼土粒子（少）含む

1層よりも黄褐色土を多く含む、しまり良

゜
2m 

0 1m 
| -~→-_―---4 

焼土粒子（多）含む

焼土粒子（多）含む

焼土粒子・黄褐色土粒子（微）含む

灰層、焼土粒子（多）、炭化粒子（少）含む

灰粒子（多）、焼土粒子（微）含む

第281図

第105号住居跡
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62-20グリッドに位置し、第102号住居跡に切られる。長軸3.4m・短軸2.4mで南北に長い。深さ

6~10cmを測り、主軸方位はN-46°-Wである。床面はカマド前面がわずかにたかくなる。貼り床

は、中央部からカマド周辺に認められる。カマドは、北壁の中央に構築されている。燃焼部はごく

浅く掘り込まれ、覆土に灰層が明瞭に残る。貯蔵穴、柱穴は検出されていない。

遺物は、カマドの炊き口に集中して出土している。

口 ／ 口
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¥'I __________ 

6
 

0
』

10cm 
= 

第282図第105号住居跡出土遺物

第105号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 12.8 IV(3 5) 橙 B微 50% No.2 

2 坪 I 11 5 IV3. 4 橙 W微 40% 

3 甕 I (19.8) VlO 9 にぶい橙 B少 20% カマド No. l 

4 甕 IIl4.0 Vll.l にぶい橙 W 。R少 80% No. 9 

5 ミニチュア I 5 2 IIS.4 にぶい橙 B少 60% 

1114 4 IV6.0 

6 甕 I (18.2) IIl5 0 橙 W少 50% No. 4 

II (18. 0) IV35 5 
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第106号住居跡（第283図）
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SJ 106 一1.褐色土炭化物、焼土粒子、焼土プロック、火山灰（微）、しまり良、粘性やや

あり

2. 灰黄褐色土焼土粒子、炭化粒子、火山灰（少）、しまり良

3. 灰黄褐色土 焼土粒子、焼土プロック、炭化物（多）、しまり良

SJ 106貯蔵穴 (C-C')

1.黄褐色土 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子含む

2.褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

3.褐色土焼土粒子・黄色粒子（少）含む

• 2層と 3層との間に炭化物が薄く堆積

゜

第283図第106号住居跡
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60-19グリッドに位置し、北東コーナーは調査区域外にある。長軸5.0m・短軸4.9mでほぼ正方

形を呈すると思われる。深さは32~42cmを測り、主軸方位はN-25°-Wである。覆土はおおむね 1

層で短期間で埋没したものと思われる。壁はほぽ垂直に立ち上がり、床面は噴砂によって切られ、

中央部から東が高くなる。貼り床は中央部に明瞭に認められる。

カマドは検出されていないが、貯蔵穴の東側の床面に焼土と炭化粒子が検出されていることから

北壁に構築され、調査区域外にあるものと思われる。貯蔵穴は北壁に接して検出され、 130X124cm 

の円形で、深さは40cmを測る。周囲はドーナツ状に盛り上がっている。柱穴は、 2箇所で検出され

(P 1 • 2)、深さは22cm、42cmである。なお、ピット 3の深さは28cmである。

出土遺物はあまり多くなく、土器以外には土錘が 4点ある。

□ /  
□―-/ 

胃 ¥jj/ 6 7 

□ 〖〇
5 ◎ ◎ 

□。
10cm 5cm 

第284図 第106号住居跡出土遺物

第106号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 05.2) V3.8 橙 W微 30% 貯蔵穴 No. 5 

2 坪 I 14.5 IV(4.3) 橙 W極微 50% 

3 坪 V2.8 にぶい褐 R微 60% 底部外面が黒変している

4 甕 I 17.1 V7.7 浅黄橙 R少 40% No. 9 

5 土錘 長75径3.0 橙 W多 77 30 g No. 3 

6 土錘 長5.6径1.6 明赤褐 W微 10 33g No.12 

7 土錘 長5.4径1.2 明赤褐 W微 8. 2l g Na6 

8 土錘 残長3.1径1.1 橙 W少 2.94 g No. 2 
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第107号住居跡（第285図）

59一 21グリッドに位置する。カマドの煙道と思われる部分のみ検出された。周辺の精査を行なっ

たが住居の掘り込みは検出されなかった。出土遺物は図示した土師器坪 1点で、橙色を呈し、残存

率は50％である。
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SJ 107 

1. 褐色土

2. 褐色土

3. 褐色土

4. 褐色土

5. 褐色土

ー

，

一

焼土粒子（少）含む

焼土ブロック（極多）、焼土粒子（多）含む

焼土粒子・灰粒子（微）含む

焼土粒子・焼土プロック（多）含む

灰層が、焼土粒子・炭化粒子（少）含む

＼ 
゜

10cm 

¥
4
 

0 1m 
| l 

第285図第107号住居跡

第108号住居跡（第286図）

59一 20グリッドに位置する。規模は、長軸4.8m・短軸3.8mで東西に長い。深さは14~23cmを測

り、主軸方位はN-86°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はわずかに起伏があり、中央

から南が高くなっている。貼り床は中央からカマド付近にかけて認められる。また、床面及びカマ

ドは 3条の噴砂によって切られているが、歪みは見られない。

カマドは、東壁のやや南寄りに構築されている。燃焼部の掘り込みはなく、ほぼ中央を噴砂によ

って切られる。燃焼部の左袖寄りに黄褐色粘土が検出されている。貯蔵穴は南壁の中央寄りに壁に

接した状態で検出され、周囲は「C」字状に盛り上がり、北側の壁には 2段の段を持つ。柱穴は検

出されていない。

遺物は量的にはあまり多くないが、貯蔵穴から土師器甕・甑等が出土し、土器以外では滑石製臼

玉、鉄製刀子がある。

第108号住居跡貯蔵穴遺物出土状況
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SJ 108カマドI.褐色土焼土粒子・炭化粒子（微）含む

2,褐色土焼土プロック（多）、焼土粒子・炭化粒子（少）含む
3.暗赤褐色土灰粒子・炭化粒子（多）、焼土粒子（少）含む
4,明赤褐色土焼土プロック堆積層

5.暗赤褐色土 焼土粒子焼土プロック・炭化粒子（多）含む

6.黄橙色土粘土層
7.褐色土焼土粒子・炭化粒子（多）含む

8.黄橙色土焼土粒子（微）含む

第286図第108号住居跡
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第287図第108号住居跡出土遺物
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第108号住居跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 14.3 IV4.5 橙 W・ B微 80% No12 

2 壺 I 9.6 II15.0 橙 W 。B・R少 100% No. 4 

IIIS.4 IV16.3 

3 甑 I 17. 6 VII2. 5 にぶい赤褐 W・ B多 90% No. 5 

IV15.2 

4 甑 I 24.5Vll8 5IV3 4 橙 W 。R少 70% No. 3 

5 甕 I (18 0) IIl6.2 橙 W・B・R少 50% No. l 

II (17 5) IV32.3 

6 上錘 残長6.0径18 灰白 B少 19. 09 g No. 9 

7 上錘 残長3.0径10 赤 R微 2.66 g 

8 刀子 残長10.5 錆の吹き出しが著しい No.11 

幅0.3~0.8

， 臼玉 残長0.4径0.8 0.48g 滑石製 No.10 

10 臼玉 残長0.7径0.9 1.08 g 滑石製 No. 7 

第109号住居跡（第288図）

58-19グリッドに位置し、第86• 87 • 92号住居跡を切る。住居跡の中央部を攪乱によって壊され、

北辺は調査区域外にある。規模は、検出されている南辺で2.7mで北辺はそれよりやや長くなる傾向

にある。深さは10~14cmと浅く、主軸方位は S-74°-Eである。床面は平坦であり、貼り床は、カ

マド前面の攪乱脇にかすかに認められる。

カマドは、東壁に構築され、燃焼部は約10cm掘り込まれている。貯蔵穴はカマドの右袖に隣接し

て検出され、 40X37cmの円形で深さは24cmである。また、左袖に接する状態で深さ 4cm程の小ピ

ット (P1)がある。

遺物はさほど多くなく、土器以外には大型の土錘の破片が 1点出土している。

第109号住居跡
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第289図第109号住居跡出土遺物

第109号住居跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 高台坪 I 13.8VI6 1IV4 8 灰 W多 40% 回転糸切り離し No.6 

2 台付甕 IIIS.8 V3.0 にぶい橙 W•W'•B·R微 100% 

3 卑＝ I 18 0 V12 7 灰白 W少 60% No. l 

4 椀 I (17.8) VS.O 橙 R(2~3mm含）微 20% 口縁部外面板状工具によるナデ No. 4 

5 甕 I (16 0) V9 7 橙 R少 10% No. 3 

6 土錘 残長6.0径3.4 明赤褐 W・R(Z~5mm)少 39 69 g 

第110号住居跡（第290図）

58-22グリッドに位置し、南半は調査区域外にある。規模は、検出されている北辺で4.0m、深さ

は26~33cmを測る。主軸方位は S-87°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は西から東に

向かって徐々に高くなる。貼り床は明瞭ではないが、床一面に炭化灰の薄い堆積が認められた。カ

マドは、東壁に構築されている。燃焼部の掘り込みはなく、急激に立ち上がり煙道へ続く。燃焼部

覆土の最下層には灰層が明瞭に残る。貯蔵穴は北東コーナーに接する形で設けられている。カマド

左袖から北壁にかけての貯蔵穴周囲は約 7cm盛り上がる。 117X80cmの不整形を呈し、深さは約

10cmで、ほぽ完形の土師器甕が 1個体出土している。また、貯蔵穴の西端には61X39cm、深さ 11

cmのピットがある。

遺物は、土器以外に滑石製切小王 8点が 2箇所に集中して出土し、滑石製臼玉 6点がカマド前面

で出土している。
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第291図第llO号住居跡出土遺物(1)
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第292図第llO号住居跡出土遺物(2)

第110号住居跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I 13.6 IV4.6 橙 R多 60% No.17 

2 坪 I (13.5)IV(4.3) 橙 R少 20% No.14 

3 坪 I 15.7 IV5.0 橙 R少、 W'微 80% No.21 

4 坪 I 14.0 IV4.6 橙 R多 80% Nu29 

5 坪 I (13.l)IV(4.8) 橙 R多 20% No.26 

6 写＝ゴ＝・ I 8.0 II13.0 橙 R多 100% No.25 

IV13.4 

7 甕 I 12.2 1113.8 にぶい橙 W少 95% Nu26 

III7. 5 IV15. 5 

8 甕 I (19.0) Vl2.0 橙 W(2~3mm含）少 20% No.30 
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第llO号住居跡出土遺物（2)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記Nu

， 甕 I 19.6 II19.0 橙 W少 80% カマド No.12 • 18 

Vl3.5 26 

10 甕 I 17.4 1120.6 にぶい橙 W少 95% No.11 

III6.3 IV30.0 

1 1 甑 I (21. 4) にぶい橙 W・ R多 30% No.20 • 23 

II(20.5) Vl7.0 

12 鉢 I (10.0) III6.5 黄橙 W少 40% 内面が黒変している

IVS.9 

13 高坪 V4.0 にぶい橙 W・R多 50% 脚部天井部の輪積痕明瞭

14 切子玉 長1.9径1.3 3.69g滑石製、穿孔は2方向から No.3 

15 切子玉 長1.8径1.3 3.51g滑石製、穿孔は2方向から No.2 

16 切子玉 長1.7径1.3 3.31 g滑石製、穿孔は2方向から No.2 

17 切子玉 長1.8径1.2 3.35g滑石製、穿孔は2方向から Nu2 

18 切子玉 長1.7径1.1 2.81g滑石製、穿孔は2方向から No.2 

19 切子玉 長1.6径1.2 2.52g滑石製、穿孔は2方向から No. 2 

20 切子玉 長1.8径1.2 3.14g滑石製、穿孔は2方向から No.3 

21 切子玉 長1.8径1.0 2.87g滑石製、穿孔は2方向から No.3 

22 臼玉 残長0.8径0.9 1.02g滑石製 No.8 

23 臼玉 残長0.4径0.9 0.69g滑石製 No.5 

24 臼玉 残長0.4径0.64g 0.64g滑石製 No. 7 

25 臼玉 残長0.5径0.9 0.56g滑石製 No.6 

26 臼玉 残長0.4径0.9 0.46g滑石製 No. 9 

27 臼玉 残長0.3径0.7 0.38 g滑石製 No.l 

28 臼玉 残長0.3径0.8 0.32g滑石製 No.4 
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(2) 掘立柱建物跡
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第 1号掘立柱建物跡（第293図）

53ー 17• 18グリッドに位置し、第52号住居跡を切る (P1·2•4~8 • 10)。規模は 2間X2間

で北面が極端に短い。主軸方位はN-50°-Eである。柱間は不揃いであり、唯一北面(P1~2~4 

間）が180cmと揃っているが、他は210~240cmを測る。柱穴の形態は円形を基本としているが、ピ

ット 4は不整形の大きな掘り方を有している。深さはピット 1・10が15cm前後と浅く、他は40~60

cmである。遺物は、極くわずかに土師器片が出土しているが図示できるものはない。

また、周辺には大小のピットが検出され、ピット 13• 14のように東面の延長線上に位置するもの

や、ピット 11• 12のように南面の両側に位置するものがあるが、掘立柱建物跡との関連は不明であ

る。

Pit新旧対照表

新番号 旧番号（発掘時） 深さ 備 考 新番号 旧番号（発掘時） 深さ 備 考

p 1 52-lSGr内P8 13cm 実際は52-lSGrではないが Pl2 52-19Gr内p1 38cm 
発掘時に52-lSGrとしてい
る P13 29cm 発掘時番号なし

p 2 II pg 41cm Pl4 53-lSGr内P242cm 

P3 12cm 発掘時番号なし Pl5 33cm 発掘時番号なし

P4 53-lSGr内p1 59cm Pl6 21cm II 

p 5 52-lSGr内P542cm P17 14cm 11 

P6 1/ P4 56cm Pl8 52-18Gr内PlO30cm 

P7 11 P3 57cm Pl9 II P11 27cm 

P 8 1/ p 2 53cm P20 II Pl2 34cm 

P 9 II P6 47cm P21 II P13 33cm 

P10 II P7 15cm P22 52-19Gr内P229cm 

Pll JI p 1 26cm 

(3) 溝

第 1• 2号溝（第294• 295図）

第 1号溝は59~70-21~23グリッドに位置し、緩い弧を描きながら調査区内を斜めに横断する。

長さ約60m、幅1.3~2.4m、深さ40~70cmを測る。溝底の標高は北端で37.2m、南端で37.0mであ

る。南壁は緩やかに立ち上がり、 1段又は 2段のテラスを持つ。覆土には、砂質或いは砂粒を多く

含む土が見られ、部分的に噴砂によって切られている。

遺物は、覆土中から須恵器を中心に出土している。第297図25は瓦の破片である。凸面は灰色を呈

し接合痕が明瞭に残り、縄叩きの後ナデを施している。凹面は褐灰色を呈し布目痕が明瞭である (3

cm当たり 25本X26本）。模骨痕がないことから 1枚作りと思われる。

第 2号溝は69• 70ー 21• 22グリッドに位置し、 69ー 22グリッド内で第 1号溝に合流する。長さ約
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第297図第 1号溝出土遺物(2)

第 1号溝跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 芸r Ill (10 0) V3 1 灰白 W微 10% ロクロ左回り

2 坪 I 12.8IIl7 OIV3.5 灰白 W微 50% 

3 坪 I 12 Olll6 OIV3 7 灰白 W微 80% 回転糸切り離し

4 坪 I 12 6III6 41V 4 6 にぶい黄橙 W少 70% 土師質、回転糸切り離し

口縁部内外面に煤付着

5 坪 I (12 4) Ill4.2 灰 B多 50% 回転糸切り離し

IV4.2 

6 坪 I 02.6) III6 0 灰 W少 60% 回転糸切り離し

IV3 6 

7 坪 I (12.0) lll5.2 にぶい黄橙 W少 30% 土師質、回転糸切り離し

IV3.9 

8 坪 I 13.7IIl6.ZIV4.2 灰黄 R多 70% 回転糸切り離し

， 坪 I 12.0IIl5.8IV3.4 灰 W微 70% 体部内外面に火欅
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7m、幅0.4~1.3m、深さ約10cmを測る。溝底の標高は37.5m前後である。東半部の南壁は蛇行

し、溝幅が広くなる。出土遺物はない。

第 1号溝跡出土遺物(2)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 上 残存率 特 徴 注記No.

10 坪 I 12 4Ill5.0IV2 7 にぶい赤褐 R多 95% 土師質、回転糸切り離し

11 坪 I 14 OIII6 2IV3.1 灰白 W少 60% 回転糸切り離し

12 膏台坪 I (13 1) VI5 2 灰 W少 40% 回転糸切り離し

IV2 1 

13 高台坪 I 13.9Vl6 6IV6 3 灰 B少 95% 回転糸切り離し

内面に重ね焼き痕有り

14 高台坪 I 14.5Vl7.5IV6.2 にぶい褐 W少 30% 土師質、回転糸切り離し

15 高台坪 I 14.8Vl7.6IV5.9 にぶい黄橙 W微 70% 土師質、回転糸切り離し

16 高台応 I 14 2 VI(6.9) 灰白 R多 90% 土師質、回転糸切り離し

IV6 2 

17 裔台坪 I 13 8 IV5. l にぶい黄橙 W少 90% 土師質、回転糸切り離し

18 高台坪 I 14 4VI6.2IV5.2 にぶい黄橙 R多 80% 土師質

19 高台坪 I 14 OVI6.4IV5.6 灰 W(3~5 mm含）少 80% 回転糸切り離しの後周辺ナデ

20 高台坪 VI9 0 V6 7 灰白 W微 50% 回転糸切り離し

21 坪 I15 6 V2.7 明赤褐 R微 10% 内面に暗文を施す

22 て宰ギ I (15.4) V3.7 灰 W少 20% 

23 甕 I (25.8) V5.4 灰 W微 20% 

24 ミニチュア I (6 7) III4.5 にぶい黄橙 W少 50% 体部上位に穿孔有り

IV3 3 

第 3号溝（第298図）

59~61一 21グリッドに位置し、第103号住居跡に切られる。検出された長さは約14m、幅0.8~1.1

m、深さ約25cmである。 59-21グリッド内で覆土と地山との判別が困難になり、より西へ延びると

思われるが不明である。

遺物は、溝中央付近と59-21グリッド内で集中して出土しているが、接合率が悪く、図示できる

ものは少ない。
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第299図第3号溝出土遺物

第 3号溝跡出土遺物（1)

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 坪 I (15.8) V4.3 黄灰 W微 10% 

2 坪 I 13.8 IV(4.3) 灰褐 R少 50% No.9 

3 坪 I (13.4)IV(4.0) 赤褐 W極微 30% 

4 坪 I (19.8)IV(7.5) にぶい橙 W微 30% 
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第 3号溝跡出土遺物(2)

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

5 甕 I (12 8) V6 5 橙 B微 20% 

6 土錘 長62径12 橙 W・ R少 6.18 g 

7 土錘 残長49径13 にぶい橙 W・ R微 5.40 g 

8 上錘 残長40径1.1 橙 W・ B • R少 3.82 g 

， 土錘 残長33径11 橙 B微 3 17g 

10 土錘 残長27径1.4 にぶい黄橙 W微 4 24 g 

11 臼玉 残長0.7径10 1 14 g 滑石製

(4) 土壕

第 1号土墳

36-15グリッドに位置し、北半は攪乱に切られ下場のみ確認された。南壁に 1段の段を持ち、底

面には 7基の小ピットがある。須恵器、土師器片が多量に出土している。

土墳一覧表

番号 位 置 規模（長x短x深） m 主軸方向 そ の 他

1 36-15Gr 3.45X (2.24) X0.33 S -83°-W 

2 55-21Gr l 85X l llXO 09 N-4"-W 

3 55-20Gr 1. 32 XO. 72 XO. 11 N-3"-W SJ 73を切る

4 54-19Gr 1. 30 XO. 80 XO. 30 N-32°-E 

5 47-15Gr 1. 78 X 1. 50 XO 46 N-65°-W S J46を切る

6 51 ~ 19Gr 1 27Xl llX0.13 N-9°-W 

51-20Gr 

7 54-19Gr 0 81X0.72X0.31 N-42°-E 

8 57-18Gr l.61X0.94X0.25 N-84"-W 

101 60-20Gr 1. 20 XO 60 XO.12 N-74°-W 

61-20Gr 

102 58~20Gr 1. 54 XO. 90 XO. 23 N -11°-E 

103 58-22Gr l.40X0.96X0.16 N-30"-E 

104 58-22Gr 0. 82 XO. 67 XO. 56 N-14'-E 
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SK4 
1. 黒 褐色土

2. 暗赤褐色土

3.褐色土

SK7 
1.暗褐色土 焼土粒子・炭化粒子（多）、黄色粒子（少）含む

2.黄褐色土 焼土粒子・炭化粒子（多）、黄色粒子（少）含む

3.里褐色土焼土粒子。炭化粒子（多）、黄色粒子（少）含む

4.褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）、黄色粒子（多）含む

ヽ

sk：ロ
A37.90 A

-

SK□ 
A37.90 A 

胃

一SK 8 

ロ よ紅。こ sk02ロ
一晶 ＼

A37.80 A 

` 
冒

” S KIO! 
1.暗灰黄色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

2. にぶい黄色上 焼土粒子・炭化粒子（微）含む、プロック状に堆積

3.褐灰色土炭化粒子（極多）、焼土粒子（少）含む

底面の線の太い所は焼土面

S K104 
1.灰黄褐色土火山灰（多）含む、褐灰色

粘質土が帯状に堆積

2. にぶい黄褐色土

3.褐灰色土粘質土、火山灰（微）含む

4,黒褐色土粘質土

5. 暗褐色土火山灰（少）含む

□ 
冒 A 言̀：

S K103 
1.黄褐色土焼土粒子・炭化粒子・火山灰（多）含む

2.褐色土焼土プロック（多）含む

3.褐色土炭化粒子（極多）、焼土粒子（微）含む

4. 灰黄褐色土炭化粒子（微）含む

2m 

S Kl02 
］．褐色土焼土粒子・炭化粒子（少）含む

2.褐色土焼土粒子・炭化粒子（多）含、

焼土プロック（少）含む

壁面の太線の所は焼土面

第300図土壊
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第 1号土壊跡出土遺物

No 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 把手付甕 V8.5 灰白 w極微 把手部分のみ残、外面に緑釉付着 No.SO 

2 聡 II (9 6) V9 3 黒褐 Wなし 20% 胴部中位に櫛状工具による刺突 No.77 

文を施す

3 坪 I (14.0) V5 0 橙 W・ R微 40% 

4 坪 I 12. 2 IV 4 1 にぶい橙 R多 50% No.88 

5 坪 113 2 IV(4 6) 橙 R少 70% No.51 

6 坪 I (15.4)IV(5 0) 橙 R多 40% No.93 

7 坪 I 12. 8 IV5 3 橙 W・ R多 50% No.97 

8 坪 I 13. 7 IV 4 7 橙 R微 70% No.10•83他

， 坪 I 14.0 IV(5.0) 明赤褐 R微 40% No. 7 

10 坪 I (14.0) IV4.6 橙 B・R多 50% No. 5 

11 坪 I (13 9)IV(4.9) 橙 R少 40% No.72 

12 坪 I 15 0 IV 4. 3 橙 R少 70% 

13 坪 I 16 1 IV 4 2 橙 B微 60% No.69 

14 坪 I 16 8 IV 4 8 橙 R微 90% やや大形

15 坪 I 14 8 IV4.2 橙 W・ R微 100% 

16 坪 I 14 6 IV4 8 橙 R微 50% No.60 • 74 

17 坪 I (14.0) IV3 8 橙 W 。R微 30% No.79。82

18 椀 I (16.0) V6.5 浅黄橙 W少 20% No.6 

19 椀 I (12.0) V6.0 にぶい橙 W少 30% 内面が黒変している

20 甕 I (16.8) Vl0.9 橙 W(2~3mm)少 30% No.1 • 89 

21 甕 lll7 0 V 15 9 にぶい橙 W多 80% 

22 土錘 残長62径2.0 明赤褐 R少 23.62 g 

23 土錘 長103径48 明赤褐 R多 220.12 g 特大
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第3号土壌跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 壺 I (18.0) Vl2.8 灰白 R多 30% 

第 5号土壌跡出土遺物

No. I器種 法量 (cm) 色 調 I 胎 土 I残存率I 特 徴 I 注記No.

1 I 坪 I (13.8)IV(3.7) 明赤褐 lw•B微 I 20% 

2 I 甕 I (15.8) V7.2 橙 IW・ B少 I 10% 

第 6号土墳跡出土遺物

No. I器種 法醤 (cm) 色 調 胎 土 残存率I 特 徴 I 注記No.

1 I 坪 I 11.4 IV5. 2 にぶい黄橙 W•B少 100% I I No.4 

2 I 椀 I 12.0 IV6.8 にぶい橙 W多、 B少 95% I I Nu5 

第 8号土壌跡出土遺物

No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特 徴 注記No.

1 椀 I 12.5 IV7.l にぶい黄橙 W多、 B少 100% 外面に黒斑有り

第102号土壌

58-22グリッドに位置する。壁は東壁の一部を除いて硬化した焼土となっており、西壁にスラグ

が付着している。底面には、炭化物・焼土が堆積しているが壁のように焼土化はしていない。遺物

は、土師器の小片が出土している。なお、第101• 103号土墳も同様の遺構と思われる。
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(5) グリッド出土遺物
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グリッド出土遺物1)

グリ 1ドNo. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土 残存率 特徴 注記No.

18-13 1 皿 I 9. 8Vll5. 41Vl 8 灰白 W極微 90% 

21~12 1 深鉢 I 29 4 V25. 7 明赤褐 W多 80% 内外面に輪積痕

堀の肉 I~II（加曽利B)後期前半

35-16 1 空手 18 5 V5.7 橙 w微 50% 

2 坪 I 14.2 IV4.2 橙 W・ B少 80% No32 

3 坪 I 12.6 IV4 5 橙 R少 70% 底部外面に黒斑有り No.33 

4 坪 I 13.5 IV3.6 橙 R多 50% 

5 甕 I 19.0 II19.4 橙 W・ B多 90% 木葉痕

III7 2 IV31 8 

39-16 1 諏写 I 17.4 II19.8 にぶい橙 R多 90% No.22 

III7. 2 IV33 0 

41~17 1 皿 I 9 OIII3 8IV2. 8 暗赤褐 W極微 100% 鉄釉、 18世紀？

坪部外面に重ね焼き痕有り

49-16 1 蓋 I 15 8 IV 4 8 灰 W微 40% ロクロ右回り

52-17 1 坪 I (13.8) IIl5.0 灰 w極微 40% 回転糸切り離し

IV2.8 

53-19 1 坪 I (17 2) III7.4 灰白 R微 30% 回転糸切り離し

IV2.6 

53-20 1 小形壺 I (6.2) II (10.5) 灰 W多 20% No.156 

V4 8 

2 台付甕 Ill9 2 V 5 3 にぶい橙 90% No.170 

54-18 1 支脚 V4 5 橙 W・ B多

54-19 1 坪 I 13.2III7 OIV3.8 灰 W・W"。R多 30% 回転ヘラケズリ（左回り）

54-20 1 坪 I (10.6)IV(3 8) 橙 B微 20% 

2 = 宜 I (10.0) II14 4 明赤褐 R少 60% No.SO 

Ill6.0 IV13.5 

3 甕 I 17.8 Vl3.0 橙 W・ B少 80% Nu56・59他

4 甕 I 21 2 II20.0 にぶい褐 W多 70% No.114 

V28.8 

54-21 1 坪 I 13 2 IV4.5 にぶい橙 R多 100% No101 

2 宜＋ IS 3 V4 9 にぶい橙 R微 70% 

3 盤 I 30 0 Ill27 0 灰白 B多 10% 

IV(2.0) 

55-19 l 高坪 I 4.0III3.8IV13 6 橙 B微 30% 

2 坦 I 10.2 II15.0 橙 R微 80% 底部外面に煤付着

IV15 0 

55-20 1 手捏ね I 4. OIIl3. 8IV3.1 にぶい橙 R少 100% 底部外面が黒変している

56-22 1 甕 I (22. 3) 橙 W少 70% 

II29 0 IV31. 6 

57-20 1 ギ立 17.8 IV4 4 灰白 B微 80% 

57-21 1 坪 I 16.0 IV5 2 明赤褐 W·W'•R微 70% 

2 紡錘車 下径38厚0.9 明赤褐 7.02g 粘板岩

60-21 1 坪 I (14. 8) IV (4. 5) 橙 R多 60% 

2 坪 I 15.0 IV(4 4) 橙 R多 50% 

3 坪 I 14 1 IV5 4 橙 B・R微 50% 
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グリッド出土遺物(2)

グリソド No 器種 法 量 (cm) 色 調 胎 土一 残存率 特徴 注記No.

61-21 1 坪 I 11. 6 IV3 3 にぶい橙 W 。W'。B微 95% No. 2 

63-20 1 坪 I 18.0IIIS OIV3 2 灰黄 R多 70% 土師質、回転糸切り離し No.145 

63~22 1 坦 I 11 6 II 12. 0 にぶい橙 W・ R少 90% No. 4 

IV13 6 

65-22 1 て宰士二^ I (11.5) II15.2 灰 W極微 90% No. l 

II7. 6 

2 甕 I 12 8 II 13 6 にぶい橙 W 。B少 50% 底部外面に煤付着 No. 2 

!Vll 4 

66-22 1 空手 I (22.0) 明赤褐 W・ R少 20% No.14 

II (38.2) V33 2 

2 = 四 I 22. 0 II (27. 4) にぶい橙 W 。B多 70% No. 7 

V20 5 

67-22 1 坪 I 13 8IIl6.0IV3.9 灰白 R少 95% 回転糸切り離し No. 4 

2 高台坪 I (16.0) 1118.4 灰 W微 30% 回転糸切り離し No. l 

IV5.6 

3 甕 I (11. 7) V 3. 6 にぶい橙 w極微 20% 

表採 1 蓋 I 9 5 IV3 0 明赤褐 W微 100% 土師質、外面に黒斑有り

2 坪 I (10 4) IV2.6 にぶい橙 B・R微 40% 東区

54~18 1 耳環 径1.7Xl.7 3.24g 金銅製、金僅かに残る

39-15 1 臼王 長0.5径0.9 0.88g 滑石製 No.10 

55-19 1 臼王 残長08径0.9 1.51g 滑石製

59-21 1 臼玉 長0.3径1.0 0 67g 滑石製 No. 5 

39-16 1 砥石 長9.9幅43厚27 235 OOg 凝灰岩

54-21 1 砥石 長6.3幅3.2厚2.2 56.00g凝灰質シルト

グリッド出土遺物には、遺構からの出土でない遺物とあわせて、住居跡が密集する地点の最上層

からの出土遺物も含んでいる。住居跡が密集する地点では表土掘削の際、土器が出土し始めたため

遺構確認面としたが、住居跡の重複が激しくその面での遺構確認は困難であった。そのため表面に

出上している遺物をグリッド毎に取り上げ、確認面を下げて遺構の確認を行なった。このような過

程の中で本来なら住居跡出土となるべき土器がグリッド出土となっている。

遺物は、須恵器・土師器が主体となるが、縄文時代後期の土器や、 18世紀と思われる鉄釉の皿な

ども出土している。第308図46-17グリッド出土の 1 • 2は厖の破片で、 3は甕の口縁部である。な

お、 1• 2は別個体である。土錘は23個出土し、完形で長さ 7cmを超すものから 3cm前後のもの

まで多様である。
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グリッド出土土錘

グリット No. 器種 法量 (cm) 色 調 胎 土~ 残存率 特徴

55--21 1 土錘 長7.1径3.3 にぶい橙 W少 68.69g 

53-17 2 II 長63径2.1 橙 B微 23 68g 指頭痕

33-16 3 II 残長4.2径2.1 明赤褐 B少 12.03g 

39-17 4 ！！ 長5.7径1.6 にぶい橙 W(3~5mm含）微 12.93g 

表採 5 II 長58径1.4 にぶい橙 W極微 16.45g 

54-20 6 II 長6.1径1.2 橙 R少 5.91g 

55-19 7 II 長6.0径13 明赤褐 W 。R少 9.30g 

54-20 8 ）） 長56径14 橙 B・R微 8 60g 

57-21 ， II 長53径1.9 灰白 B少 17 84g 

56-20 10 II 長5.3径1.5 橙 W微 9.43g 指頭痕

ヘラ状工具によるケズリ

44-20 11 II 残長5.2径13 橙 W微 6.44g 

52-17 12 II 残長52径14 橙 B・R多 9 03g 

62-22 13 II 長4.2径20 灰黄掲 W微 17 22g 

54-18 14 II 残長5.2径1.5 にぶい橙 B微 9.62g 

55-25 15 JI 残長4.6径15 灰褐 W極微 7.00g 

35-16 16 II 残長47径1.5 橙 R微 5.98g 

57-21 17 ｝｝ 長3.4径1.5 明赤褐 W少 5.98g 

53-20 18 II 残長33径1.5 にぶい黄橙 W微 7.34g 

55-19 19 II 残長3.5径1.3 明赤褐 W微 5.48g 

59-21 20 II 残長31径1.0 橙 B微 1.89g 

表採 21 II 残長28径1.2 橙 R少 2 24g 

57-21 22 II 残長3.5径1.1 明赤褐 R少 3.30g 

表採 23 1/ 残長2.3径1.2 橙 W微 2 27g 

整理参加者

青木美智子遠藤倭子川口紀子柴崎ときえ中沢和子平原八千代

平山三代江保坂立子細田喜千子前島和子武藤弘子村越恵

山口弘子伊藤和子

整理作業風景
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V. 自然科学的分析

1. 胎土分析

（株）第四紀地質研究所井上 巖

X線回折試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

(1) 試料

分析に供した試料は胎土性状表に示すとおりである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄して、乾燥したのちメノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料とし

て実験に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察できるように整形し、010m/mの試料台にシルバ

ーペーストで固定して、イオンスパッタリング装置で定着した。

(2) X線回折試験

土器胎土に含まれる粘上鉱物及び造岩鉱物の固定はX線回折試験によった。測定には日本電子製

JD X -8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target: Cu、Filter:Ni、 Voltage: 40KV、Current: 30ma、ステップ角度： 0.02゚ 、計数時間：

0.5SEC。

(3) 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合についての観察は電子顕微鏡によって行った。

観察には日本電子製T-20を用い、倍率は35,350,750,1500,5000の5段階で行い、写真撮影をした。

35~350倍は胎土の組織、 750~5000は粘土鉱物及びガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果

(1) タイプ分類

土器胎土の分析結果は胎土性状表に示すように、三角ダイヤグラム・菱形ダイヤグラムの位置分

類、焼成ランクに基づいて分類した。胎上性状表には、樋詰遺跡・砂田前遺跡の上器をタイプ分類

してある。また、この表には砂田前遺跡の第24号住居跡より採取した原土ー 1も記載してある。

電子顕微鏡による分析では土器胎上中に生成したガラスは中粒で、焼成ランクはIIIとあまり高く

ない。

B タイプ•••砂田前ー 2

Cタイプ…樋詰ー 2• 5。13、砂田前ー 1• 5 

Eタイプ…樋詰ー1• 5、砂田前ー 4• 12 

Gタイプ…樋詰ー10、砂田前ー20

Hタイプ…樋詰ー 7• 9、砂田前ー 8

Jタイプ…樋詰ー 4、砂田前ー 6• 7 • 9 • 11 • 14 • 15 • 17 • 18 

--344--



胎
土

性
状

表

| 3 4 5 ー

試
料
No.

タ
イ
プ

焼
成

組
成

分
類

粘
土

鉱
物

及
び

造
岩

鉱
物

ガ
ラ

ス
備

考
分

類
ラ
ン
ク

a
 

b
 

M
o
n
t
 M

ic
a 

H
b
 
Ch
(F
e)
 C
h
(
Mg
) 

Q
t
 

Pl
 

Cr
 

樋
詰
一

1
 

E
 

III
 

5
 

20
 

11
6 

18
95
 

34
3 

中
粒

中
粒

S
 D
6
-
2
8
 

2
 

C
 

III
 

1
 

16
 

17
8 

13
1 

89
 

2
4
5
3
 

7
5
3
 

中
粒

中
粒

20
 

3
 

R
 

III
 

14
 

20
 

9
0
5
 

5
9
3
 

19
4 

中
粒

中
粒

51
 

4
 

J
 

III
 

7
 

20
 

10
6 

96
 

2
7
3
9
 

44
5 

中
粒

細
粒

、
均

質
35
 

5
 

C
 

III
 

1
 

16
 

19
5 

19
5 

16
7 

2
2
3
3
 

11
16
 

中
粒

細
粒

7
 

6
 

R
 

III
 

14
 

20
 

10
60
 

58
1 

16
2 

中
粒

細
粒

、
均

質
54
 

7
 

H
 

III
 

6
 

20
 

18
6 

21
1 

2
4
7
6
 

3
7
5
 

中
粒

細
粒

、
均

質
2
 

8
 

E
 

Ill
 

5
 

20
 

10
4 

2
8
9
6
 

9
2
7
 

中
粒

細
粒

、
均

質
17
 

，
 H 

III
 

6
 

20
 

16
7 

40
2 

76
 

2
0
5
8
 

5
9
3
 

中
粒

細
粒

31
 

10
 

G
 

III
 

6
 

10
 

17
9 

2
2
4
 

33
9 

98
 

26
61
 

9
9
8
 

12
8 

中
粒

細
粒

32
 

11
 

L
 

III
 

8
 

20
 

14
9 

15
20
 

12
62
 

22
2 

中
粒

細
粒

22
 

12
 

M
 

]]
] 

10
 

17
 

17
9 

13
4 

2
9
1
9
 

5
2
3
 

13
0 

中
粒

細
粒

27
 

13
 

C
 

III
 

1
 

16
 

18
4 

14
4 

10
9 

30
62
 

4
9
2
 

中
粒

細
粒

56
 

砂
田
即
一

1
 

C
 

III
 

l
 

16
 

16
9 

12
5 

10
1 

3
2
7
7
 

10
51
 

19
3 

中
粒

中
粒

、
均

質
S
J
 2
4
-

7
 

2
 

B
 

III
 

1
 

15
 

19
2 

16
8 

19
9 

2
7
5
7
 

11
12
 

中
粒

細
粒

4
 

3
 

R
 

III
 

14
 

20
 

2
2
2
4
 

4
7
9
 

中
粒

細
粒

、
均

質
3
 

4
 

E
 

III
 

5
 

20
 

11
6 

8
0
8
 

40
0 

14
5 

中
粒

細
粒

、
均

質
12
 

5
 

C
 

III
 

1
 

16
 

10
5 

88
 

71
 

27
59
 

59
3 

14
6 

中
粒

細
粒

1
 

6
 

J
 

III
 

7
 

20
 

12
5 

11
0 

2
8
0
5
 

75
5 

15
0 

中
粒

細
粒

2
 

7
 

J
 

III
 

7
 

20
 

13
2 

88
 

23
31
 

4
7
9
 

中
粒

細
粒

13
 

8
 

H
 

III
 

6
 

20
 

78
 

84
 

3
5
5
9
 

5
0
9
 

中
粒

細
粒

14
 

，
 J

 
III
 

7
 

20
 

98
 

87
 

35
51
 

4
2
4
 

中
粒

細
粒

15
 

10
 

L
 

III
 

8
 

20
 

14
2 

3
7
3
8
 

4
4
9
 

12
5 

中
粒

細
粒

16
 

11
 

J
 

III
 

7
 

20
 

12
9 

10
2 

3
5
6
8
 

5
7
0
 

中
粒

細
粒

S
J
 2
5
-

5
 

12
 

E
 

III
 

5
 

20
 

12
8 

2
9
4
4
 

47
9 

中
粒

細
粒

、
均

質
，
 

13
 

L
 

III
 

8
 

20
 

12
4 

19
70
 

49
5 

中
粒

細
粒

11
 

14
 

J
 

Ill
 

7
 

20
 

12
8 

10
1 

30
95
 

4
7
4
 

中
粒

細
粒

、
均

質
3
 

15
 

J
 

III
 

7
 

20
 

12
9 

97
 

2
2
8
1
 

45
0 

中
粒

細
粒

13
 

16
 

L
 

III
 

8
 

2
0
 

13
1 

3
0
7
6
 

4
6
4
 

13
4 

中
粒

細
粒

10
 

17
 

J
 

III
 

7
 

20
 

13
4 

97
 

2
5
6
0
 

4
0
0
 

中
粒

細
粒

2
 

18
 

J
 

III
 

7
 

20
 

13
1 

10
5 

2
9
8
0
 

42
1 

中
粒

細
粒

4
 

19
 

R
 

III
 

14
 

20
 

15
4 

24
63
 

66
2 

14
2 

中
粒

細
粒

1
 

20
 

G
 

III
 

6
 

10
 

14
3 

17
4 

18
4 

13
0 

26
77
 

61
3 

中
粒

細
粒

14
 

原
土
一

1
 

L
 

8
 

20
 

98
 

4
1
0
7
 

6
5
9
 

焼
成

ラ
ン

ク
M
u
:゚

I
M
u
-
C
r
:
 I
I 

C
r
-
g
la
ss
:゚
III

g
la
ss
 :

 IV
 

原
土
：

V
M
o
n
t
:
゜
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト

M
ic
a
:
雲

母
類

H
b
:

角
閃

石
C
h
:
緑

泥
岩

Q
t
:
石
英

P
l
:
斜

長
石

C
r
:

ク
リ

ス
ト

バ
ー

ラ
イ

ト



PL  

4000 小敷田遺跡

｀ 
16 

こ 17

三麟18

こ 19

11
ロ

樋詰遺跡

｀こ］／2三□□3三□) 4

｀口5~6~7~8
こ口，こ□。｀｀□1 ミ~2

¥3  

2000 

II,---—一、
岱

9’¥  9 1 
／ 

/8 / 
/ D 
I 
I ,  
¥.  / 
ヽ 4,
‘――△’ 

魯砂田前

圏樋詰

忍―` 直
は[° 13‘, 

N ¥、上ジ＇‘ ぶ‘墨 ↓ 
摩万芯｀＼、墨、VI 0」'
{ 6 0 詞， 1／ 1□2~ I這 246---
l △ △i i 8△’，園 I IDo‘‘ 

パー、1:'1：直及/,}1イ：：：：`’、I `届13g‘‘IX

(4 9 ／況‘-一＿夏閃／ ？ 門＄轟 31、7¥¥、70mt]
-̀-’ 心，‘‘̀ 2 心‘＼認一象＇

，，腎 IIV ｀曾—17914
、ー、

△新屋敷東

△小敷田

ロ村後

0 若宮台

寧北島

/11―̀ I R‘¥XI 
189 101 
¥9..-9’ 

゜゚
2000 4000 

QT 

砂田前遺跡

こ 1 `2`3三 4 ~5~6 

~7~千ジ8 :9  010  -1こ三7,2

こ 9`4こ二5`6-17-8

こ 19:201北島遺跡 豆亘二 □三三

若宮台遺跡

こ6 可□ ~8こ口，こ。三こ711

`12  ミ／13 三三 I村後遺跡 言言ニ-;!)5ー̀己乙

← 11 こ 12 こ 18 こニニ!22 豆轟三り23 ここ入

第310図 Qt-Pl相関図

-346-



＼
 

＼
 ，
 

＼

ー

＼

跡

＼
 

ー

1

跡

遺

カロ須イ底呻

＼
 一

¥
l
.
¥
.
 

＼
 ¥

¥

 

＼
 

＼
 

ー
ー
＼
 

第311図 関連遺跡位置図

Lタイプ…樋詰一11、砂田前ー10• 13 • 16、原土ー 1

Mタイプ…樋詰ー12

Rタイプ・・・樋詰ー 3• 6、砂田前ー 3• 19 

(2) 石英(Qt)一斜長石(PI)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は、粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わり

がある。土器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは、個々

の集団が持つ土器製作上の固有の技術であると考えられる。

自然状態における各地の砂は個々の石英と斜長石の比を有している。この比は後背地の地質条件

によって各々異なってくるものであり、言い換えれば各地域における砂は各々固有の石英一斜長石

比を有しているといえる。この固有の比率を有する砂をどの程度粘上中に混入するかは、前記のよ

うに各々の集団の有する固有の技術の一端である。

第310図石英(Qt)一斜長石(pI)相関図には砂田前、樋詰、新屋敷東、小敷田、村後、若宮台、

北島の 7遺跡の土器が記載してある。 7遺跡の土器は I~XIの11グループと“その他”に分類され

た。なお、既刊の報告書の土器No．は報告時のものをそのまま使用した。

Iグループ…砂田前ー 1個体、樋詰ー 2個体

IIグループ…新屋敷東ー 1個体、小敷田一 1個体、村後ー 1個体

III グループ••新屋敷東ー 1 個体、若宮台ー 3 個体

IVグループ・ 9•新屋敷東ー 8 個体、小敷田一 1 個体、村後ー 3 個体、若宮台ー 2 個体、北島一 1

個体

Vグループ…樋詰ー 1個体、若宮台ー 1個体

VIグループ…新屋敷東ー 4個体、村後ー 1個体

VIIグ）レープ…砂田前ー 1個体、樋詰ー 1個体

VIIIグ）レープ…砂田前ー 5個体、樋詰ー 2個体、新屋敷東ー 2個体、小敷田一 1個体、村後ー 1

個体、北島一 1個体

IXグループ…砂田前ー 1個体、樋詰ー 2個体

Xグループ…砂田前ー 7個体、樋詰ー 3個体、新屋敷東ー 2個体、小敷田一 1個体、村後ー 1
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個体、若宮台ー 3個体

XIグ）レープ・・・砂田前ー 4個体

“その他”…砂田前ー 1個体、樋詰ー 2個体、村後ー 1個体、樋詰ー 5• 11はIIIグループの近

くにあり、このグループに入るのかも知れない。村後ー11は明らかに斜長石の強

度が異常に高く、他と比較して異質である。

3 まとめ

(1) 樋詰•砂田前遺跡の土器胎土は 9 つのタイプに分類された。 B と C 、 H とJの 2 組は組織的に

も似ており、各々 1タイプとすると 7タイプとなる。このうちJタイプは12個となる。個体数の多

いことから判断して、在地あるいは在地近傍の可能性が高いものと推察された。原土ー 1と同じ組

成をするものは Lタイプであり、 Lタイプの4個の土器は在地の可能性が高い。

(2) 電子顕微鏡での分析では中粒のガラスが生成し、焼成ランクはIIIと幾分低い状況にある。

(3) 石英と斜長石の相関では、砂田前遺跡の土器は樋詰遺跡の土器と共存し、高い関連性が伺われ

た。砂田前遺跡の土器は特にVIII、X、XIの3つのグループに集中し、これらのグループの土器はJ

タイプの胎土のものが多く、各グループは個体数も多いことから判断して在地あるいは在地近傍の

可能性が高い。 XIグループは砂田前遺跡の土器だけが集中することで特徴付けられる。

(4) 新屋敷東遺跡の土器はIVとVIに集中し、村後遺跡の土器と共存する傾向が強い。また若宮台遺

跡の土器はIII、IV、Xの3つのグループで新屋敷東遺跡の土器と共存し、この 2遺跡の土器も関連

性が認められる。この様に見てくると、新屋敷東遺跡の土器と村後、若宮台遺跡の土器はなんらか

の関連性があるように見受けられる。

参考

若宮台遣跡 児玉郡上里町に所在し、神流川によって形成された自然堤防上に立地する。 6~10

は第55号住居跡、 11~14は第36号住居跡出土である。事業団報告第28集

村後遺跡 児玉郡美里町に所在し、本庄台地に立地する。 11・12• 18は第 1号住居跡、 5• 8 • 

22~24は第14号住居跡出土である。事業団報告第38集

北島遺跡 熊谷市に所在し、荒川によって形成された自然堤防上に立地する。 14• 15共に第 9

地点の不明遺構出土である。事業団報告第88集

小敷田遺跡 行田市に所在し、荒川によって形成された自然堤防上に立地する。 16はC区ヌ'-154

グリッド、 17はC区第101号溝、 18はC区第104号溝、 19はC区第105号溝出土であ

る。事業団報告第95集

新屋敷東遺跡 深谷市に所在し、小山川によって形成された自然堤防上に立地する。 1~13は第

8号住居跡、 14は第 1号住居跡、 15は第66号住居跡、 16• 17は第85号住居跡、 18

は第12号住居跡出土である。全て 7世紀前半の土師器で、 1• 4は高坪、14は暗文、

15はいわゆる比企型の坪で、他は坪である。事業団報告平成 3年 9月刊行予定
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砂田前遺跡出土の土錘について

砂田前遺跡では土師器・須恵器をはじめとする多量の土器や、金属製品、石製品が出土している。

中でも土錘は137点を数え、埼玉県内において比較的多くの土錘を出土した遺跡と言える。そこでこ

れら砂田前遺跡出土の土錘について若干のまとめを行ってみたい。

分類

総数137点のうち、法量・形態が判別可能な90点を抽出し、分類を行った。なお、出土地点は土塙

1、溝 2、グリッド16、国分期の住居跡 7で他は全て鬼高期の住居跡である。

土墳はいわゆる管状土錘と呼ばれるものである。重さ 3g前後から200gを超すものがあり、長さ

も3cmから10cmとかなりの幅を持っている。 その関係を示したものが第312図である。 まず、土

錘の性質上極めて重要な要素の一つである重さを規準にして以下のように分類した。

ヽ

A

B

C

D

E

し但

200g以上のもの

70~100gのもの

40~70gのもの

15~25gのもの

15g以下のもの

B·C及びD·E はそれぞれ重さ•長さに

幅があるものの同ーと考えることもできる。

分類では、 Aが 1点、 B力ゞ15点、（うち 1点は104g

代）、 Cが21点（うち 1点は39g代）、 Dが13点、 E

が40点である。また、 B・Cを同一のグループと見

なせば36点、

より突出し、

傾向が見受けられる。

I
 
II 
III 

D。Eは53点となる。

そして、

の間には明確な差異が表れる。

次に、形態を以下の、

この

Aの 1点は他

B・Cは長さにおいてまとまりを見

せるが、重さではかなり分散する傾向にある。 D。

Eは長さ、重さ共にやや幅があるものの集中する

B・CとD・Eと

3者に分類した。

側面形が長方形のもの

側面形が長方形で両端が窄まるもの

側面形の中央が膨らむもの
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lが11点、 IIが22点、 IIIが57点となる。

さと形態を併せた分類ではAIIIが 1点、

そして重

B III15点、
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土錘一覧表

分類
法量

出土遺構 備考 分類
法量

出土遺構 備考No. 
長x径(cm) 重(g)

No. 
長x径(cm) 重(g)

1 AIII 10.3X4.8 220 12 S Kl ~23 48 DII 6.3X2.0 17 19 S J 74-26 

2 BIii 8 5X3 7 104.61 S J 71-44 欠損 49 D I 5 8Xl.4 16.45 G-5 

3 Bill 8.1X3.4 92.73 S ]82-2 50 DIII 5.3Xl 9 16.18 S JlOH 

4 Blll 8.3X3.3 90.75 S J 73-18 51 E I 7.0Xl 4 14 75 S J 89-5 

5 BIii 8.2X3 2 88.15 S J 73-21 52 EI 6 9X 1 5 14 75 S J 89-5 

6 BIii 8 OX3 4 12.30 S J 69-30 国分 53 EII 5.7Xl 6 12.93 G-4 

7 BIii 7 6X3 5 86.08 S J 85-35 54 EIII 5.9Xl 6 12 14 SJ 8Hl 

8 BIII 7 8X3.4 84 54 S J 74-31 55 E I 6.2Xl.5 11 95 S J 74-23 ， BIii 8.1X3.5 83 69 S J 74-29 56 EIII 5.6Xl 5 11 95 SJ 81-12 

10 BIii 8 3X3 3 83.60 S J 74-30 57 E II 5 5Xl.5 10. 96 S J 43-5 

11 BIii 7 4X3.3 78.87 S J 73-22 58 EIII 6 2Xl.7 10.93 S J 24-32 

12 BIii 7.5X3 0 77.30 S J 106-5 59 EIII 5.0Xl 4 10 90 S J 55-9 国分

13 BIII 8.1X3.0 76.08 S J 66-48 60 EIII 5.6Xl 6 10. 33 S J 106-6 

14 BIII 8.2X3.1 76.02 S J 73-19 61 E I 5.4Xl.2 9 72 S J 104-2 

15 BIII 8.3X3.4 75.05 S J 73-17 62 E II 5.2Xl.5 9.62 G-14 欠損

16 BIii 8 QX3 2 73.36 S J 73-20 欠損 63 EII 5.3Xl 5 9 43 G-10 

17 CIII 7.5X3 0 68.97 S J 73-27 64 Ell 6 0Xl.3 9 30 G-7 

18 CIII 7.1X3 3 68.69 G-1 65 E I 5.2Xl.4 9.03 G-12 

19 CIII 7 1 X3 2 67 95 S J 73-25 66 Elli 5.6Xl 4 8.60 G-8 

20 CIII 7.5X3.l 67.28 S J 73-23 67 E II 5 8Xl.8 8.48 s J 76-17 国分

21 CII 7.5X2.9 67.25 S J 72-4 68 EIII 5.4Xl.8 8 42 S J 52-9 

22 CIII 7 6 X3 1 66.92 S J 85-37 69 EII 5.4Xl 2 8.21 S J 106-7 

23 CIII 7.4X3 0 65 43 S J 66-46 70 EIII 4.8Xl. 7 8 11 S J 69-32 国分

24 CIII 7.4X3.l 64.73 S J 69-31 国分 71 E II 5.2Xl.6 8.04 S J 52-8 

25 CIII 6.8X3 0 63.27 S J 73-29 72 EIII 4.4Xl.2 7 75 S J 104-4 

26 CIII 7.2X2.9 62.58 S J 50-43 73 EIII 4 5 X 1 2 7.16 S J 101-4 

27 CIII 7.0X3.l 60.37 S J 73-28 74 EIII 4.6Xl.5 7.00 G-15 

28 CIII 7.2X3 1 59 45 S ]81-10 75 E I 4.8Xl 3 6.92 S J 18-5 

29 CIII 6.6X3 0 59.28 S J 74-28 76 EII 5 3Xl.3 6.81 S J 26-16 

30 CIII 8.QX2 8 59.01 S J 85~36 77 E I 5 2Xl.3 6 44 G-11 

31 CII 8.8X2 8 58 06 S J 85-34 78 Ell 3.9Xl.4 6 40 s J 81-13 

32 CIII 7.6X3 0 57.26 S J 66-47 欠損 79 EIII 4 3Xl.4 6.38 SJ26-14 

33 CII 8.1X2.7 55 09 S J 90-2 80 E I 6.2Xl 2 6 18 S D3-6 

34 CII 7.5X2 6 51.50 S J 73-26 81 EIII 4. 7X 1 5 5.98 G-16 

35 CIII 6.9X2 9 51.27 S J 41-87 82 EIII 3.4Xl.5 5.98 G~l7 

36 CIII 7 4X2 8 47.04 S J 73-24 83 E I 6 1 X 1 2 5.91 G-6 

37 CIll 7.3X2.5 39.39 S J 74-27 84 EIII 4.7Xl.2 5 83 S J 26-15 

38 DII 6 7X2.1 23.68 G-2 85 Ell 4.5Xl 2 5.62 S J 76-16 国分

39 DIII 7.2Xl 9 23.23 S J 85-38 86 EIII 4.2Xl 2 5.60 S J 26-13 

40 DIII 6.2X2 2 19.97 S J 74-24 欠損 87 EIII 3.5Xl.6 5.56 s J 71-46 

41 DII 6 ox 1 8 19.09 S J 108-6 88 EII 4.9Xl.3 5.40 S D3-7 

42 DI 6.2Xl 7 18.58 S J 26-17 89 EIII 4.6Xl.8 10 55 S J 15-1 

43 DII 6.2Xl.9 18.57 s ] 85-40 90 EII 3.8Xl l 3.67 S J 76-15 国分

44 DIii 5.3Xl.9 17.84 G-9 91 (3 O)Xl.6 (8.22) S J 85-43 

45 DIII 5 9X 1 8 17.61 S J 36~23 92 3 0Xl.2 2 83 SJ 76-19 

46 DII 5 7X 1 7 17 28 S J 85-39 93 2.5Xl.1 2.77 s J 71-47 

47 DIII 4.2X2.0 17.22 G-13 
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CII 4点、 CIII17点、 Dl2点、 DII5点、 DIII6点、 El9点、 EII13点、 EIII18点となる。また、

BIIIとCII]を合わせると32点となり全体の1/3を超える。この32点は、長さが6.6~8.8cm、径2.5~3.7

cm、重さ39.93~104.61gの範囲にある。これらは本遺跡出土土錘ではもちろんのこと県内の他の遺

跡出土上錘との比較においても大型の土錘と位置付けられるだろう。

大型の土錘について

埼玉県において、砂田前遺跡と同様に大型の土錘が出上している遺跡がある。そこで砂田前遺跡

で出土した大型の土錘の基本的な大きさである長さ 6cm、径2.5cm、重さ40g以上という条件を満

たす土錘が出土した代表的なものを挙げてみたい。但し、重さは不明の場合もあり、時期は砂田前

遺跡とほぼ同時期のものに限った。

まず、砂田前遺跡周辺では熊谷市樋の上遺跡で 1点、同光屋敷遺跡 2点、同天神遺跡 1点、美里

町村後遺跡 1点がある。光屋敷遺跡の 1点はll.6X4. 9cm（重さは不明）で砂田前遺跡の最大のもの

よりさらに大きい。他の地域では、蓮田市荒川附遺跡 2点、越谷市見田方遺跡 5点があり、荒川附

遺跡では他に長さがわずかに短いものが 3点ある。また、見田方遺跡の 1点は推定ではあるが11.0X

5.0cmを測る。

まとめ

砂田前遺跡出土の土錘は、大きさ、特に重さにおいて大きく 2種類に別れる。このことから使用

された油網が大小 2種類であることが想定される。そして 2種類の網を獲物の種類によって、ある

いは川の流れの強さで使い分けていたのではないか。また、一方では網の種類を 1種類と考えるこ

とも可能であり、その際は大小の土錘を装着する網の部所によって分けていたのであろう。いずれ

にせよこの地の人々にとって漁労が生活の中で重要な位置を占めていたことが窺える。

一覧表及び集成図の最後の 3点 (No91~93) は特殊な例である。 91は両端を欠損している。孔は

両側から穿たれているが繁がっていない。一方の孔は径が0.5cm、他方は0.4cmである。製作過程

において棒状のものに粘土を巻き付けた後、棒を回転させたためか孔内部の砂粒に動きがある。 92

は両端を欠損し、 93はほぼ完形と思われる。共に孔がなく表面は風化が著しく、他の土錘に比べ軽

量である。この 3点は本文中では土錘として取り扱っているが、他の土製品の可能性も考えられる。

以上、砂田前遺跡出土の上錘についてまとめを行ってみたが全体的に要領を得ないものとなって

しまった。今後、時期。出土遺構を含めた検討が必要と考える。
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写真図版

樋詰遺跡c区第 6号溝



図版 1

樋詰第 1号住居跡

樋詰C区第 6号溝A階段
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樋詰c区第 6号溝 樋詰c区第 6号溝A階段

樋詰c区第 6号溝C階段 樋詰C区第 6号溝B階段



図版 2 樋詰遺跡出土遺物（1)

6溝ー80（左） ．78（右上） ．79（右下）



樋詰遺跡出土遺物（2) 図版 3

6溝ー89

樋詰遺跡出土土錘



図版 4
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 8

第39号住居跡遺物出土状況 第42号住居跡
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図版 9
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図版10

第85号住居跡遺物出土（馬歯） 第108号住居跡

'j••.' ‘ ,, :. ;. 
、 、. ,,

~ ヽ

,.r , ' , . ,< ‘ ’• し、

第85号住居跡カマド付近遺物出土状況 第llO号住居跡遺物出土状況

第102号住居跡 第 1号土墳遺物出土状況

第103号住居跡 第 1号土壌遺物出土状況



須恵器坪・蓋（1) 図版11
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図版12 須恵器坪 ・蓋（2)
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土師器坪（1)図版13
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図版14 土師器 坪(2)
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土師器坪（3)図版15
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図版16 土師器 坪（4)
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土師器椀 図版17
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図版18 須恵器・土師器 壺 ・曲 1)
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須恵器 ・土師器 壺 ・用（2)図版19
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図版20 土師器甕（1)
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土師器甕（2) 図版21
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図版22 土師器 甕（3)
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図版24 土師器 甕(5)
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土師器 甑（1) 図版25
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図版26 土師器甑(2)
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土師器 高坪・支脚 図版27
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図版28
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図版29

土錘（1)
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